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は
じ
め
に

　

江
戸
の
板
元
・
西
村
幸
助
が
創
始
し
た
「
大
字
遊
下
本
」
と
い
う
浄
瑠
璃
本
に
つ
い
て
、

人
形
浄
瑠
璃
研
究
に
お
け
る
資
料
的
価
値
の
高
さ
を
説
明
し
た
い
。

　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫
節
の
現
行
本
文
に
は
、
初
演
本
文
と
異
な
る
も
の
が
い
く

つ
か
残
る
。
上
演
本
文
に
異
同
が
生
じ
た
過
程
や
そ
の
成
立
時
期
を
知
る
た
め
に
は
、
往

時
の
太
夫
た
ち
が
舞
台
上
で
用
い
た
「
床
本
」
を
確
か
め
る
の
が
第
一
の
方
法
で
あ
る
が
、

意
外
な
こ
と
に
当
該
藝
能
に
お
い
て
は
「
床
本
」
の
継
承
は
基
本
的
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

拠
る
べ
き
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
床
本
（
書
写
本
で
あ
る
の
が
原
則
）
そ
の
も

の
で
は
な
い
が
、
木
板
で

刊
行
さ
れ
た
「
抜
き
本
」

（
い
わ
ゆ
る
稽
古
本
）
の
中

に
、
往
時
の
床
本
を
写
し

た
例
が
稀
に
あ
る
。
本
稿

に
取
り
上
げ
る
「
大
字
遊

下
本
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

「
大
字
遊
下
本
」
に
拠
る

こ
と
で
現
行
本
文
の
成
立

時
期
を
究
明
で
き
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
、

『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
「
袖
萩
祭
文１
」

『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
「
甕
鮓
屋２
」

な
ど
の
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
大
字
遊
下
本
」
に
よ
っ
て
『
本
朝

廿
四
孝
』
三
段
目
切
「
勘
助
住
家
」
の
改
作
者
を
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
で
あ
る
と
初
め
て

特
定
出
来
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
た
い
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫
節
の
現
行
本
文
の
成

立
時
期
を
辿
る
手
掛
か
り
と
し
て
、「
大
字
遊
下
本
」
は
極
め
て
有
用
な
史
料
で
あ
る
こ

と
を
再
説
す
る
こ
と
を
本
稿
の
第
一
の
目
的
と
す
る
。

　

第
二
の
目
的
は
、「
大
字
遊
下
本
」
の
史
料
的
価
値
は
、
本
文
だ
け
に
あ
る
の
で
な
く
、

前
表
紙
に
載
せ
る
配
役
情
報
に
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
点
に
あ
る
。
往
時
の
興
行
の
存
在

を
知
る
上
演
記
録
の
一
次
資
料
は
「
番
付
」
で
あ
る
が
、
江
戸
と
い
う
土
地
の
場
合
、
ほ

と
ん
ど
残
ら
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
に
あ
っ
て
、「
大
字
遊
下
本
」
が
伝
え
る
と
こ
ろ
の

配
役
情
報
は
、
江
戸
で
そ
の
曲
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
の
、
番
付
に
替
わ
る
証
拠
と
な
る
、

と
筆
者
は
考
え
る
。

　

以
上
の
二
点
を
説
く
た
め
に
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
把
握
し
た
と
こ
ろ
の
四
十
四
機
関

四
百
二
十
六
冊
に
つ
い
て
、
表
Ⅰ
「「
大
字
遊
下
本
」
諸
本
リ
ス
ト
」
に
ま
と
め
た
。
同

表
で
は
「
大
字
遊
下
本
」
の
残
る
八
十
作
品
に
つ
い
て
、
№
01
か
ら
№
80
ま
で
の
作
品
番

号
を
与
え
た
。
本
稿
で
は
作
品
名
の
前
に
、
こ
の
作
品
番
号
を
付
す
の
で
、
適
宜
参
照
さ

れ
た
い
。
同
表
を
作
成
し
て
み
る
と
、
い
ま
見
る
史
料
の
多
く
は
後
摺
本
で
、
開
板
当
時

の
姿
の
ま
ま
残
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
、
と
い
う
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
開
板
の
西
村
幸
助
の
刊
行
本
は
稀
少
で
、
後
継
の
板
元
で
あ
る
伊
勢
屋
喜
助
の
後
摺

本
が
は
る
か
に
多
い
。
後
摺
本
を
経
由
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
点
は
、「
大
字
遊
下
本
」

江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

─
─
義
太
夫
節
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
辿
る
手
掛
か
り
と
し
て
─
─
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〔
写
真
1
〕　「
琴
責
の
段
」
前
表
紙



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（2）229

を
史
料
と
す
る
際
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
板
元
の
前
後
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
三
の
目
的
と
し
た
い
。

一
、「
大
字
遊
下
本
」
の
書
誌
的
特
徴
と
創
始
者
西
村
幸
助

　

説
明
の
都
合
上
、
冒
頭
に
「
大
字
遊
下
本
」
シ
リ
ー
ズ
の
書
誌
的
特
徴
を
、
№
49
『
壇

浦
兜
軍
記
』、
内
題
「
琴
責
の
段
」
の
、
筆
者
蔵
本
を
例
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
前

頁
の
〔
写
真
1
〕
に
み
る
よ
う
に
、
前
表
紙
に
「
大
字
遊
下
本
」
と
特
記
す
る
の
が
最
大

の
特
徴
で
あ
る
。「
遊
下
本
」
は
伊
勢
屋
喜
助
板
の
奥
付
に
あ
る
振
り
仮
名
に
拠
っ
て
、

「
ゆ
か
ぼ
ん
」
と
読
む
。
本
文
料
紙
と
共
紙
（
同
じ
紙
質
）
な
が
ら
、
前
後
に
表
紙
を
備
え

る
点
が
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。
上
方
（
大
坂
・
京
都
）
あ
る
い
は
同
時
代
の
江
戸
で
刊
行
さ

れ
た
義
太
夫
節
の
抜
き
本
は
、

共
紙
の
前
表
紙
を
備
え
る
の
み

で
、
後
ろ
表
紙
を
持
た
な
い
。

こ
の
た
め
、
終
丁
裏
の
末
尾
の

本
文
は
剥
き
出
し
の
状
態
で
売

ら
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、「
大

字
遊
下
本
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
後

ろ
表
紙
を
備
え
て
、
本
文
を
露

出
さ
せ
な
い
、
と
い
う
点
に
特

徴
を
示
し
た
。
床
本
の
場
合

は
、
共
紙
の
表
紙
を
前
後
に
備

え
る
も
の
な
の
で
、「
大
字
遊

下
本
」
は
表
紙
の
体
裁
と
し
て

は
書
写
本
で
あ
る
床
本
と
近
似

す
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は

シ
リ
ー
ズ
名
に
用
字
こ
そ
違

え
、
同
じ
く
ユ
カ
ボ
ン
を
名
乗

る
こ
と
か
ら
は
、
床
本
を
意
識

し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
よ
う３
。
加
え
て
、〔
写

真
1
〕
と
〔
写
真
4
〕
に
み
る

よ
う
に
、
本
の
背
に
別
紙
を
糊

付
け
し
て
包
ん
で
い
る
。
同
時

代
の
抜
き
本
が
、
仮
綴
じ
（
紙

縒
り
で
二
箇
所
を
綴
じ
た
だ
け
）

で
売
ら
れ
た
こ
と
に
照
ら
し

て
、
極
め
て
丁
寧
な
造
本
だ
っ

た
、
と
表
現
し
得
る
。

　
〔
写
真
3
〕
右
頁
・
終
丁
裏

の
本
文
末
に
あ
る
年
記
は
、
通

し
本
の
年
記
が
初
演
興
行
の
初

日
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

の
例
に
照
ら
し
て
、
当
該
本
に

収
録
す
る
曲
を
上
演
し
た
興
行

の
初
日
を
示
し
た
も
の
と
推
定

す
る
。
左
頁
・
奥
付
に
板
元
名

の
ほ
か
に
、
上
演
座
の
責
任
者

ら
の
連
名
を
載
せ
る
。〔
写
真

4
〕
後
ろ
表
紙
は
、
通
常
は
空

白
で
あ
る
が
、
当
該
本
の
場
合

は
、
伊
勢
屋
喜
助
が
西
村
幸
助

の
板
木
を
継
承
し
た
旨
を
告
知

す
る
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
、

「
板
本
改４
」
と
し
て
そ
の
名
を

示
し
て
い
る
。

　

№
71
『
三
日
太
平
記
』、
内

題
「
出
世
太
平
記　

九
段
目
」

の
筆
者
所
蔵
本
で
は
、〔
写
真

〔
写
真
2
〕　「
琴
責
の
段
」
内
題

〔
写
真
4
〕　「
琴
責
の
段
」
後
ろ
表
紙

〔
写
真
3
〕　「
琴
責
の
段
」
終
丁
裏
と
奥
付
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5
〕
前
表
紙
見
返
し
に
板
元
名

と
取
り
扱
う
薬
品
の
広
告
を
、

〔
写
真
6
〕
終
丁
裏
の
本
文
末

の
年
記
の
下
に
も
板
元
名
を
、

そ
し
て
奥
付
に
も
板
元
名
と
薬

品
広
告
を
載
せ
る
。
や
は
り
同

時
期
の
、
上
方
・
江
戸
の
抜
き

本
で
は
、
板
元
の
名
を
記
す
場

所
は
、
前
表
紙
の
右
下
辺
り
の

一
箇
所
と
定
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
照
ら
し
て
み
る
と
、
西
村
幸

助
の
場
合
、
か
な
り
自
由
な
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
も
の
、
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

西
村
幸
助
の
活
動
時
期
に
つ

い
て
は
、
奥
付
六
板
の
掲
げ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
年
記
に
よ
っ
て
把

握
で
き
る
。
リ
ス
ト
の
略
称
と

そ
れ
ぞ
れ
の
年
（
西
暦
）
月
、
提
携
す
る
劇
団
の
名
前
を
示
す
。

〔
西
幸
1
〕　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
三
月　
　

結
城
座

〔
西
幸
2
〕　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月　
　

結
城
座

〔
西
幸
3
〕　

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
五
月　
　

肥
前
座

〔
西
幸
4
〕　

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
七
月　
　

土
佐
座

〔
西
幸
5
〕　

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
月　
　

土
佐
座

〔
西
幸
6
〕　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月　
　

大
薩
摩
座

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
三
月
以
降
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月
の
頃
を
中
心
と
す
る

時
期
に
、西
村
幸
助
の
大
字
遊
下
本
の
板
元
と
し
て
の
活
動
の
盛
時
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

西
村
幸
助
の
名
は
、
井
上
隆
明
氏
『
改
訂
・
増
補
／
近
世
書
林
板
元
総
覧５
』
に
見
え
な

い
。
西
村
幸
助
は
、
い
わ
ゆ
る
正
式
な
本
屋
で
は
な
か
っ
た
。
大
坂
の
板
元
・
紙
屋
与
右

衛
門
と
、
江
戸
の
板
元
・
三
河

屋
喜
兵
衛
と
の
間
で
起
こ
っ

た
、
江
戸
板
抜
き
本
を
め
ぐ
る

紛
争
の
記
録
『
義
太
夫
本
公
訴

一
件６
』
に
は
、「
地
本
問
屋
」

の
大
坂
屋
秀
八
・
総
州
屋
与
兵

衛
、「
同
添
組
」
の
三
河
屋
喜

兵
衛
と
並
ん
で
、「
双
方
仲
間

外
ニ
而　

売
薬
屋
渡
世　

西
村

屋
幸
助
」
と
す
る
署
名
が
み
え

る７
。
本
屋
の
営
業
権
を
正
式
に

は
持
た
ず
（
仲
間
組
合
に
は
加
入

せ
ず
）、
売
薬
屋
が
本
業
で
あ
っ

た
と
知
ら
れ
る８
。〔
写
真
5
〕

〔
写
真
6
〕
の
「
青
龍
丹
」
が

そ
の
主
要
商
品
で
あ
っ
た
。

『
義
太
夫
本
公
訴
一
件
』
に
は
、

西
村
幸
助
の
創
業
年
も
記
さ
れ

る
。「
天
保
四
巳
年
正
月
廿
六
日
」
付
の
文
書９
に
よ
る
と
、
西
村
幸
助
の
出
板
権
は
、
伊

勢
屋
治
助
か
ら
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
買
い
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（「
義
太
夫

本
株
之
儀
は
、
四
ツ
谷
南
伊
賀
町
伊
勢
屋
治
助
与
申
者
所
持
罷
在
候
」「
去
ル
文
政
二
卯
年
中
よ
り
引
続

同
人
儀
大
病
相
煩
渡
世
難
相
成
」
云
々
）。
ま
た
右
の
文
書
か
ら
は
、
西
村
幸
助
そ
の
ひ
と
が

天
保
四
年
正
月
の
直
前
の
頃
に
死
去
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（「
馬
喰
町
弐
丁
目
弥
右
衛
門
店

幸
助
死
失
ニ
付
、
後
見
平
兵
衛
煩
ニ
付
、
代
召
仕
秀
五
郎
奉
申
上
候
」）。

　

№
56
『
夏
浴
衣
清
十
郎
染
』、
内
題
「
寿
連
理
の
松　

湊
町
の
だ
ん
」
は
、
前
表
紙
に

掲
げ
る
配
役
か
ら
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
四
月
・
江
戸
結
城
座
興
行
時
の
開
板
と
考

え
ら
れ
る
。
西
村
幸
助
の
板
元
と
し
て
の
創
業
年
と
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
大

字
遊
下
本
の
最
古
の
本
と
考
え
て
お
き
た
い
（
た
だ
し
奥
付
に
掲
げ
る
年
記
か
ら
、
文
政
二
年

開
板
本
を
二
年
後
の
、
文
政
四
年
に
後
摺
し
た
も
の
）。

〔
写
真
5
〕　「
出
世
太
平
記
　
九
段
目
」
内
題

〔
写
真
6
〕　「
出
世
太
平
記
　
九
段
目
」
奥
付
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六
代
竹
本
染
太
夫
の
日
記
『
染
太
夫
一
代
記
』
第
一
の
巻Ａ
に
、
文
政
十
年
の
記
事
と
し

て
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
と
き
当
地
に
西
村
幸
助
と
い
ふ
浄
る
り
の
真
金
太
郎
あ
り
し
が
、『
日
高
川
』

を
語
り
け
る
が
、
三
味
線
は
壱
挺
に
て
は
こ
た
へ
ぬ
と
申
す
ゆ
ゑ
に
三
味
引
語
助
、

重
太
郎
、
勝
造
、
吉
左
衛
門
、
勝
助
、
右
五
人
一
時
に
か
た
ま
り
て
西
幸
に
『
日
高

川
』
を
か
た
ら
せ
、
三
味
を
引
き
た
て
て
、
三
味
を
引
く
。
を
は
り
に
五
人
の
三
味

線
五
挺
一
時
に
撥
に
て
三
味
線
の
革
を
や
ぶ
り
て
、
五
人
の
三
味
引
が
い
ふ
に
、「
西

幸
さ
ん
の
声
に
は
か
な
は
い
」
と
い
う
て
あ
き
れ
た
顔
を
す
れ
ば
西
幸
は
い
よ
〳
〵

頭
に
乗
り
て
、
こ
の
時
よ
り
な
ほ
〳
〵
金
太
郎
の
位
が
高
う
な
り
し
と
聞
く
。

　
「
金
太
郎
」
と
は
、
技
芸
に
う
ぬ
ぼ
れ
た
素
人
を
意
味
す
る
隠
語
と
さ
れ
る
。
同
記
事

に
よ
れ
ば
、
西
村
幸
助
自
身
が
義
太
夫
節
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
伝
習
者
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ

る
。
大
字
遊
下
本
の
造
本
の
工
夫
は
、
自
ら
も
義
太
夫
節
を
語
る
立
場
か
ら
、
理
想
的
な

本
の
姿
を
追
求
し
た
結
果
な
の
だ
、
と
筆
者
は
解
釈
し
た
い
。

二
、「
大
字
遊
下
本
」
の
後
継
者
・
伊
勢
屋
喜
助

　
「
大
字
遊
下
本
」
の
創
始
者
を
西
村
幸
助
と
捉
え
る
の
は
、
出
板
権
（
株
）
を
譲
っ
た

と
い
う
伊
勢
屋
治
助
は
文
化
三
年
三
月
の
芝
の
大
火
に
罹
災
し
て
（
前
掲
「
天
保
四
巳
年
正

月
廿
六
日
」
付
の
文
書
に
「
寅
年
三
月
中
之
大
火
ニ
而
右
板
木
焼
失
致
」
と
あ
る
）、既
に
板
木
を
失
っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。「
大
字
遊
下
本
」
の
板
木
を
開
い
た
の
は
、
西
村
幸
助
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

ま
た
西
村
幸
助
の
住
所
は
い
ず
れ
も
「
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
」
と
あ
っ
て
変
化
が
無
い

の
に
対
し
て
、
伊
勢
屋
喜
助
の
住
所
に
は
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
」
の
ほ
か
に
、「
東
京

横
山
町
二
丁
目
」
と
す
る
も
の
が
残
る
。
伊
勢
屋
喜
助
の
活
動
時
期
は
、
江
戸
期
か
ら
明

治
期
ま
で
続
い
た
こ
と
が
住
所
表
記
の
変
遷
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
活
動
時
期
の
前
後
か

ら
み
て
、
西
村
幸
助
が
創
始
し
た
「
大
字
遊
下
本
」
を
、
伊
勢
屋
喜
助
が
継
承
し
て
後
摺

し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

伊
勢
屋
喜
助
の
創
業
年
は
明
確
で
な
い
の
だ
が
、
浄
瑠
璃
本
板
元
と
し
て
の
活
動
は
大

坂
屋
秀
八
の
板
木
を
継
承
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
ら
し
い
。
大
坂
屋
秀
八
は
『
義
太
夫

本
公
訴
一
件
』
の
、「
天
保
三
辰
年
十
一
月
十
七
日
」
付
の
地
本
問
屋
行
事
提
出
文
書Ｂ
に
、

「
既
ニ
地
本
間
屋
之
内
ニ
而
も
横
山
町
弐
丁
目
大
坂
屋
秀
八
義
は
、
享
保
年
中
よ
り
八
代

之
間
右
渡
世
向
相
続
仕
候
。」
と
証
言
さ
れ
る
。『
義
太
夫
執
心
録
』
に
は
、「
扨
又
御
当

地
ニ
お
ひ
て
抜
本
屋
の
始
は
大
坂
屋
秀
八
・
西
宮
新
六
」
と
謳
わ
れ
る
、
江
戸
の
浄
瑠
璃

本
板
元
の
老
舗
で
あ
っ
た
。『
義
太
夫
本
公
訴
一
件
』
の
頃
に
は
現
役
の
板
元
と
し
て
み

え
る
が
、
そ
の
の
ち
廃
業
し
た
も
の
ら
し
い
。
元
来
の
板
元
名
を
削
っ
た
位
置
に
墨
印
で

「
大
坂
屋
秀
八
・
板
元
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
示
し
た
本
が
い
く
つ
か
残
り
、

こ
れ
は
伊
勢
屋
喜
助
が
、
大
坂
屋
秀
八
の
板
木
を
店
舗
ご
と
継
承
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
大
坂
板
の
五
行
本
で
同
様
の
例
を
み
る
な
ら
ば
、
天
満
屋
玉

水
源
治
郎
の
板
木
・
屋
敷
地
ま
で
を
継
承
し
た
紙
屋
与
右
衛
門
は
、
板
元
名
を
埋
木
し
て

改
め
た
の
で
、
前
掲
【
写
真
04
】
の
「
板
本
改
」
と
い
い
、
右
の
墨
印
と
い
い
、
権
利
の

切
り
替
え
に
当
た
っ
て
の
、
伊
勢
屋
喜
助
の
態
度
は
簡
略
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
伊
勢
屋
喜

助
は
、
大
坂
屋
秀
八
の
後
継
店
と
し
て
営
業
を
始
め
、
次
い
で
西
村
幸
助
の
大
字
遊
下
本

を
継
承
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　

前
掲
『
改
訂
・
増
補
／
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
は
、
伊
勢
屋
喜
助
に
つ
い
て
「
嘉
永
五

年
四
月
の
月
行
事
（
地
本
草
紙
問
屋
名
前
帳
）」
と
記
すＣ
。「
大
字
遊
下
本
」
で
は
、
№
35
『
花

王
草
紙
楓
短
冊
』、
内
題
「
花
王
草
紙
楓
短
冊　

三
の
切
」
が
、
配
役
か
ら
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
正
月
・
江
戸
深
川
八
幡
社
内
興
行
時
の
開
板
と
考
え
ら
れ
る
。
既
成
の
板
木
の

後
摺
で
は
な
く
、
伊
勢
屋
喜
助
自
身
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
こ
れ
な
ど
が

早
い
も
の
か
、
と
考
え
る
。

　

同
時
期
の
大
坂
板
五
行
本
で
は
、
出
板
権
の
継
承
に
つ
れ
て
抜
き
本
の
板
木
は
順
次
改

刻
さ
れ
、
な
お
か
つ
丁
数
が
漸
次
増
加
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
大
字
遊
下
本
の
場
合
は
、

西
村
幸
助
の
板
木
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
後
摺
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
大
字
遊
下
本
」
の
現
存
本
を
板
元
別
に
数
え
る
と
、
西
村
幸
助
板
は
三
十
二
冊

（
七
％
）、
伊
勢
屋
喜
助
板
は
二
百
九
十
三
冊
（
六
十
八
％
）、
板
元
名
を
記
載
し
な
い
本
は

七
十
四
冊
（
十
七
％
）、
板
元
不
明
の
も
の
は
二
十
六
冊
（
六
％
）、
と
な
る
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
板
元
名
を
記
載
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
刊
記
本
の
存
在
で
あ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
前
述
す
る
権
利
の
切
り
替
え
を
墨
印
で
告
知
す
る
伊
勢
屋
喜
助
の

姿
勢
（
そ
の
押
し
忘
れ
）
に
関
連
す
る
も
の
と
捉
え
て
き
た
が
、
西
村
幸
助
自
身
が
正
式
の

本
屋
で
は
な
い
こ
と
か
ら
名
前
を
明
示
で
き
な
い
た
め
で
は
な
い
か
、
と
思
い
至
っ
た
。
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『
義
太
夫
本
公
訴
一
件
』
の
前
掲
文
書Ｄ
に
は
「
地
本
□
屋
与
申
は
壱
枚
絵
・
草
草
紙
問
屋
、

同
添
組
与
申
は
千
代
紙
・
絵
半
切
・
菓
子
袋
之
外
板
行
物
は
不
相
成
取
究
ニ
候
」
と
、
所

属
す
る
仲
間
に
よ
っ
て
営
業
品
目
・
出
板
物
の
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
本
屋
仲
間
に
加
入
し
て
い
な
い
西
村
幸
助
が
抜
き
本
を
出
板
す
る
こ
と
自
体
が
違
法

な
の
で
あ
る
。

　

無
刊
記
本
は
江
戸
時
代
、
本
屋
仲
間
と
し
て
は
厳
に
戒
め
ら
れ
る
違
法
行
為
な
の
だ
が
、

そ
も
そ
も
本
屋
で
な
い
西
村
幸
助
に
と
っ
て
は
、
違
法
出
板
物
に
名
前
を
明
記
す
る
こ
と

自
体
を
避
け
た
も
の
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
殊
に
当
主
西
村
幸
助
が

死
去
し
た
天
保
三
年
末
か
ら
天
保
四
年
正
月
の
頃
、
大
坂
の
浄
瑠
璃
本
板
元
と
の
江
戸
の

三
河
屋
喜
兵
衛
と
の
係
争
に
関
連
し
て
奉
行
所
の
取
り
調
べ
が
続
い
た
。
当
該
係
争
は
、

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
三
月
に
和
談
と
な
る
が
、
こ
の
係
争
に
関
連
し
て
名
前
を
秘
し

た
も
の
と
す
る
と
、
天
保
三
年
の
出
訴
か
ら
天
保
五
年
頃
ま
で
の
時
期
、
と
推
考
さ
れ
る
。

　

西
村
幸
助
の
刊
行
と
考
え
る
場
合
に
は
活
動
の
後
期
に
当
た
り
、
ま
た
伊
勢
屋
喜
助
の

の
刊
行
と
考
え
る
場
合
に
は
そ
の
活
動
の
初
め
の
頃
と
捉
え
る
こ
と
と
な
る
。
い
づ
れ
に

せ
よ
両
者
の
活
動
時
期
の
間
に
位
置
す
る
と
推
考
さ
れ
る
の
で
、
（26）
頁
の
リ
ス
ト
で
は
西

村
幸
助
↓
無
刊
記
本
↓
伊
勢
屋
幸
助
と
い
う
順
序
で
配
列
し
た
。

三
、
上
演
記
録
と
し
て
の
「
大
字
遊
下
本
」
の
配
役
情
報

　

表
Ⅰ
「「
大
字
遊
下
本
」
諸
本
リ
ス
ト
」
に
は
、
四
百
十
四
冊
の
所
在
と
基
本
的
な
書

誌
を
、「
本
外
題
」（
正
式
な
タ
イ
ト
ル
。
初
演
の
作
品
名
を
採
っ
た
）
ご
と
に
ま
と
め
た
。
現

在
「
大
字
遊
下
本
」
を
八
十
作
品
百
四
十
一
段
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
前
表
紙
に
掲
げ
る
「
配
役
」
も
し
く
は
本
文
末
の
「
年
記
」
に
よ
っ
て
上
演

年
時
を
特
定
あ
る
い
は
推
定
可
能
な
も
の
│
│
五
十
二
作
品
九
十
三
段
│
│
に
つ
い
て
、

（13）
頁
下
の
別
表
A
「「
大
字
遊
下
本
」
配
役
情
報　

上
演
年
時
順
一
覧
」（
以
下
、
別
表
と
略

称
す
る
）
に
、
五
十
一
の
各
興
行
ご
と
に
ま
と
め
て
、
興
行
の
上
演
年
月
順
に
並
べ
た
。

別
表
で
は
、【　
】
付
で
通
し
番
号
を
与
え
た
の
で
、
見
出
し
と
し
て
参
照
願
い
た
い
。

　

別
表
A
に
掲
げ
る
五
十
興
行
の
内
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
に
よ
っ
て
興
行
の
存

在
が
既
に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
は
十
四
で
あ
る
（【
01
】【
04
】【
08
】【
16
】【
19
】【
20
】【
26
】

【
27
】【
34
】【
36
】【
37
】【
39
】【
49
】【
51
】）。
残
り
の
三
十
七
が
、「
大
字
遊
下
本
」
に
よ
っ
て
、

興
行
の
存
在
が
新
た
に
推
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
年
次
考
証
の
手
順
を
説
明
し
た
い
。
近
世
期
の
、
人
形
浄
瑠
璃
の
番
付
で
は
、

太
夫
に
つ
い
て
は
担
当
の
段
・
役
場
を
、
人
形
遣
い
に
つ
い
て
は
担
当
す
る
役
名
を
具
体

的
に
示
す
一
方
で
、
三
味
線
弾
き
に
つ
い
て
は
所
属
す
る
人
員
の
連
名
を
示
す
に
留
ま
る
。

基
本
的
に
三
味
線
弾
き
が
ど
の
段
を
弾
く
の
は
非
公
開
情
報
で
あ
る
。
こ
の
た
め
「
大
字

遊
下
本
」
が
前
表
紙
に
掲
げ
る
太
夫
と
三
味
線
弾
き
の
配
役
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
太
夫

の
出
演
段
を
既
刊
記
録
（『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』。
以
下
『
年
表
』）
で
該
当
す
る
も
の
の
有

無
を
確
か
め
る
。
該
当
す
る
も
の
が
あ
っ
た
場
合
、
三
味
線
弾
き
が
そ
の
興
行
に
出
演
し

て
い
る
こ
と
（
三
味
線
弾
き
の
名
前
が
連
名
に
み
え
る
こ
と
）
を
確
か
め
る
。
太
夫
の
役
場
が
該

当
し
、
三
味
線
弾
き
が
同
座
し
て
い
た
な
ら
ば
、
該
当
す
る
「
大
字
遊
下
本
」
の
配
役
を
、

当
該
興
行
の
番
付
に
一
致
す
る
も
の
と
認
定
す
る
、
と
い
う
の
が
考
証
の
順
序
で
あ
る
。

　
【
01
】
に
つ
い
て
は
最
古
の
本
と
し
て
（3）
頁
に
触
れ
た
の
で
、【
08
】
を
例
に
述
べ
る
と
、

№
08
『
絵
本
大
功
記
』
の
、
二
ツ
目
切
「
本
能
寺
」
の
豊
竹
若
太
夫
、
七
ツ
目
切
「
鷺
の

森
」
の
竹
本
宮
戸
太
夫
、
十
段
目
切
「
尼
崎
」
の
豊
竹
巴
太
夫
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

正
月
二
日
初
日
・
結
城
座
『
絵
本
太
功
記
』
興
行
で
、
各
々
該
当
す
る
段
を
担
当
し
て
い

る
。
加
え
て
、「
本
能
寺
」
の
鶴
沢
市
造
、「
鷺
の
森
」「
尼
崎
」
の
鶴
沢
勝
次
郎
は
、
と

も
に
当
該
興
行
の
連
名
に
名
前
が
み
え
る
。
故
に
、
右
の
三
冊
は
、
当
該
興
行
に
関
連
し

て
開
板
さ
れ
た
、
と
考
証
す
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
既
刊
記
録
類
に
該
当
す
る
も
の
の
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
太
夫
や
三
味
線
弾
き

の
出
演
歴
な
ど
を
調
べ
て
個
別
的
に
年
代
を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
右

の
よ
う
に
十
四
興
行
十
七
作
品
二
十
一
段
に
つ
い
て
は
番
付
の
裏
付
け
が
得
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
残
り
の
三
十
七
興
行
三
十
六
作
品
六
十
六
段
に
つ
い
て
も
、
今
後
に
番
付
の
所
在

調
査
が
充
実
し
た
な
ら
ば
き
っ
と
対
応
す
る
興
行
が
確
認
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
の
推
定
か
ら
進
ん
で
「
大
字
遊
下
本
」
の
配
役
情
報
を
、
現
時
点
に
お
い
て

は
番
付
の
欠
を
補
う
、
上
演
記
録
の
二
次
的
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
た
い
。

　

別
表
B
「「
大
字
遊
下
本
」
配
役
情
報　

名
前
別
索
引
」（
以
下
、
索
引
）
は
、
別
表
A

の
配
役
を
、
太
夫
・
三
味
線
の
各
自
の
名
前
ご
と
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
初
代
豊
竹
巴

太
夫
を
例
に
述
べ
る
と
、
同
人
が
残
し
た
「
大
字
遊
下
本
」
は
十
三
冊
を
数
え
る
。
番
付

に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
の
は
【
02
】【
08
】
の
二
冊
の
み
で
、『
年
表
』
の
収
録
範
囲
で
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は
初
代
巴
太
夫
の
江
戸
滞
在
は
文
政
四
年
前
半
か
ら
文
政
五
年
正
月
の
頃
の
時
期
を
中
心

と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
番
付
の
裏
付
け
を
得
な
い
残
り
十
一
冊
の
内
、「
大
字
遊

下
本
」
の
本
文
末
の
年
記
で
興
行
の
年
月
の
判
る
も
の
六
冊
五
興
行
【
03
】【
04
】【
09
】

【
10
】【
11
】
を
加
え
る
と
、
文
政
五
年
四
月
ま
で
出
演
し
た
と
特
定
で
き
る
。
残
り
の
、

年
記
を
持
た
な
い
五
冊
三
興
行
は
、
江
戸
滞
在
中
で
出
演
記
録
が
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い

空
白
期
間
、
す
な
わ
ち
文
政
四
年
後
半
の
頃
の
も
の
と
推
定
し
た
。

　

索
引
で
判
然
と
す
る
点
は
「
大
字
遊
下
本
」
に
記
録
さ
れ
た
、
各
人
の
活
動
時
期
と
そ

の
語
り
物
で
あ
る
。
各
人
の
経
歴
の
中
で
（
江
戸
を
離
れ
た
の
ち
で
あ
っ
て
も
）、
紋
下
（
一
座

の
代
表
者
）
の
地
位
を
占
め
た
こ
と
の
あ
る
、
主
要
な
太
夫
を
挙
げ
て
み
る
。
上
方
に
活

動
の
拠
点
の
あ
っ
た
の
は
、
次
の
六
人
。

○
初
代
豊
竹
巴
太
夫　
　

文
政
四
年
春　

 

│ 

文
政
五
年
四
月

○
三
代
竹
本
綱
太
夫　
　

文
政
七
年
夏　

 
│ 

文
政
八
年
三
月

○
四
代
竹
本
綱
太
夫　
　

文
政
七
年
夏　

 
│ 
文
政
十
二
年
二
月

　

竹
本
播
磨
大
掾　
　
　

文
政
八
年
正
月

　

三
代
竹
本
筆
太
夫　
　

文
政
八
年
正
月

○
五
代
竹
本
染
太
夫　
　

文
政
十
年
三
月 

│ 

天
保
十
三
年
二
月

　

江
戸
に
拠
点
の
あ
っ
た
太
夫
と
し
て
は
、
次
の
三
人
。

○
初
代
竹
本
宮
戸
太
夫　

文
政
四
年
三
月 

│ 

文
政
十
二
年
二
月

○
初
代
竹
本
津
賀
太
夫　

文
政
四
年　
　

 

│ 

天
保
六
年
四
月

○
初
代
竹
本
播
磨
太
夫　

文
政
八
年
正
月 

│ 

嘉
永
六
年
正
月

　

頭
に
○
を
付
し
た
人
物
は
、「
大
字
遊
下
本
」
に
よ
っ
て
出
演
記
録
が
新
出
し
た
も
の
。

紋
下
と
い
う
枢
要
の
地
位
に
あ
る
太
夫
の
活
動
で
あ
っ
て
も
番
付
だ
け
で
は
網
羅
さ
れ

ず
、「
大
字
遊
下
本
」
に
よ
っ
て
新
た
に
知
ら
れ
る
情
報
が
あ
っ
た
。
人
形
浄
瑠
璃
の
歴

史
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
、
上
演
史
を
辿
る
と
い
う
基
本
作
業
が
番
付
を
追
う
だ
け
で

は
十
分
に
は
満
た
さ
れ
な
い
の
だ
、
と
い
う
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

ふ
た
た
び
別
表
A
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
十
一
興
行
の
内
、【
01
】
か
ら
【
44
】
ま
で

の
四
十
四
興
行
は
文
政
、【
49
】
と
【
50
】
の
二
興
行
は
天
保
、【
51
】
の
一
興
行
は
嘉
永
、

【
45
】
か
ら
【
48
】
の
四
興
行
は
年
号
を
絞
り
切
れ
ぬ
分
で
あ
る
。
実
に
八
十
六
％
が
文

政
年
間
の
記
録
で
あ
る
。

　

前
々
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
板
元
の
西
村
幸
助
は
天
保
四
年
正
月
直
前
の
頃
に
死
去
す

る
が
、
奥
付
〔
西
幸
6
〕
に
は
「
天
保
六
乙
未
年
三
月
吉
日
改
」
の
年
記
を
掲
げ
、
大
薩

摩
座
の
太
夫
ら
の
連
名
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
代
幸
助
に
お
い
て
も
「
大
字

遊
下
本
」
シ
リ
ー
ズ
の
継
続
は
企
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（【
50
】
は
天
保
六
年
四
月

興
行
時
の
開
板
）。
し
か
し
【
45
】
か
ら
【
48
】
を
二
代
幸
助
の
開
板
と
数
え
て
み
る
と
し

て
も
、【
45
】
か
ら
【
50
】
の
六
興
行
で
、
多
く
見
積
も
っ
て
も
十
二
％
に
留
ま
る
。「
大

字
遊
下
本
」
の
新
た
な
開
板
が
二
代
幸
助
の
時
に
止
む
理
由
と
し
て
は
、
天
保
八
年
五
月

の
、
二
日
に
初
代
津
賀
太
夫
、
二
十
七
日
に
初
代
宮
戸
太
夫
、
と
い
う
江
戸
の
紋
下
太
夫

の
相
次
ぐ
死
や
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
混
乱
な
ど
の
要
因
を
想
定
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

前
節
に
述
べ
る
よ
う
に
現
存
本
の
内
、
西
村
板
は
七
％
、
伊
勢
屋
喜
助
板
は
六
十
八
％

を
数
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
「
大
字
遊
下
本
」
に
は
大
き
な
需
要
が
あ
っ
て
、
西
村
以
後
に

も
長
く
増
摺
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
わ
ば
初
代
幸
助
が
開
板
し
た
段
・
書
目
だ
け

で
、
二
代
幸
助
や
の
ち
の
伊
勢
屋
喜
助
ま
で
の
商
売
が
成
り
立
っ
て
い
た
、
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
二
代
幸
助
が
新
た
な
投
資
を
伴
う
開
板
に
積
極
的
に
は
進
ま
な
か
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
初
代
幸
助
の
開
板
分
で
需
要
が
満
た
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
こ
れ
ら
の
推
論
は
、
あ
く
ま
で
現
存
本
に
み
る
限
り
で
あ
っ
て
、
今
後
さ
ら
な
る

資
料
の
発
見
、
調
査
に
よ
っ
て
事
例
の
積
み
増
し
を
図
っ
て
、
再
考
し
た
い
。

四
、
上
演
記
録
と
し
て
の
「
大
字
遊
下
本
」
の
本
文

　

前
節
で
は
、
前
表
紙
の
配
役
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
本
節
お
よ
び
次
節
で
は
本
文

に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
基
本
的
に
「
大
字
遊
下
本
」
の
本
文
は
、
前
表
紙
の
配
役
に
掲
げ

ら
れ
た
太
夫
に
所
属
す
る
上
演
本
文
で
あ
る
、
と
捉
え
る
の
で
あ
る
が
、
配
役
と
本
文
と

の
関
連
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、

（
1
）
本
文
は
同
一
で
、
前
表
紙
の
配
役
が
異
な
る
（
№
02
「
沼
津
」、
№
70
三
段
目
中
）

（
2
）
配
役
は
同
一
で
、
本
文
が
異
な
る
（
№
24
「
順
礼
」、
№
71
「
松
下
住
家
」）

と
い
う
、
二
種
類
の
異
例
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　
（
1
）
の
例
は
、
の
ち
の
興
行
で
再
演
さ
れ
た
際
に
、
本
文
に
つ
い
て
は
既
成
の
板
木

を
増
摺
し
て
、
前
表
紙
の
み
新
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
例
で
は
「
再
演
時
の
本
文
を
反

映
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
が
、
上
演
本
文
に
変
化
が
な
い
の
で
板
木
を
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襲
用
し
た
の
だ
、
と
筆
者
は
解
釈
し
て
い
る
。

　
（
2
）
の
例
は
、
掲
げ
る
配
役
に
変
化
は
無
い
が
、
本
文
の
収
録
範
囲
が
異
な
る
。

【
26
】
№
24
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
八
ツ
目
「
順
礼
」
は
、
切
の
本
文
「
〽
道
へ
立
チ
か

へ
る
。跡
打
な
が
め
女
房
が
。」
か
ら
収
め
た
本
が
最
初
、そ
の
前
に
端
場
の
本
文
二
丁
（
丁

付
「
鳴
門
八
ツ
目
口
ノ
一
」「
鳴
門
八
ツ
目
口
ノ
二
」）
を
置
い
て
、
も
と
の
内
題
を
削
っ
て
（
丁

付
「
順
礼
壱
」
表
丁
の
一
行
目
に
）、
端
場
の
終
わ
り
の
文
「
跡
か
ら
と
。
言
イ
捨
出
る
町
チ

飛
脚
も
と
来
し
」
を
埋
木
し
た
の
が
改
訂
本
で
あ
る
。
前
表
紙
の
配
役
の
通
り
、
三
代
筆

太
夫
が
担
当
す
る
切
の
本
文
の
み
を
載
せ
た
と
こ
ろ
に
、
口
の
竹
本
菅
太
夫
が
担
当
す
る

本
文
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
九
ツ
目
切
「
松
下
住
家
」
は
、
端
場
・
切
と
丸
一
段
で

収
録
し
た
が
、
切
の
本
文
だ
け
に
絞
り
込
ん
だ
。
竹
本
岡
太
夫
が
担
当
す
る
端
場
の
本
文

は
、
冒
頭
の
十
三
丁
余
あ
っ
て
（
丁
付
「
出
世
九
壱
」
〜
「
出
世
十
三
」
と
、「
出
世
九
十
四
」
丁

表
二
行
半
）、続
け
て
初
代
津
賀
太
夫
が
担
当
す
る
切
の
本
文
を
収
め
た
本
が
最
初
の
も
の
。

改
修
板
は
端
場
の
文
章
を
除
い
て
、「
出
世
九
ツ
目
切
十
四
」
丁
を
新
刻
し
て
、
切
の
本

文
「
〽
一
ト
間
へ
入
リ
に
け
る
。
跡
に
心
（
は
脱
）
さ
つ
き
や
み
。」
か
ら
始
め
た
。

　

配
役
を
載
せ
な
い
が
端
場
の
本
文
を
追
加
し
た
№
24
「
順
礼
」
と
、
配
役
を
載
せ
る
が

端
場
の
本
文
を
削
除
し
た
№
71
「
松
下
住
家
」
は
、
正
反
対
の
改
訂
作
業
を
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
改
訂
作
業
が
読
者
の
需
要
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
統
一
的
な
、
同

じ
方
向
に
編
集
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
（
2
）
の
例
が
示
す
の
は
、
お
そ
ら
く
は
切
を

語
る
太
夫
の
意
向
に
忠
実
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
、
板
元
の
姿
勢
で
あ
る
。

　

大
坂
板
五
行
本
が
通
し
本
（
初
演
本
文
）
を
写
し
た
も
の
で
、
上
演
本
文
の
変
遷
を
反

映
す
る
例
は
少
な
い
の
に
対
し
て
、「
大
字
遊
下
本
」
が
、
通
し
本
の
写
し
に
留
ま
ら
ず
、

当
時
の
上
演
本
文
そ
の
も
の
を
積
極
的
に
反
映
し
た
こ
と
と
、（
2
）
の
例
は
同
一
の
方

針
に
基
づ
く
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
義
太
夫
本
公
訴
一
件
』「
天
保
三
年
十
一
月
十
九
日
」
付
、
西
宮
新
六
提
出
文
書Ｅ
は
、

通
し
本
と
抜
き
本
の
違
い
を
奉
行
所
へ
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
追
々
太
夫

共
夫
々
之
我
流
節
文
句
等
増
補
致
、
差
加
候
義
も
端
本
に
は
数
多
有
之
候
」
と
あ
っ
て
、

江
戸
板
の
抜
き
本
と
は
通
し
本
の
写
し
で
は
な
い
こ
と
の
特
徴
と
し
て
、
後
年
の
太
夫
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
我
流
に
増
補
し
た
節
や
文
句
を
差
し
加
え
て
い
る
点
を
掲
げ
た
点
に
注
目

し
た
い
。

　

同
じ
く
「
天
保
四
巳
年
正
月
廿
六
日
」
付
の
、
西
村
幸
助
提
出
文
書Ｆ
に
は
、「
元
来
私

方
渡
世
仕
来
候
本
は
、
古
来
御
当
地
刻
板
ニ
而
、
操
芝
居
太
夫
共
浄
瑠
璃
文
句
好
ニ
よ
り

刻
板
仕
候
義
ニ
而
、
全
重
板
・
類
板
等
ニ
は
決
而
無
御
座
候
」
と
、
操
芝
居
や
太
夫
ら
の

「
浄
瑠
璃
文
句
」（
上
演
本
文
）
を
そ
の
「
好
に
よ
り
刻
板
」
し
た
も
の
だ
（
故
に
、
重
板
・

類
板
に
は
相
当
し
な
い
）
と
の
証
言
が
残
る
。

　

ま
た
「
天
保
三
辰
年
十
一
月
晦
日
」
付
、
地
本
問
屋
行
事
提
出
の
文
書Ｇ
に
は
「
三
段
目

之
切
・
五
段
目
之
切
与
申
、
其
場
相
勤
候
太
夫
共
よ
り
種
本
を
以
頼
来
候
」
云
々
と
あ
っ

て
、抜
き
本
は
通
し
本
か
ら
引
き
写
し
た
も
の
で
な
く
、太
夫
ら
が
持
ち
込
ん
で
く
る
「
種

本
」
か
ら
本
文
を
起
こ
す
の
だ
と
証
言
し
て
い
る
。

　

従
来
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
大
坂
の
板
元
が
保
有
す
る
通
し
本
の
板
株
か
ら
、
江
戸
の
抜

き
本
の
出
板
権
を
守
る
べ
く
考
案
さ
れ
た
法
廷
戦
術
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
考
え

る
が
、
他
の
板
元
に
は
そ
の
側
面
は
あ
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
西
村
幸
助
の
刊
行
す

る
「
大
字
遊
下
本
」
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
真
実
の
表
明
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

前
述
す
る
よ
う
に
西
村
幸
助
自
身
が
浄
瑠
璃
本
の
板
元
と
し
て
は
稀
な
る
こ
と
に
、
義

太
夫
節
の
稽
古
人
で
も
あ
っ
た
。
義
太
夫
節
の
太
夫
や
三
味
線
た
ち
と
、
い
わ
ば
公
私
と

も
に
交
流
が
あ
る
、
彼
な
れ
ば
こ
そ
可
能
な
出
板
物
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
初
演
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
「
袖
萩
祭
文
」
は
、
初

演
本
文
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。「
大
字
遊
下
本
」
に
記
録
さ
れ
た
、
初
代
豊
竹
巴
太
夫
の

改
訂
本
文
を
祖
型
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
こ
と
を
、
近
年
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
るＨ
。

　

ま
た
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
初
演
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
「
甕
鮓
屋
」
は
、
初

演
興
行
中
に
本
文
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
た
め
、
通
し
本
自
体
に
二
種
の
本
文
が
残
る
。
近

代
の
伝
承
で
断
絶
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
期
に
ま
で
行
わ
れ
た
上
演
本
文
が
判
ら

な
く
な
っ
て
い
た
が
、
初
代
巴
太
夫
の
「
大
字
遊
下
本
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
師
・

初
代
豊
竹
麓
太
夫
と
巴
太
夫
の
二
代
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
文
が
独
自
の

改
訂
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
現
行
本
文
の
祖
型
で
あ
る
こ
と
、
が
判
明
し
たＩ
。

　
「
袖
萩
祭
文
」「
甕
鮓
屋
」
は
、
義
太
夫
節
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
行
本
文
の
祖
型
を

「
大
字
遊
下
本
」
が
収
録
す
る
本
文
に
確
認
で
き
た
事
例
で
あ
る
。
江
戸
の
本
屋
が
勝
手

に
作
っ
た
独
自
本
文
を
、
本
場
・
大
坂
の
本
流
た
る
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
が
こ
ん
に
ち
に
継
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承
す
る
と
は
考
え
難
い
。
本
場
・
大
坂
の
本
流
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
、
最
高
権
威
者
で
あ

る
紋
下
太
夫
が
新
案
し
実
際
に
語
っ
た
本
文
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
伝
承
も
さ
れ
、
こ
ん
に

ち
の
現
行
本
文
と
な
る
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
筆
者
は
「
大

字
遊
下
本
」
を
、
当
時
の
床
本
を
写
し
た
も
の
、
江
戸
時
代
の
上
演
本
文
の
記
録
だ
と
判

断
す
る
の
で
あ
る
。

　

初
代
巴
太
夫
が
「
大
字
遊
下
本
」
と
し
て
遺
し
た
十
三
段
の
、
直
前
の
頃
（
寛
政
・
享
和
・

文
化
・
文
政
年
間
）
の
上
方
で
の
上
演
状
況
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

〈
初
代
麓
太
夫
が
初
演
も
し
く
は
再
演
し
た
曲
〉
十
曲

【
04
】
№
19
『
鎌
倉
三
代
記
』
七
段
目
切

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
〈
切
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
〈
切
〉

【
06
】
№
44
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
七
ツ
目
「
重
太
郎
内
」

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
十
段
目
切
「
尼
崎
」

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切

【
11
】
№
49
『
壇
浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
稽
褐
布
染
』
四
ツ
目
「
官
次
郎
切
腹
」〈
切
〉

【
09
】
№
80
『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
三
段
目
切
「
市
若
切
腹
」

〈
初
代
巴
太
夫
が
再
演
し
た
曲
〉
二
曲

【
02
】
№
19
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
妹
山
〉

　

唯
一
、【
07
】
№
79
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
三
段
目
切
の
み
は
、
麓
太
夫
・
巴
太
夫
の

上
演
は
確
認
で
き
な
い
が
、
巴
太
夫
が
紋
下
を
勤
め
る
文
政
元
年
五
月
・
大
坂
い
な
り
境

内
興
行
は
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
の
通
し
・
立
て
（「
大
序
よ
り
三
だ
ん
目
迄
」）
で
あ
っ
た
。

　

初
代
巴
太
夫
が
江
戸
結
城
座
で
次
々
と
手
が
け
た
演
目
の
ほ
と
ん
ど
は
、
師
・
初
代
麓

太
夫
の
後
継
者
と
し
て
継
承
し
た
、
麓
太
夫
所
縁
の
曲
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
巴
太
夫
自
身
も
得
意
と
す
る
曲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
師
弟

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
麓
太
夫
の
女
婿
で
も
あ
っ
た
巴
太
夫
の
、
師
風
の
忠
実
な
継
承
者

た
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
境
涯
と
い
う
も
の
が
こ
こ
に
理
解
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

初
代
麓
太
夫
・
初
代
巴
太
夫
の
活
動
と
し
て
、
も
っ
と
も
重
要
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
、

竹
本
座
初
演
曲
を
豊
竹
座
の
曲
風
に
改
め
た
（
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
）
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
義
経
千
本
桜
』「
甕
鮓
屋
」
を
例
と
し
て
既
に
指
摘
し
た
が
、
右
の
十
三
段
の
内
、

『
鎌
倉
三
代
記
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』『
壇
浦
兜
軍
記
』『
奥
州
安

達
原
』『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
が
竹
本
座
初
演
で
、
残
り
『
絵
本
大

功
記
』『
花
襷
会
稽
褐
布
染
』『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
が
豊
竹
座
初
演
で
あ
る
。
選
曲
傾
向

の
上
に
、
ふ
た
り
の
活
動
の
方
針
が
明
確
に
み
え
て
い
る
、
と
考
え
る
。

　

文
政
期
、
初
代
巴
太
夫
と
覇
を
競
っ
た
竹
本
播
磨
大
掾
は
、
文
政
八
年
正
月
・
江
戸
大

薩
摩
座
興
行
で
、『
増
補
競
伊
勢
物
語
』
の
通
し
・
立
て
（「
三
段
目
迄
」）
に
、
付
け
物
と

し
て
上
演
し
た
、【
26
】
№
25
『
け
い
せ
い
恋
飛
脚
』
下
の
巻
「
新
口
村
」
を
遺
し
た
。

播
磨
大
掾
の
活
動
に
は
（
初
代
巴
太
夫
と
は
反
対
に
）、
豊
竹
座
初
演
曲
を
竹
本
座
の
曲
風
に

改
め
る
こ
と
（『
紙
子
仕
立
両
面
鑑
』「
大
文
字
屋
」、『
染
模
様
妹
背
門
松
』「
質
見
世
」）
が
あ
り
、

【
26
】
は
こ
の
路
線
の
上
に
あ
る
。

　

江
戸
へ
下
っ
た
太
夫
ら
は
、
旅
へ
出
た
先
で
の
不
評
は
芸
能
者
と
し
て
の
不
名
誉
と
な

る
こ
と
か
ら
、
好
評
を
得
る
こ
と
を
願
っ
て
、
自
身
が
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
曲
を
選
ん

だ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
巴
太
夫
や
播
磨
大
掾
の
例
か
ら
は
、「
大
字
遊
下
本
」

の
選
曲
に
は
、
前
表
紙
の
配
役
に
載
る
個
々
人
、
特
に
太
夫
の
意
向
が
よ
く
反
映
さ
れ
て

い
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。

五
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
と
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切
「
勘
助
住
家
」

　

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
初
演
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切
「
勘
助
住
家
」
も
、
初
演

本
文
に
よ
ら
ず
、
改
訂
本
文
で
伝
承
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。
筆
者
架
蔵
の
『
本
朝
廿
四
孝
』

通
し
本
は
四
代
豊
沢
広
助
の
旧
蔵
で
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月
・
大
坂
い
な
り
境

内
芝
居
『
本
朝
二
十
四
孝
』
興
行
（
当
時
の
文
楽
の
芝
居
）
時
の
朱
譜
の
記
録
が
あ
り
、
こ

れ
が
現
行
本
文
の
最
古
の
例
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
たＪ
。
今
回
、
同
曲
の
「
大
字
遊
下

本
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
改
訂
者
は
三
代
竹
本
綱
太
夫
で
あ
り
、
改
訂
時
期
は
江
戸
結
城

座
の
上
演
時
（
文
政
七
年
〜
文
政
八
年
三
月
）
以
前
で
あ
ろ
う
こ
と
、
が
判
っ
た
。

　

（53）
頁
以
下
の
「
表
2　
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切
「
勘
助
住
家
」
対
校
表
」
に
、
通

し
本
（
初
演
本
文
）
と
「
大
字
遊
下
本
」（
改
訂
本
文
）
を
あ
わ
せ
て
翻
刻
し
た
の
で
、
適
宜
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参
照
さ
れ
た
い
。
改
訂
作
業
は
三
十
一
の
段
落
の
内
、
二
十
五
段
落
で
行
わ
れ
て
い
る
（
改

訂
の
無
い
段
落
は
六
段
落
に
留
ま
る
）。
改
訂
作
業
は
ほ
ぼ
全
体
に
及
ん
で
、
二
百
十
六
箇
所

を
数
え
る
。
大
半
は
間
投
詞
や
接
尾
語
を
追
加
し
た
も
の
で
、
登
場
人
物
の
発
話
を
よ
り

口
語
化
さ
せ
る
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
大
字
遊
下
本
」
と
、
現
行
本
文
の
一
致
す
る
箇
所
を
、
番
号
で
示
す
。

段
落
№　
　

箇
所
番
号

02　
　
　
　

*05
、*08
、*11

、*19

、*20

、*28

03　
　
　
　

*01

、*08
、*09

、*20

、*22

、*25

、*26

05　
　
　
　

*04

06　
　
　
　

*01

07　
　
　
　

*02

、*03

、*04

、*09
、*12

、*15

、*22

、*25

、*31

08　
　
　
　

*01

│*05

09　
　
　
　

*02

、*04

13　
　
　
　

*04

、*05

、*10

17　
　
　
　

*01

20　
　
　
　

*01

、*03

、*04

21　
　
　
　

*01

、*04

、*06

│*10

22　
　
　
　

*01

│*02

23　
　
　
　

*03

│*05

、*07

、*09

、*12

、*14

│*15

24　
　
　
　

*02

│*04

、*06

│
08

25　
　
　
　

*01

、*04

│*06

26　
　
　
　

*01

、*03

│*06

、*08

27　
　
　
　

*01

、*05

│*07

、*09

│*14

28　
　
　
　

*01

31　
　
　
　

*01

│*02

、*04

│*06

、*08

│*10

　

現
行
本
文
に
は
こ
の
他
に
「
大
字
遊
下
本
」
と
通
し
本
を
並
存
さ
せ
る
な
ど
（
段
落
№
20

の*01

や
、
段
落
№
23
の*15

）、
再
び
通
し
本
を
採
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、「
大
字
遊
下
本
」

は
祖
型
で
あ
っ
て
、
以
後
の
段
階
で
こ
ん
に
ち
の
姿
に
定
着
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
。

　

段
落
№
23
の
、
破
線
で
前
後
を
区
切
っ
た
箇
所
は
、
老
母
と
勘
助
の
切
迫
し
た
応
酬
の

件
で
あ
る
が
、「
大
字
遊
下
本
」
は
通
し
本
の
前
後
を
入
れ
替
え
て
組
み
立
て
て
い
る
。

現
行
本
文
は
さ
ら
に
前
後
を
組
み
替
え
る
の
で
、
通
し
本
と
も
「
大
字
遊
下
本
」
と
も
異

な
る
文
章
と
み
え
る
が
、「
コ
リ
ヤ
（
恩
を
し
ら
ね
ば
）」「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
母
者
人
（
よ
ふ
思

ふ
て
も
）」「
イ
ヤ
〳
〵
モ
ウ
〳
〵
〳
〵
（
此
主
従
）」「
カ
又
（
た
と
へ
）」
の
間
投
詞
や
接
続

詞
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
大
字
遊
下
本
」
の
改
訂
本
文
を
再
編
集
し
て
現
行

本
文
が
成
立
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

三
代
綱
太
夫
の
事
歴
は
、
本
誌
前
号
掲
載
の
拙
稿
「『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
考
│
│
三

代
竹
本
綱
太
夫
の
添
削
活
動
に
つ
い
て
│
│Ｋ
」
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
こ
れ
に

譲
る
。
同
人
は
京
都
の
ひ
と
で
、
前
職
に
因
ん
で
「
飴
屋
」
と
通
称
さ
れ
た
。
初
名
二
代

浜
太
夫
、
次
い
で
三
代
紋
太
夫
。
師
・
二
代
綱
太
夫
が
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
八
月
十
六

日
に
死
去
し
た
あ
と
、
名
跡
を
相
続
し
て
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
十
一
月
・
京
都
寺
町
道

場
芝
居
興
行
で
、
三
代
綱
太
夫
と
改
名
し
た
も
の
。
死
去
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
保
三

年
初
め
の
出
演
記
録
を
最
後
と
し
て
、
引
退
後
に
は
「
竹
本
三
綱
翁
」
を
名
乗
っ
た
。
文

化
九
年
、
文
政
元
年
に
断
続
的
に
就
任
し
た
例
も
あ
る
が
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
四
月
・

大
坂
い
な
り
境
内
芝
居
（
当
時
の
「
文
楽
の
芝
居
」）
興
行
以
降
に
は
継
続
し
て
紋
下
と
な
っ

た
。
文
政
・
天
保
期
の
上
方
劇
壇
の
、
主
要
な
太
夫
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
ま
た
綱
太
夫
の

代
々
と
し
て
は
初
め
て
紋
下
に
上
り
詰
め
た
ひ
と
で
、
同
人
の
紋
を
「
綱
太
夫
」
の
名
跡

と
と
も
に
現
代
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
後
代
に
至
る
ま
で
影
響
を
残
し
た
偉
人
で
あ
る
。

　

三
代
綱
太
夫
は
江
戸
へ
下
っ
て
、
文
政
七
年
（
一
八
二
五
）
は
大
薩
摩
座
、
文
政
八
年
（
一

八
二
六
）
は
結
城
座
、
に
出
演
し
た
。
同
人
が
「
大
字
遊
下
本
」
と
し
て
残
し
た
の
は
、

次
の
四
曲
で
あ
る
。

【
25
】
№
40
『
関
取
千
両
幟
』
二
段
目

【
27
】
№
47
『
田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
』
四
段
目
切
「
平
治
住
家
」

【
28
】
№
67
『
日
吉
丸
稚
桜
』
三
段
目
切

【
29
】
№
69
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切

　
【
25
】
№
40
は
三
代
綱
太
夫
自
身
に
よ
る
添
削
で
あ
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
初
演

『
関
取
千
両
幟
』
二
段
目
「
岩
川
内
」
を
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
・
京
四
条
道

場
芝
居
興
行
で
、『
関
取
千
両
幟
』「
猪
名
川
内
」
と
改
題
再
演
し
た
も
の
。

　
【
28
】
№
48
は
二
代
綱
太
夫
の
添
削
で
あ
る
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
初
演
『
田
村
麿
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鈴
鹿
合
戦
』
四
段
目
切
「
平
治
住
家
」
を
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
九
月
・
大
坂
北
堀

江
市
之
側
東
側
芝
居
『
勢
州
阿
漕
浦
』「
平
治
住
家
」
と
改
題
し
た
も
の
。

　
「
平
治
住
家
」「
猪
名
川
内
」
の
二
曲
は
師
弟
が
得
意
と
す
る
添
削
作
品
を
、
弟
子
で
あ

る
三
代
綱
太
夫
が
江
戸
で
披
露
し
て
「
大
字
遊
下
本
」
に
遺
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
師
・
初
代
麓
太
夫
（『
義
経
千
本
桜
』「
甕
鮓
屋
」）
と
弟
子
・
初
代
巴
太
夫
（『
奥
州
安
達
原
』

「
袖
萩
祭
文
」）
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
理
解
で
き
る
の
は
、
既
成
曲

を
添
削
し
て
再
演
す
る
と
い
う
活
動
は
寛
政
期
以
降
の
太
夫
た
ち
に
共
通
し
て
行
わ
れ
た

点
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

ま
た
三
代
綱
太
夫
は
「
猪
名
川
内
」
の
他
に
も
、『
時
雨
の
炬
燵
』（
原
題
『
置
土
産
今
織

上
布
』）「
紙
屋
」、『
増
補
艶
容
女
舞
衣
』（
原
題
『
艶
容
女
舞
衣
』）「
酒
屋
」、『
薫
樹
累
物
語
』

（
原
題
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』）「
土
橋
」
を
添
削
・
再
演
し
た
こ
と
は
、
前
掲
拙
稿
「『
時
雨

の
炬
燵
』
成
立
考
」
に
既
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
代
綱
太
夫
が
『
本
朝
廿
四
孝
』

「
勘
助
住
家
」
を
添
削
・
再
演
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
得
る
こ
と
と
理
解
で

き
る
。

　

三
代
綱
太
夫
の
添
削
と
す
る
と
、
さ
ら
に
納
得
の
い
く
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
ん
に

ち
に
至
る
ま
で
な
ぜ
彼
の
添
削
と
気
付
か
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
答
え
ら
れ

る
か
ら
、
で
あ
る
。

　

拙
稿
「『
時
雨
の
炬
燵
』
成
立
考
」
併
載
の
、「
三
代
竹
本
綱
太
夫
出
演
年
譜
（
稿
）」

で
は
、
番
付
に
基
づ
い
て
三
代
綱
太
夫
の
出
演
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

【
29
】
№
68
、【
30
】
№
70
の
二
段
は
（『
関
取
千
両
幟
』『
勢
州
阿
漕
浦
』
の
場
合
と
異
な
っ
て
）、

江
戸
で
手
が
け
る
以
前
の
時
期
に
、
三
代
綱
太
夫
に
よ
る
上
演
記
録
を
確
認
で
き
な
い
。

前
節
に
指
摘
す
る
よ
う
に
「
大
字
遊
下
本
」
は
「
好
評
を
得
る
こ
と
を
願
っ
て
、
自
身
が

も
っ
と
も
得
意
と
す
る
曲
を
選
ん
だ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
で
初
め
て
披
く
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
活
動
の
本
拠
地
で
成
功
し
た
体
験
済
み
の
曲
を
選
ん
だ
は
ず
だ
、
と
推
考
す
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
三
代
綱
太
夫
の
本
拠
地
で
、
彼
は
京
都
を
活
動
の
拠
点
と
し

て
い
た
。
京
都
の
番
付
は
、
大
坂
に
比
べ
て
残
存
状
況
が
悪
く
、
こ
の
た
め
そ
の
活
動
の

総
体
を
捉
え
難
い
。
た
と
え
ば
彼
が
三
代
綱
太
夫
と
改
名
し
た
最
初
の
興
行
の
番
付
は
、

近
年
よ
う
や
く
新
出
し
た
も
の
だ
っ
たＬ
。
ま
た
前
名
・
三
代
紋
太
夫
を
名
乗
っ
た
時
期
に
、

京
都
で
『
時
雨
の
炬
燵
』
を
刊
行
さ
せ
た
の
だ
が
、
そ
の
番
付
は
い
ま
な
お
見
付
か
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
、
三
代
綱
太
夫
は
『
本
朝
廿
四
孝
』「
勘
助
住
家
」
を
京

都
の
興
行
で
手
掛
け
て
い
て
、
添
削
は
そ
の
際
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
、
と
推
考
す
る
の

で
あ
る
。

　

以
下
に
は
、
三
代
綱
太
夫
に
よ
る
「
勘
助
住
家
」
添
削
本
文
が
、
こ
ん
に
ち
の
伝
承
系

統
へ
と
定
着
す
る
過
程
に
関
し
て
、
要
点
を
掲
げ
る
。

　

第
一
に
、「
大
字
遊
下
本
」
に
三
代
綱
太
夫
と
並
ん
で
署
名
す
る
「
豊
沢
扇
左
衛
門
」
は
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
正
月
・
大
坂
い
な
り
社
内
興
行
の
番
付
で
「
仙
左
衛
門
事
豊
沢

広
助
」
と
し
て
、
二
代
広
助
と
改
名
す
る
。
同
人
の
出
演
記
録
は
、
文
政
十
年
ま
で
。
以

後
は
京
都
へ
住
ん
で
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
三
代
広
助
へ
名
前
を
譲
っ
て
、「
広
々

翁
」
と
名
乗
っ
た
ひ
と
。
生
没
年
未
詳
。

　

第
二
に
、
三
代
綱
太
夫
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
、
三
月
名
古
屋
、
四
月
伊
勢
、

で
「
勘
助
住
家
」
を
語
る
（
三
味
線
未
詳
。
四
代
鶴
沢
寛
治
は
両
方
と
も
同
座
）。

　

第
三
に
、
四
代
竹
本
綱
太
夫
（
当
時
む
ら
太
夫
）
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
十
月
・
大

坂
い
な
り
境
内
芝
居
『
本
朝
廿
四
孝
』
興
行
で
「
勘
助
住
家
」
を
語
る
（
三
味
線
竹
沢
兵
吉
。

同
人
は
初
代
豊
沢
広
助
の
門
弟
）。

　

第
四
に
、
前
述
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月
・
大
坂
い
な
り
境
内
芝
居
『
本
朝
二

十
四
孝
』
興
行
で
、「
勘
助
住
家
」
を
勤
め
る
の
は
四
代
住
太
夫
・
四
代
鶴
沢
寛
治
で
あ
る
。

四
代
住
太
夫
は
【
30
】
№
70
の
三
段
目
口
・
三
段
目
中
に
み
え
る
「
竹
本
此
太
夫
」
そ
の

ひ
と
で
あ
る
。
ま
た
当
該
興
行
で
四
段
目
切
「
十
種
香
」
は
、
四
代
綱
太
夫
（
当
時
む
ら

太
夫
）・
三
代
広
助
（
当
時
仙
左
衛
門
）
が
勤
め
た
。

　

以
上
の
四
点
か
ら
、
三
代
綱
太
夫
と
そ
の
門
弟
で
あ
る
四
代
綱
太
夫
と
、
こ
れ
と
と
も

に
演
奏
し
た
か
も
し
く
は
そ
の
演
奏
を
実
際
に
聴
き
得
た
太
夫
（
四
代
住
太
夫
）
や
三
味
線

弾
き
た
ち
（
四
代
寛
治
、
三
代
広
助
）
に
よ
っ
て
、
大
坂
い
な
り
境
内
芝
居
（
当
時
の
「
文
楽

の
芝
居
」。
こ
ん
に
ち
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
繫
が
る
本
流
の
劇
場
）
に
お
い
て
、
三
代
綱
太
夫
に

よ
る
添
削
本
文
で
の
再
演
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
が
、
以
後
の
伝
承
を
決
定
付
け
た
の
だ
と

筆
者
は
考
え
る
。

　

ま
た
天
保
五
年
七
月
興
行
の
三
味
線
譜
（
い
わ
ゆ
る
朱
）
を
遺
し
た
、
四
代
広
助
（
当
時

猿
之
助
）
は
同
年
八
月
同
所
の
次
回
興
行
で
番
付
に
名
前
が
初
め
て
載
る
が
、
実
際
に
は

既
に
入
門
し
て
い
て
、
修
行
中
の
身
と
し
て
朱
を
採
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
代
広
助
は
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三
代
広
助
の
門
弟
で
あ
る
の
で
、「
大
字
遊
下
本
」
の
「
豊
沢
扇
左
衛
門
」
の
二
代
広
助

か
ら
み
て
孫
弟
子
に
当
た
る
。
豊
沢
広
助
と
い
う
、
豊
沢
系
の
大
名
跡
の
師
弟
関
係
に
お

い
て
、
三
代
綱
太
夫
に
よ
る
「
勘
助
住
家
」
添
削
本
文
の
音
楽
が
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
大
字
遊
下
本
」
の
出
現
に
よ
っ
て
「
勘
助
住
家
」
上
演
史
上
に
確
定
し
た
諸
点
中
で

最
も
重
大
な
一
事
は
、
対
校
表
段
落
№
29
│
30
の
省
略
が
、
三
代
綱
太
夫
に
初
発
し
た
と

い
う
事
実
の
判
明
し
た
点
に
あ
る
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
が
当
該
箇
所
を
省
略
す
る
の
は
あ

く
ま
で
伝
承
に
従
う
も
の
で
、
伝
統
演
劇
の
姿
勢
と
し
て
は
こ
れ
が
正
し
い
、
と
筆
者
は

考
え
る
。
内
山
美
樹
子
氏
「
文
楽
の
こ
と
ば
の
現
在Ｍ
」
は
、
当
該
箇
所
の
「
欠
落
の
修
復
」

を
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
に
ち
の
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え

修
復
を
行
う
と
し
て
も
伝
来
の
姿
を
保
存
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
伝

承
を
伴
わ
な
い
初
演
本
文
の
挿
入
は
こ
の
場
合
「
修
復
」
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

は
な
は
だ
し
く
近
現
代
語
読
み
が
混
入
し
て
い
る
文
楽
で
は
あ
る
が
、「
勘
助
住
家
」

現
行
本
文
に
み
る
よ
う
に
、
近
世
以
来
の
伝
統
を
堅
持
す
る
部
分
が
（
無
意
識
に
も
せ
よ
）、

ま
だ
あ
る
。
貴
重
な
伝
承
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
現
行
本
文
の
成
り
立
ち
を
検

討
し
直
す
こ
と
を
先
決
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。「
大
字
遊
下
本
」
は
、
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
・
義
太
夫
節
の
、
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
辿
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
大
い
に
有
効
な

資
料
群
で
あ
る
の
だ
、
と
つ
よ
く
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、
本
稿
で
は
、「
大
字
遊
下
本
」
に
関
し
て
、
一
節
・
二
節
に
は
板
元
の
問
題
（
西

村
幸
助
、
伊
勢
屋
喜
助
）、
三
節
で
は
前
表
紙
の
配
役
情
報
が
上
演
記
録
と
し
て
活
用
で
き

る
こ
と
、
四
節
で
は
そ
の
本
文
は
前
表
紙
の
配
役
の
太
夫
た
ち
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
、
五
節
で
は
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切
「
勘
助
住
家
」
の
現
行
本
文

は
三
代
綱
太
夫
の
添
削
本
文
を
伝
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、「
大
字
遊
下
本
」
の
所
在
地
域
が
基
本
的
に
東
日
本
に
限
ら
れ
る
こ
と
の
意

味
を
考
え
た
い
。
所
蔵
機
関
の
所
在
地
別
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
所
在
都
道
府
県
〕
所
蔵
機
関
名
（
所
蔵
点
数
）

〔
青
森
〕
青
森
市
淡
谷
文
庫
（
1
）、
弘
前
市
立
図
書
館
（
2
）

〔
宮
城
〕
宮
城
県
図
書
館
（
1
）

〔
山
形
〕
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
（
1
）、
山
形
県
立
博
物
館
教
育
資
料
館
（
2
）

〔
福
島
〕
奥
会
津
南
郷
民
俗
館
（
2
）、
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
（
23
）、
福
島
県
立

図
書
館
（
2
）、
福
島
県
歴
史
資
料
館
（
1
）

〔
栃
木
〕
葛
生
伝
承
館
（
4
）、
栃
木
県
立
文
書
館
（
1
）

〔
群
馬
〕
赤
城
村
（
39
）、
太
田
市
立
中
央
図
書
館
（
1
）、
群
馬
県
立
文
書
館
（
16
）、

中
之
条
町
（
5
）

〔
茨
城
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
（
8
）、
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
1
）

〔
千
葉
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
（
12
）

〔
埼
玉
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
（
19
）

〔
東
京
〕
国
立
音
楽
大
学
図
書
館
（
15
）、
国
立
劇
場
（
1
）、
羽
村
市
郷
土
博
物
館
（
1
）、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（
31
）、
神
津
（
60
）、
鈴
木
俊
幸
（
4
）

〔
新
潟
〕
鳥
越
文
庫
（
1
）

〔
長
野
〕
飯
田
市
美
術
博
物
館
（
1
）、
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
（
1
）、
上
田
市
立
図

書
館
（
1
）、
小
諸
市
立
小
諸
図
書
館
（
5
）、
真
田
宝
物
館
（
3
）、
南
相
木
村
公
民
館

（
6
）

〔
静
岡
〕
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術
館
（
1
）、
沼
津
市
明
治
史
料
館
（
5
）

〔
愛
知
〕
名
古
屋
市
博
物
館
（
1
）

〔
岐
阜
〕
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
2
）

〔
滋
賀
〕
人
形
劇
の
図
書
館
（
1
）

〔
大
阪
〕
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
（
2
）、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
（
1
）、
豊
竹
呂

勢
太
夫
（
128
）、
西
村
公
一
（
9
）

〔
徳
島
〕
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
1
）

〔
香
川
〕
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
近
石
泰
秋
資
料
（
5
）

〔
海
外
〕
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
（
1
）

　

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
は
三
代
鶴
沢
清
六
、
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
は
二
代
鶴
沢
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清
八
に
よ
る
収
集
文
書
で
あ
る
。
滋
賀
・
大
阪
・
徳
島
・
香
川
の
そ
の
他
の
所
蔵
機
関
・

所
蔵
者
も
収
集
家
（
研
究
者
・
蔵
書
家
）
に
よ
っ
て
当
地
に
移
さ
れ
た
も
の
で
伝
来
の
地
域

を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
除
い
て
み
る
な
ら
ば
、
本
州
の
東
側
（
中
部
・
東
海
地

方
）
に
分
布
す
る
こ
と
が
御
理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
に
日
本
全
国
に
流
布
す
る
大
坂
板
五
行
本
の
存
在
を
想
定
し
て
み
る
と
、「
大
字

遊
下
本
」
の
伝
播
し
た
範
囲
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
浄
瑠
璃
本
の
所
在

調
査
を
進
め
る
筆
者
の
印
象
で
あ
る
。大
坂
板
五
行
本
の
伝
播
し
た
範
囲
と
、江
戸
板
「
大

字
遊
下
本
」
の
伝
播
し
た
範
囲
と
い
う
も
の
が
示
す
の
は
、
大
坂
の
板
元
と
江
戸
の
板
元

の
そ
れ
ぞ
れ
の
商
業
圏
の
違
い
な
の
だ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
る
。「
大
字
遊
下
本
」
の
伝

播
し
た
範
囲
と
は
、
お
そ
ら
く
は
日
本
史
学
に
い
う
「
江
戸
地
廻
り
経
済
圏
」
に
重
な
る

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

　

本
屋
仲
間
の
取
締
に
よ
っ
て
厳
し
く
出
板
権
（
板
株
）
が
守
ら
れ
て
い
た
江
戸
時
代
に

お
い
て
、
浄
瑠
璃
本
（
抜
き
本
）
だ
け
が
同
時
並
行
で
、
大
坂
・
江
戸
・
京
都
（
時
期
に
よ
っ

て
は
名
古
屋
や
仙
台
・
和
歌
山
も
加
わ
る
）
の
異
な
る
板
元
か
ら
刊
行
さ
れ
続
け
た
、
特
異
な

存
在
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
時
期
も
江
戸
時
代
に
留
ま
ら
ず
、
十
八
世
紀
後
期
か
ら
二
十
世

紀
の
近
代
・
昭
和
初
め
ま
で
長
く
継
続
し
た
。
江
戸
時
代
の
他
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
出
板

物
を
例
に
し
て
は
、
通
常
一
店
か
ら
し
か
刊
行
さ
れ
な
い
の
で
都
市
間
の
競
合
範
囲
を
み

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
各
ジ
ャ
ン
ル
の
消
長
も
あ
っ
て
、
定
量
的
に
観
測
す
る
と
い

う
こ
と
も
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

浄
瑠
璃
本
（
抜
き
本
）
の
特
異
な
性
格
│
│
大
坂
・
江
戸
・
京
都
か
ら
同
時
並
行
で
刊
行

さ
れ
続
け
た
│
│
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
日
本
各
地
で
の
残
存
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

出
来
た
な
ら
ば
、
各
都
市
の
出
板
・
書
物
業
に
お
け
る
商
業
圏
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
、
と
見
通
し
を
持
つ
。
近
年
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
書
物

の
流
通
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
浄
瑠
璃
本
（
抜
き
本
）
を
そ
の
具
体
例
と
す

る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
点
も
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、「
大
字
遊
下
本
」
を
例
と
し
て
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
翻
刻
掲
載
を
許
さ
れ
ま
し
た
人
形
劇
の
図
書
館
・

潟
見
英
明
氏
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
所
蔵
機
関
・
所
蔵

者
の
皆
様
、
貴
重
な
資
料
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
竹
本
土
佐
子
氏
へ
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
本
研
究
はJSPS

科
研
費 

JP16H
07120

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

註（1
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
第
四
部
作
品
研
究
第
一
章
「『
奥

州
安
達
原
』
第
三
ノ
切
「
袖
萩
祭
文
の
段
」」
参
照
。
初
出
は
、「『
奥
州
安
達
原
』
第
三
ノ
切
「
袖

萩
祭
文
の
段
」
現
行
本
文
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」（『
演
劇
映
像
』
第
四
十
四
号
、
早
稲
田
大
学

演
劇
映
像
学
会
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）。

（
2
）　

拙
稿
「『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
「
甕
鮓
屋
」（
三
本
対
照
）」（『
上
方
文
化
講
座　

義
経
千

本
桜
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
所
収
）
参
照
。

（
3
）　

抜
き
本
の
歴
史
の
中
で
は
、
床
本
と
の
近
似
を
標
榜
す
る
例
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。「
大

字
遊
下
本
」
も
そ
の
よ
う
な
中

「
か
き
ほ
ん
」
書
写
本
床
本
の
場
合
は
、
共
紙
の
後
ろ
表
紙
を
備
え
る
。
の
が

（
4
）　

板
本
は
、
板
元
・
版
元
の
こ
と
。

（
5
）　

日
本
書
誌
学
大
系
76
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
。

（
6
）　
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
「
人
形
浄
瑠
璃
」（
芸
能
史
研
究
会
編
、
三
一
書
房
、
一

九
七
五
年
）
に
、
同
書
の
翻
刻
が
あ
る
。

（
7
）　

註（
6
）前
掲
書
一
一
八
頁
上
階
参
照
。

（
8
）　

鈴
木
俊
幸
氏
は
、
①
「
江
戸
板
義
太
夫
抜
本
訴
訟
始
末
（
上
）」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
八
十
三
号
、
一
九
九
九
年
所
収
）、
②
「
江
戸
板
義
太
夫
抜
本
訴
訟
始
末
（
付
編
）
│
│
翻
刻
・

九
大
本
『
義
太
夫
浄
瑠
璃
本
訴
訟
』
│
│
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
八
十
九
号
、
二
〇
〇

二
年
所
収
）
の
二
編
を
発
表
さ
れ
た
。
②
に
、
九
州
大
学
法
学
部
所
蔵
『
義
太
夫
浄
瑠
璃
本
訴
訟
』

を
翻
刻
紹
介
さ
れ
、
①
に
、
同
訴
訟
に
関
す
る
考
証
を
記
し
て
お
ら
れ
る
。「
付
編
」
で
は
、『
義

太
夫
本
公
訴
一
件
』『
義
太
夫
浄
瑠
璃
本
訴
訟
』
の
二
冊
は
、
訴
訟
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
板

元
・
三
河
屋
喜
兵
衛
の
手
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
こ
と
、
三
河
屋
の
後
継
・
富
士
屋
儀
兵
衛
の
手
に

残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
　
　

鈴
木
氏
①
で
は
、
訴
訟
当
事
者
と
な
っ
た
江
戸
の
板
元
ら
を
個
別
に
取
り
上
げ
て
、
西
村
幸
助

に
つ
い
て
は
、『
江
戸
買
物
独
案
内
』
な
ど
を
引
い
て
「
薬
種
屋
を
兼
ね
た
商
人
で
あ
っ
た
」
と

指
摘
さ
れ
た
。
他
に
、
文
政
二
年
に
伊
勢
屋
治
助
か
ら
板
株
を
購
入
し
た
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
る
。

（
9
）　

註（
6
）前
掲
書
八
七
・
八
八
頁
参
照
。

（
10
）　

引
用
は
、
井
野
辺
潔
氏
・
黒
井
乙
也
氏
校
註
『
染
太
夫
一
代
記
』（
青
蛙
房
、
一
九
七
三
年
）

の
翻
刻
よ
り
。
同
書
、
三
四
頁
参
照
。

（
11
）　

註（
6
）前
掲
書
八
二
頁
下
階
参
照
。

（
12
）　

註（
5
）前
掲
書
七
九
頁
下
階
参
照
。



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（13）218

（
13
）　

註（
6
）前
掲
書
一
一
八
頁
上
階
参
照
。

（
14
）　

註（
6
）前
掲
書
八
三
頁
上
階
参
照
。

（
15
）　

註（
6
）前
掲
書
八
八
頁
上
階
参
照
。

（
16
）　

註（
6
）前
掲
書
八
八
頁
上
階
参
照
。

（
17
）　

註（
1
）拙
著
参
照
。

（
18
）　

註（
2
）拙
稿
参
照
。

（
19
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
第
四
部
作
品
研
究
第
二
章
「『
本

朝
廿
四
孝
』
第
三
ノ
切
「
勘
助
住
家
の
段
」」
参
照
。
初
出
は
、「『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本

朝
廿
四
孝
』
第
三
に
つ
い
て
│
│
景
勝
を
中
心
と
す
る
作
品
解
釈
と
、
現
行
本
文
成
立
時
期
に
関

す
る
研
究
│
│
」（『
歌
舞
伎
』
第
二
十
八
号
、
歌
舞
伎
学
会
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）。

（
20
）　

本
誌
第
九
号
、
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
所
収
。

（
21
）　

安
田
文
吉
氏
が
研
究
代
表
者
の
、
基
盤
研
究
（
B
）「
江
戸
時
代
伊
勢
商
人
の
文
芸
活
動
の
研

究
│
石
水
博
物
館
（
津
市
）
所
蔵
文
献
資
料
を
手
が
か
り
に
│
」（
研
究
課
題
番
号21320052

。

採
択
期
間
二
〇
〇
九
│
二
〇
一
二
年
度
）
の
、
研
究
成
果
報
告
書
『
江
戸
時
代
伊
勢
商
人
の
文
芸

活
動
の
研
究
│
石
水
博
物
館
（
津
市
）
所
蔵
文
献
資
料
を
手
が
か
り
に
│
』（
安
田
文
吉
、
二
〇

一
三
年
）
所
収
の
、
安
田
徳
子
氏
・
安
田
文
吉
氏
・
早
川
由
美
師
氏
「
石
水
博
物
館
蔵
歌
舞
伎
浄

瑠
璃
番
付
目
録
」
九
八
頁
右
に
「
文
化
03
・
11
・
20　

四
条
道
場
（
寺
町
）　

竹
本
政
太
夫
（
太
夫
）　

花
上
野
誉
の
石
碑
・
男
作
五
鴈
金
・
国
性
爺
合
戦
・
増
補
時
頼
記
・
大
切
景
事
花
扇
邯
鄲
枕　

浄　

役　

番
付021-41

」
と
紹
介
さ
れ
た
も
の
。

（
22
）　
『
文
学
』
二
〇
一
一
年
三
・
四
月
号
「
特
集
＝
人
形
浄
瑠
璃
・
文
楽
の
こ
と
ば
へ
」
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
年
所
収
。

別
表
A
　「
大
字
遊
下
本
」
配
役
情
報
　
年
代
順
索
引

一 

、
表
1
「「
大
字
遊
下
本
」
諸
本
リ
ス
ト
」
に
掲
出
の
配
役
情
報
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
、
興

行
ご
と
に
ま
と
め
、
上
演
年
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
索
引
の
便
を
考
え
、
各
自
の

頭
に
【　
】
内
に
、
通
し
の
番
号
を
与
え
た
。

一 

、「
既
刊
年
表
」
項
で
は
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
の
記
載
の
有
無
を
示
し
た
。
記
載
の

あ
る
場
合
は
同
書
の
写
真
番
号
、
記
載
の
無
い
場
合
は
﹇
記
載
な
し
﹈
と
記
し
た
。

一 

、「
年
代
」
項
で
は
、
興
行
の
初
日
の
和
暦
年
（
西
暦
）
月
日
お
よ
び
劇
場
を
記
し
た
。

一 

、「
演
目
」
項
で
は
、
当
該
興
行
の
通
し
（
立
て
・
建
て
）
の
演
目
と
、
付
け
物
の
演
目
と

を
記
し
た
。

一 

、「
配
役
」
項
で
は
、
表
1
「「
大
字
遊
下
本
」
諸
本
リ
ス
ト
」
と
参
照
し
易
い
よ
う
に
、
表

Ⅰ
の
作
品
番
号
と
本
外
題
を
添
え
て
、「
大
字
遊
下
本
」
前
表
紙
の
配
役
を
記
し
た
。

一 

、「
備
考
」
項
で
は
、
右
の
「
配
役
」
を
前
述
の
「
年
代
」
と
判
断
あ
る
い
は
推
定
し
た
理

由
を
記
し
た
。

【
01
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1034

〔
年
代
〕
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
八
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
本
朝
廿
四
孝
』、
付
け
物
『
寿
連
理
の
松
』

〔
配
役
〕
№
57
『
寿
連
理
の
松
』「
湊
町
」
豊
竹
時
太
夫
・
鶴
沢
蟻
鳳
勝
遊

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。
た
だ
し
奥
付
の
年
記
に
拠
っ

て
、
文
政
四
年
三
月
以
降
に
後
摺
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
（
鶴
沢
蟻
鳳
は
文
政
三
年
以
降
に

大
坂
へ
上
る
の
で
、
再
演
は
な
し
）。

【
02
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇
補
訂
53

〔
年
代
〕
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
春　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
奥
州
安
達
原
』、
付
け
物
『
往
古
曾
根
崎
村
噂
』

〔
配
役
〕
№
09
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。
な
お
番
付
に
は
、
巴
太
夫
の

役
場
に
「
御
目
見
得
出
語
リ
」
と
記
し
、
右
肩
に
「
下
リ
」
と
注
記
す
る
。「
御
目
見
得
」「
下

リ
」
の
注
記
は
、
遠
隔
地
か
ら
の
客
演
で
到
着
し
て
最
初
の
興
行
に
謳
う
の
が
原
則
な
の
で
、

当
該
興
行
は
巴
太
夫
が
江
戸
へ
下
っ
た
最
初
の
興
行
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
義
太
夫

年
表　

近
世
篇
』
は
「
文
政
四
年
前
半
」
と
推
定
し
た
が
、
次
項
【
03
】
に
よ
っ
て
文
政
四
年



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（14）217

三
月
に
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
へ
出
演
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
当
該
興
行
は
そ
の
以
前
、

と
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
巴
太
夫
は
前
年
十
一
月
二
十
一
日
初
日
大
坂
御
霊
社
内
興
行
に

出
演
し
て
い
る
の
で
（
十
二
月
中
に
打
ち
上
げ
た
と
考
え
て
）、
江
戸
で
の
出
演
は
、
文
政
四

年
春
（
正
月
以
降
三
月
以
前
）
と
推
定
す
る
。

【
03
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
三
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』

〔
配
役
〕
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
二
段
目
切
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
三
段
目
切

「
か
け
合
」〈
妹
山
〉
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
・
鶴
沢
仲
助
／
〈
背
山
〉
竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎
・
鶴
沢
仲
助
、
四
段
目
「
道
行
」
竹
本
春
太
夫
・
竹
本
岡
太
夫
・
竹
本
生
駒
太
夫
・

大
西
東
蔵
・
鶴
沢
徳
次
郎
、
同
中
「
使
者
」
竹
本
錦
太
夫
・
鶴
沢
東
十
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
段
目
中
」（
国
立
音
楽
大
学
）

に
基
づ
く
。
奥
付
〔
西
幸
1
〕
は
、
当
該
興
行
時
の
開
板
で
あ
ろ
う
。

【
04
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
五
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
鎌
倉
三
代
記
』

〔
配
役
〕
№
19
『
鎌
倉
三
代
記
』
七
段
目
切
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
鎌
倉
三
代
記　

七
ツ
目
ノ
切
」（
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
ほ
か
）
に
基
づ
く
。

【
05
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
四
年
春
〜
文
政
五
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

〔
配
役
〕
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
〈
口
〉
竹
本
長
戸
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
／
〈
切
〉
豊

竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
芳
次
郎
、
二
段
目
〈
口
〉
竹
本
政
子
太
夫
・
鶴
沢
徳
次
郎
／
〈
切
〉
竹
本
津

賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
、
三
段
目
竹
本
岡
太
夫
・
鶴
沢
勝
吉
／
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
／

竹
本
絹
太
夫
・
鶴
沢
徳
次
郎
、
四
段
目
〈
切
〉
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
五
段
目
竹
本

此
太
夫
・
大
西
東
造
、
七
段
目
「
か
け
合
」
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
津
賀
太
夫
・
竹
本
長
戸
太
夫
・

竹
本
岡
太
夫
・
竹
本
政
子
太
夫
・
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
九
段
目
〈
切
〉
豊
竹
巴
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
十
段
目
口
竹
本
此
太
夫
・
大
西
東
造
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
初
代
豊
竹
巴
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
06
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
四
年
春
〜
文
政
五
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』

〔
配
役
〕
№
45
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
七
ツ
目
「
重
太
郎
内
」
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
初
代
豊
竹
巴
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
07
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
四
年
春
〜
文
政
五
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』

〔
配
役
〕
№
79
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
三
段
目
切
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
初
代
豊
竹
巴
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
08
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1097A

・
近
世
篇1097B

〔
年
代
〕
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
正
月
二
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
絵
本
太
功
記
』

〔
配
役
〕
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
二
ツ
目
切
「
本
能
寺
」
豊
竹
若
太
夫
・
鶴
沢
市
造
、
七
ツ
目

切
「
鷺
の
森
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
十
段
目
切
「
尼
崎
」
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝

次
郎
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
09
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
閏
正
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』、
付
け
物
『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』

〔
配
役
〕
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
四
ツ
目
「
官
次
郎
切
腹
」〈
口
〉
竹
本
長
戸
太
夫
・
鶴

沢
勝
吉
／
〈
切
〉
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
同
六
ツ
目
「
船
揚
り
」
竹
本
氏
太
夫
・
鶴
沢
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仲
助
、
同
八
ツ
目
切
「
月
本
屋
敷
」〈
切
〉
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
／
〈
奥　

か
け
合
〉

竹
本
宮
戸
太
夫
・
竹
本
津
賀
太
夫
。
№
80
『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
三
段
目
切
「
市
若
切
腹
」
豊

竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
花
襷
会
𥡴
褐
布
染　

四
冊
目
」（
神
津
）、
内
題
「
和
田

合
戦
女
舞
鶴　

三
ノ
切
」（
豊
竹
呂
勢
太
夫
）
に
基
づ
く
。

【
10
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
三
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
義
経
千
本
桜
』

〔
配
役
〕
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
二
段
目
切
竹
本
氏
太
夫
・
鶴
沢
仲
助
、
三
段
目
口
竹
本
津
賀

太
夫
・
鶴
沢
清
糸
、
三
段
目
切
豊
竹
巴
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
義
経
千
本
桜　

三
之
切
」（
神
津
）
に
基
づ
く
。

【
11
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
四
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』、
付
け
物
『
檀
浦
兜
軍
記
』

〔
配
役
〕
№
46
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
九
ツ
目
「
土
橋
」
竹
本
氏
太
夫
・
鶴
沢
仲
助
。
№
49
『
壇

浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
宮
戸
太
夫
・
竹
本
津
賀
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
勝
次
郎
・

三
曲
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
伊
達
競
阿
国
戯
場　

九
ツ
目
切　

土
橋
の
段
」（
群
馬

県
立
文
書
館
ほ
か
）、
内
題
「
琴
責
の
段
」（
神
津
）
に
基
づ
く
。
な
お
同
じ
年
記
を
も
つ
『
伊

達
競
阿
国
戯
場
』
八
ツ
目
切
に
つ
い
て
は
、
開
板
は
当
該
興
行
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
現
存

本
の
掲
げ
る
配
役
は
、
後
年
の
も
の
と
判
断
す
る
。【
43
】
参
照
。

【
12
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
七
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
国
性
爺
合
戦
』、
付
け
物
『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』

〔
配
役
〕
№
29
『
国
性
爺
合
戦
』
二
段
目
口
「
貝
づ
く
し
」
竹
本
政
子
太
夫
・
ツ
レ
竹
本
美
家

太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
徳
次
郎
、
三
段
目
切
「
紅
粉
流
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。
№
58

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』
十
一
段
目
「
滝
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
国
性
爺
合
戦　

三
段
目
ノ
切
」（
野
田
市
興
風
図
書
館
）、

内
題
「
箱
根
霊
験
躄
仇
討　

滝
の
段
」（
群
馬
県
立
文
書
館
ほ
か
）
に
基
づ
く
。

【
13
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
恋
娘
昔
八
丈
』

〔
配
役
〕
№
28
『
恋
娘
昔
八
丈
』
五
ツ
目
「
城
木
屋
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
七
ツ

目
「
鈴
の
森
」
竹
本
氏
太
夫
・
鶴
沢
仲
助
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
恋
娘
昔
八
丈　

鈴
の
森
の
段
」（
神
津
ほ
か
）
に
基
づ
く
。

【
14
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
正
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』

〔
配
役
〕
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」
竹
本
氏
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
八
ツ

目
切
「
幸
兵
衛
内
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
伊
賀
越
道
中
双
六　

沼
津
の
段
」（
神
津
）
に
基
づ
く
。

な
お
同
じ
年
記
を
も
つ
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」
に
つ
い
て
は
、
開
板
は
当
該

興
行
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
現
存
本
の
掲
げ
る
配
役
は
、
後
年
の
も
の
と
判
断
し
た
。

【
48
】
参
照
。

【
15
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
二
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
神
霊
矢
口
渡
』

〔
配
役
〕
№
39
『
神
霊
矢
口
渡
』
三
段
目
切
「
兵
庫
館
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
四

段
目
切
「
渉
場
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
神
霊
矢
口
渡　

四
之
切
」（
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操

作
伝
承
委
員
会
）
に
基
づ
く
。

【
16
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1121
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〔
年
代
〕
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
六
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』、
付
け
物
『
加
々
見
山
』

〔
配
役
〕
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
六
ツ
目
「
草
履
打
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
、
七

ツ
目
切
カ
ケ
合
竹
本
宮
戸
太
夫
・
竹
本
此
太
夫
。
三
味
線
鶴
沢
勝
次
郎
・
大
西
東
造
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
17
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
五
月
吉
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
褄
重
恨
鮫
鞘
』

〔
配
役
〕
№
53
『
裙
重
浪
花
八
文
字
』「
鱣
谷
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
恨
鮫
鞘　

鱣
谷
ノ
段
」（
豊
竹
呂
勢
太
夫
）
に
基
づ
く
。

奥
付
〔
西
幸
2
〕
は
、
当
該
興
行
時
の
開
板
で
あ
ろ
う
。

【
18
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
吉
日　

大
薩
摩
座

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
敵
討
襤
褸
錦
』

〔
配
役
〕
な
し
（
№
14
『
敵
討
襤
褸
錦
』）

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
敵
討
襤
褸
錦　

大
安
寺
の
段
」（
大
阪
音
楽
大
学
音
楽

博
物
館
）
に
基
づ
く
。
同
月
に
結
城
座
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
上
演
す
る
の
で
、
当
該
本

は
大
薩
摩
座
の
上
演
と
推
定
す
る
。

【
19
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1141

〔
年
代
〕
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
十
月
五
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』、
付
け
物
『
日
蓮
記
』

〔
配
役
〕
№
31
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
七
ツ
目
「
廓
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
大
西
東
蔵
。

〔
備
考
〕
年
月
は
番
付
に
よ
る
。
番
付
（
近
世
篇1141

）
は
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
の
太
夫

役
割
を
欠
く
が
、
当
該
興
行
に
宮
戸
太
夫
は
出
演
し
て
い
る
の
で
、
当
該
興
行
で
の
開
板
と
推

定
す
る
。
な
お
大
西
東
蔵
は
既
存
の
番
付
で
は
文
政
七
│
八
年
の
頃
に
江
戸
で
確
認
さ
れ
る
。

【
20
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1148

〔
年
代
〕
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
正
月
二
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
娘
景
清
八
島
日
記
』、
付
け
物
『
伽
羅
先
代
萩
』

〔
配
役
〕
№
73
『
伽
羅
先
代
萩
』
三
ツ
目
「
毒
茶
」
竹
本
組
太
夫
・
鶴
沢
芳
次
郎
、
六
ツ
目
「
御

殿
」
竹
本
む
ら
太
夫
・
鶴
沢
勝
造
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
21
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
本
朝
廿
四
孝
』

〔
配
役
〕
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
二
段
目
切
「
勝
頼
切
腹
」
竹
本
氏
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
三

段
目
中
豊
竹
若
太
夫
・
鶴
沢
市
造
、
四
段
目
切
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
鶴
沢
勝
次
郎
（
の
ち
の
2
代
清
七
）
は
、
文
政
四
年
前
半
か
ら
文
政
八
年
正
月
ま
で

江
戸
で
出
演
す
る
。
初
代
豊
竹
巴
太
夫
滞
在
中
は
同
人
を
弾
く
の
で
、
宮
戸
太
夫
を
弾
く
の
は

巴
太
夫
の
帰
坂
後
、
文
政
六
〜
七
年
の
頃
と
考
え
る
。

　

な
お
『
年
表
』
は
、
三
段
目
中
の
配
役
に
つ
い
て
、
奥
付
〔
西
幸
5
〕
の
年
記
に
拠
っ
て
文

政
十
年
十
月
土
佐
座
の
上
演
と
推
定
す
る
が
、「
豊
竹
若
太
夫
」
は
文
政
七
年
正
月
か
ら
大
坂

に
出
、
再
び
江
戸
へ
下
る
の
は
文
政
十
一
年
正
月
な
の
で
、『
年
表
』
の
推
定
は
成
り
立
た
な

い
。
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
、
文
政
六
年
中
の
上
演
と
推
定
す
る
。【
30
】
参
照
。

【
22
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
〜
文
政
七
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』

〔
配
役
〕
№
32
『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』
九
ツ
目
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
鶴
沢
勝
次
郎
（
の
ち
の
2
代
清
七
）
は
、
文
政
四
年
前
半
か
ら
文
政
八
年
正
月
ま
で

江
戸
で
出
演
す
る
。
初
代
豊
竹
巴
太
夫
滞
在
中
は
同
人
を
弾
く
の
で
、
宮
戸
太
夫
を
弾
く
の
は

巴
太
夫
の
帰
坂
後
、
文
政
六
〜
七
年
の
頃
と
考
え
る
。

【
23
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈
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〔
年
代
〕
文
政
六
年
〜
文
政
七
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』

〔
配
役
〕
№
38
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
下
巻
「
鍛
冶
屋
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
鶴
沢
勝
次
郎
（
の
ち
の
2
代
清
七
）
は
、
文
政
四
年
前
半
か
ら
文
政
八
年
正
月
ま
で

江
戸
で
出
演
す
る
。
初
代
豊
竹
巴
太
夫
滞
在
中
は
同
人
を
弾
く
の
で
、
宮
戸
太
夫
を
弾
く
の
は

巴
太
夫
の
帰
坂
後
、
文
政
六
〜
七
年
の
頃
と
考
え
る
。

【
24
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
〜
文
政
七
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』

〔
配
役
〕
№
65
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
六
ツ
目
「
返
り
討
」﹇
竹
﹈
本
宮
戸
太
夫
・﹇
鶴
沢
﹈
勝

次
郎
、
九
ツ
目
「
毛
谷
村
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
鶴
沢
勝
次
郎
（
の
ち
の
2
代
清
七
）
は
、
文
政
四
年
前
半
か
ら
文
政
八
年
正
月
ま
で

江
戸
で
出
演
す
る
。
初
代
豊
竹
巴
太
夫
滞
在
中
は
同
人
を
弾
く
の
で
、
宮
戸
太
夫
を
弾
く
の
は

巴
太
夫
の
帰
坂
後
、
文
政
六
〜
七
年
の
頃
と
考
え
る
。

【
25
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
六
年
〜
文
政
七
年　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』

〔
配
役
〕
№
67
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』
二
段
目
「
赦
免
状
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
大
西
東
造
、
三

段
目
切
「
俊
寛
島
物
語
」
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
鶴
沢
勝
次
郎
（
の
ち
の
2
代
清
七
）
は
、
文
政
四
年
前
半
か
ら
文
政
八
年
正
月
ま
で

江
戸
で
出
演
す
る
。
初
代
豊
竹
巴
太
夫
滞
在
中
は
同
人
を
弾
く
の
で
、
宮
戸
太
夫
を
弾
く
の
は

巴
太
夫
の
帰
坂
後
、
文
政
六
〜
七
年
の
頃
と
考
え
る
。

【
26
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1182

・
近
世
篇1183A

・
近
世
篇1183B

〔
年
代
〕
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
正
月
二
日　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
鎮
西
八
郎
誉
弓
勢
』、
付
け
物
『
関
取
千
両
幟
』『
契
情
阿
波
の
鳴
戸
』

〔
配
役
〕
№
24
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
八
ツ
目
「
順
礼
」
竹
本
筆
太
夫
・
野
沢
語
助
。
№
41
『
関

取
千
両
幟
』
二
段
目
太
夫
竹
本
綱
太
夫
・
三
弦
豊
沢
扇
左
衛
門
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
27
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1184

・
近
世
篇1185

〔
年
代
〕
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
正
月
二
十
三
日　

大
薩
摩
座

〔
演
目
〕
通
し
『
増
補
競
伊
勢
物
語
』、
付
け
物
『
一
の
谷
嫩
軍
記
』『
傾
城
恋
飛
脚
』『
二
人

静
振
袖
雛
形
』

〔
配
役
〕
№
03
『
一
谷
嫩
軍
記
』
三
段
目
切
豊
竹
筑
前
・
鶴
沢
清
糸
。
№
25
『
け
い
せ
い
恋
飛

脚
』
下
の
巻
「
新
口
村
」
太
夫
竹
本
播
磨
大
掾
・
三
弦
野
沢
重
五
郎
。
№
06
『
蝦
夷
錦
振
袖
雛

形
』「
衣
川
庵
室
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
28
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
〜
文
政
八
年
三
月　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
勢
州
阿
漕
浦
』

〔
配
役
〕
№
48
『
田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
』
四
段
目
切
「
平
治
住
家
」
竹
本
綱
太
夫
・
豊
沢
仙
左
衛

門
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
29
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
〜
文
政
八
年
三
月　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
日
吉
丸
稚
桜
』

〔
配
役
〕
№
68
『
日
吉
丸
稚
桜
』
三
段
目
切
竹
本
綱
太
夫
・
三
弦
野
沢
語
助
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
30
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
〜
文
政
八
年
三
月　

結
城
座

〔
演
目
〕
通
し
『
本
朝
廿
四
孝
』

〔
配
役
〕
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
口
竹
本
此
太
夫
・
大
西
東
造
、
三
段
目
中
竹
本
此
太

夫
・
大
西
東
造
、
三
段
目
切
竹
本
綱
太
夫
・
豊
沢
扇
左
衛
門
。
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〔
備
考
〕
年
月
は
、
三
代
竹
本
綱
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
三
段
目
中
は
、

【
21
】
文
政
六
年
結
城
座
上
演
時
の
開
板
で
、
そ
の
前
表
紙
を
改
め
て
後
摺
し
た
も
の
と
考
え

る
。
前
表
紙
に
「
結
城
座
」
と
記
す
本
を
、【
30
】
上
演
時
の
刊
行
本
と
推
定
し
た
。

　

な
お
『
年
表
』
は
、
三
段
目
口
の
配
役
に
つ
い
て
、「
竹
本
此
太
夫
」
の
動
静
を
根
拠
に
文

政
前
半
と
推
定
す
る
。
し
か
し
の
ち
に
三
代
竹
本
住
太
夫
と
な
る
同
人
は
、
文
政
十
年
八
月
肥

前
座
で
「
御
当
地
御
名
残
」
を
勤
め
る
ま
で
は
、
江
戸
に
滞
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、『
年

表
』
の
推
定
は
訂
正
を
要
す
る
。【
21
】
参
照
。

【
31
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
五
月
吉
日　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
楓
狩
剣
本
地
』

〔
配
役
〕
な
し
（
№
74
『
楓
狩
剣
本
地
』）

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
楓
狩
剣
本
地　

三
段
目
」（
豊
竹
呂
勢
太
夫
）
に
基
づ
く
。

【
32
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
夏　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』

〔
配
役
〕
な
し
（
№
58
『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』）

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
霊
験
躄
仇
討　

十
冊
目
」（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
）

に
基
づ
く
。

【
33
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
正
月
吉
日　

大
薩
摩
座

〔
演
目
〕
通
し
『
出
世
太
平
記
』

〔
配
役
〕
№
71
『
三
日
太
平
記
』
五
ツ
目
「
本
能
寺
」
太
夫
竹
本
む
ら
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
勝
造
、

九
ツ
目
切
「
松
下
住
家
」〈
端
場
〉
太
夫
竹
本
岡
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
勝
吉
／
〈
切
〉
太
夫
竹
本

津
賀
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
出
世
太
平
記　

九
ツ
目
」（
神
津
）
に
基
づ
く
。

【
34
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1242

・
近
世
篇1243

〔
年
代
〕
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
月
五
日　

肥
前
座

〔
演
目
〕
通
し
『
一
谷
嫩
軍
記
』、
付
け
物
『
手
習
鑑
』『
い
ろ
は
蔵
』『
嫗
山
姥
』

〔
配
役
〕
№
33
『
嫗
山
姥
』
二
段
目
切
「
煙
草
売
」
座
元
豊
竹
絹
太
夫
・
鶴
沢
福
松
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

　

な
お
『
年
表
』
は
、「
煙
草
売
」
の
配
役
に
つ
い
て
豊
竹
絹
太
夫
が
座
元
で
あ
る
期
間
と
し

て
「
文
政
九
年
四
月
以
後
十
二
年
三
月
以
前　

肥
前
座
」
と
推
定
す
る
が
、
文
政
九
年
十
月
同

座
の
上
演
を
見
落
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。

【
35
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
月
前
後　

肥
前
座

〔
演
目
〕
通
し
『
三
国
妖
狐
伝
』

〔
配
役
〕
№
47
『
玉
藻
前
曦
袂
』
三
段
目
切
「
道
春
館
」
太
夫
竹
本
絹
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
福
松
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
絹
太
夫
と
福
松
が
同
座
し
た
前
項
【
34
】
文
政
九
年
十
月
肥
前
座
興
行
の

前
後
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
当
該
興
行
お
よ
び
奥
付
〔
西
幸
3
〕
で
は
「
豊
竹
」
絹
太
夫
で
あ

る
こ
と
と
、
同
時
期
に
大
坂
に
「
竹
本
絹
太
夫
」
が
い
る
点
に
不
審
が
残
る
。

【
36
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1248

・
近
世
篇1249

〔
年
代
〕
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
月　

大
薩
摩
座

〔
演
目
〕
通
し
『
苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍
』

〔
配
役
〕
№
20
『
苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍
』
五
段
目
「
高
野
山
」
竹
本
浪
太
夫
・
大
西
東
蔵
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
37
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1264

〔
年
代
〕
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月　

肥
前
座

〔
演
目
〕
通
し
『
小
田
館
双
生
日
記
』、
付
け
物
『
関
取
二
代
鑑
』

〔
配
役
〕
№
42
『
関
取
二
代
勝
負
附
』「
秋
津
島
内
」
竹
本
染
太
夫
・
野
沢
語
助
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。
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【
38
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
六
月　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』

〔
配
役
〕
未
詳
（
№
01
『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』）

〔
備
考
〕
年
月
に
つ
い
て
は
、
内
題
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑　

狐
別
の
段
」（
群
馬
県
立
文
書
館
）

に
基
づ
く
。
原
表
紙
を
欠
く
た
め
、
配
役
が
判
ら
な
い
。

【
39
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1281

〔
年
代
〕
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
八
月
十
六
日　

肥
前
座

〔
演
目
〕
通
し
『
神
霊
矢
口
渡
』、
付
け
物
『
双
蝶
々
』『
連
理
柵
』『
廓
文
章
』

〔
配
役
〕
№
15
『
桂
川
連
理
柵
』「
帯
屋
」
出
語
豊
竹
古
野
太
夫
・
野
沢
半
造
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
40
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
正
月
〜
文
政
十
年
秋　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
迎
駕
籠
知
死
期
茜
染
』

〔
配
役
〕
№
71
『
迎
駕
籠
死
期
茜
染
』「
聚
楽
町
」
太
夫
竹
本
古
野
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
勝
造
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
上
限
を
鶴
沢
勝
造
の
江
戸
下
り
、
下
限
を
竹
本
古
野
太
夫
（
の
ち
の
三
代

住
太
夫
）
の
帰
阪
、
と
推
定
し
た
。

【
41
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
九
年
十
月
〜
文
政
十
年
五
月　

肥
前
座

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
源
平
布
引
滝
』

〔
配
役
〕
№
26
『
源
平
布
引
滝
』
三
段
目
切
太
夫
豊
竹
時
太
夫
・
三
弦
野
沢
語
助
。

〔
備
考
〕
豊
竹
時
太
夫
と
野
沢
語
助
が
江
戸
で
共
演
す
る
の
は
、
文
政
九
年
十
月
〜
文
政
十
年

五
月
の
肥
前
座
興
行
を
知
る
の
で
、
年
月
は
そ
の
頃
と
推
定
し
た
。

【
42
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
正
月
〜
文
政
十
二
月
二
月　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』

〔
配
役
〕
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
二
段
目
切
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
、
四
段
目
口

「
杉
酒
屋
」
竹
本
む
ら
太
夫
・
鶴
沢
勝
造
、
同
切
「
竹
に
雀
」〈
端
場
〉
竹
本
む
ら
太
夫
・
鶴
沢

勝
造
／
〈
切
〉
竹
本
宮
戸
太
夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
竹
本
む
ら
太
夫
（
の
ち
の
四
代
竹
本
綱
太
夫
）
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し

た
。
配
役
は
、
二
段
目
切
四
段
目
口
「
杉
酒
屋
」『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
の
通
し
・
立
て
で
あ
っ

た
と
推
定
す
る
。【
42
】
上
演
時
の
刊
行
本
は
、
前
表
紙
に
「
直
伝
正
本
」
と
記
す
点
が
共
通

す
る
。

【
43
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
正
月
〜
文
政
十
二
月
二
月　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』

〔
配
役
〕
№
46
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
八
ツ
目
「
垣
生
村
」
出
語
リ
太
夫
竹
本
む
ら
太
夫
・
三

弦
鶴
沢
勝
造
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
竹
本
む
ら
太
夫
（
の
ち
の
四
代
竹
本
綱
太
夫
）
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し

た
。
た
だ
し
終
丁
裏
の
年
記
は
当
該
本
の
開
板
時
の
も
の
と
判
断
す
る
（
文
政
五
年
前
半
に
は
、

鶴
沢
勝
造
は
ま
だ
江
戸
へ
下
っ
て
い
な
い
た
め
）。

【
44
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
七
年
正
月
〜
文
政
十
二
月
二
月　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
近
頃
河
原
達
引
』

〔
配
役
〕
№
50
『
近
頃
河
原
達
引
』「
堀
川
」
竹
本
む
ら
太
夫
・
鶴
沢
勝
造
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
竹
本
む
ら
太
夫
（
の
ち
の
四
代
竹
本
綱
太
夫
）
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し

た
。

【
45
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
〜
天
保
八
年　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
義
士
の
書
添
』

〔
配
役
〕
№
21
『
義
士
の
書
添
』
八
冊
目
竹
本
津
賀
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
清
糸
。
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〔
備
考
〕
年
月
は
、
初
代
竹
本
津
賀
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
46
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
五
年
〜
天
保
八
年　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』

〔
配
役
〕
№
69
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
二
段
目
切
「
源
太
勘
当
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
初
代
竹
本
津
賀
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。

【
47
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
八
年
正
月
〜
安
政
元
年　

上
演
座
未
詳

〔
演
目
〕
通
し
『
糸
桜
本
町
育
』

〔
配
役
〕
№
04
『
糸
桜
本
町
育
』「
小
石
川
」
竹
本
播
磨
太
夫
・
鶴
沢
勘
五
郎
。

〔
備
考
〕
竹
本
播
磨
太
夫
は
も
と
は
三
味
線
弾
き
鶴
沢
蟻
鳳
で
、
文
政
七
年
以
降
「
播
磨
太
夫
」

と
業
を
変
え
る
。
ま
た
鶴
沢
勘
五
郎
は
、
文
政
八
年
正
月
に
前
名
「
徳
二
郎
」
か
ら
改
名
し
た

も
の
。
両
人
は
と
も
に
安
政
元
年
こ
ろ
ま
で
に
記
録
が
残
る
。
上
限
は
文
政
八
年
の
勘
五
郎
改

名
、
下
限
は
両
人
の
活
動
の
終
わ
る
安
政
元
年
、
と
推
定
し
た
。

【
48
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
文
政
十
年
〜
天
保
十
三
年　

大
薩
摩
座
か

〔
演
目
〕
通
し
演
目
未
詳
、
付
け
物
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』

〔
配
役
〕
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」
竹
本
染
太
夫
・
野
沢
語
助
。

〔
備
考
〕
年
月
は
、
五
代
竹
本
染
太
夫
の
江
戸
滞
在
中
と
推
定
し
た
。
な
お
原
板
の
「
於
結
城

座
興
行
」
を
削
る
の
で
、
結
城
座
以
外
（
大
薩
摩
座
か
）
の
上
演
と
推
定
す
る
。

【
49
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇1445

・
近
世
篇1446

〔
年
代
〕
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
正
月
二
日　

土
佐
座

〔
演
目
〕
通
し
『
八
陳
守
護
城
』、
付
け
物
『
名
筆
傾
城
鑑
』『
桂
川
連
理
柵
』

〔
配
役
〕
№
59
『
八
陳
守
護
城
』
八
ツ
目
切
「
正
清
館
」
竹
本
染
太
夫
・
野
沢
語
助
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。

【
50
】

〔
既
刊
年
表
〕﹇
記
載
な
し
﹈

〔
年
代
〕
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
二
十
日　

大
薩
摩
座

〔
演
目
〕
通
し
『
忠
臣
競
四
谷
怪
談
』、
付
け
物
『
七
ツ
梅
贔
屓
積
物
』

〔
配
役
〕
№
51
『
忠
臣
競
四
谷
怪
談
』「
羽
宮
住
家
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
鶴
沢
清
糸
。

〔
備
考
〕
近
年
新
出
の
番
付
（
大
阪
城
天
守
閣5281

）
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板

と
考
え
る
。

【
51
】

〔
既
刊
年
表
〕
近
世
篇2036

〔
年
代
〕
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
正
月
十
一
日　

深
川
八
幡
社
内

〔
演
目
〕
通
し
『
花
王
草
紙
楓
短
冊
』、
付
け
物
『
式
三
番
叟　

引
抜
春
駒
』

〔
配
役
〕
№
35
『
花
王
草
紙
楓
短
冊
』
三
段
目
切
「
藤
吾
住
家
」
竹
本
播
磨
太
夫
・
花
沢
伊
左

衛
門
。

〔
備
考
〕
番
付
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
時
の
開
板
と
考
え
る
。
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別
表
B
　「
大
字
遊
下
本
」
配
役
情
報
　
名
前
別
索
引

一 
、
本
索
引
は
、
表
1
「「
大
字
遊
下
本
」
諸
本
リ
ス
ト
」
お
よ
び
別
表
A
「「
大
字
遊
下
本
」

配
役
情
報　

年
代
順
索
引
」
に
掲
出
の
配
役
情
報
に
つ
い
て
、
太
夫
と
三
味
線
弾
き
の
名
前

か
ら
検
索
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
た
。

一 

、
太
夫
の
部
と
、
三
味
線
弾
き
の
部
と
に
分
け
て
示
す
。
各
部
ご
と
に
、
姓
名
の
五
十
音
順

に
並
べ
た
。

一 

、【　
】
内
に
別
表
A
の
通
し
番
号
、
次
に
表
1
の
作
品
番
号
『
本
外
題
』、
続
い
て
記
載
さ

れ
た
段
数
・
段
区
分
「
段
名
」
の
要
領
で
記
し
た
。

〈
太
夫
〉

竹
本
生
駒
太
夫

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
「
道
行
」

竹
本
氏
太
夫
（
三
代
）

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
六
ツ
目
「
船
揚
り
」

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
二
段
目
切

【
11
】
№
46
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
九
ツ
目
「
土
橋
」

【
13
】
№
28
『
恋
娘
昔
八
丈
』
七
ツ
目
「
鈴
の
森
」

【
14
】
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」

【
21
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
二
段
目
切
「
勝
頼
切
腹
」

竹
本
岡
太
夫
（
三
代
）

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
「
道
行
」

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
〈
進
物
場
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
九
ツ
目
切
「
松
下
住
家
」〈
端
場
〉

竹
本
絹
太
夫
（
豊
竹
絹
太
夫
モ
ミ
ヨ
）

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
〈
裏
門
〉

【
35
】
№
47
『
玉
藻
前
曦
袂
』
三
段
目
切
「
道
春
館
」

竹
本
組
太
夫
（
の
ち
の
三
代
竹
本
住
太
夫
）

【
20
】
№
73
『
伽
羅
先
代
萩
』
三
ツ
目
「
毒
茶
」

竹
本
此
太
夫
（
の
ち
の
三
代
竹
本
住
太
夫
）

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
五
段
目

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
十
段
目
口

【
16
】
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
七
ツ
目
切
カ
ケ
合

【
30
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
口

【
30
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
中

竹
本
古
野
太
夫
（
の
ち
の
三
代
竹
本
住
太
夫
）

【
40
】
№
72
『
迎
駕
籠
死
期
茜
染
』「
聚
楽
町
」

竹
本
染
太
夫
（
五
代
）

【
37
】
№
42
『
関
取
二
代
勝
負
附
』「
秋
津
島
内
」

【
48
】
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」

【
49
】
№
59
『
八
陳
守
護
城
』
八
ツ
目
切
「
正
清
館
」

竹
本
津
賀
太
夫
（
初
代
）

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
二
段
目
〈
切
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
八
ツ
目
切
「
月
本
屋
敷
」〈
奥
か
け
合
〉

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
口

【
11
】
№
49
『
壇
浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合

【
12
】
№
58
『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』
十
一
段
目
「
滝
」

【
15
】
№
39
『
神
霊
矢
口
渡
』
四
段
目
切
「
渉
場
」

【
16
】
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
六
ツ
目
「
草
履
打
」

【
17
】
№
53
『
裙
重
浪
花
八
文
字
』「
鱣
谷
」

【
26
】
№
06
『
蝦
夷
錦
振
袖
雛
形
』「
衣
川
庵
室
」

【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
九
ツ
目
切
「
松
下
住
家
」〈
切
〉

【
45
】
№
21
『
義
士
の
書
添
』
八
冊
目

【
46
】
№
69
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
二
段
目
切
「
源
太
勘
当
」

【
50
】
№
51
『
忠
臣
競
四
谷
怪
談
』「
羽
宮
住
家
」

竹
本
綱
太
夫
（
三
代
）

【
26
】
№
41
『
関
取
千
両
幟
』
二
段
目
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【
28
】
№
48
『
田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
』
四
段
目
切
「
平
治
住
家
」

【
29
】
№
68
『
日
吉
丸
稚
桜
』
三
段
目
切

【
30
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切

竹
本
長
戸
太
夫

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
〈
口
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
稽
褐
布
染
』
四
ツ
目
「
官
次
郎
切
腹
」〈
口
〉

竹
本
浪
太
夫

【
36
】
№
20
『
苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍
』
五
段
目
「
高
野
山
」

竹
本
錦
太
夫

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
中
「
使
者
」

竹
本
播
磨
大
掾
（
二
代
竹
本
土
佐
太
夫
）

【
27
】
№
25
『
け
い
せ
い
恋
飛
脚
』
下
の
巻
「
新
口
村
」

竹
本
播
磨
太
夫
（
初
代
）

【
47
】
№
04
『
糸
桜
本
町
育
』「
小
石
川
」

【
51
】
№
35
『
花
王
草
紙
楓
短
冊
』
三
段
目
切
「
藤
吾
住
家
」

竹
本
春
太
夫
（
三
代
）

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
「
道
行
」

竹
本
筆
太
夫
（
三
代
）

【
26
】
№
24
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
八
ツ
目
「
順
礼
」

竹
本
政
子
太
夫

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
二
段
目
〈
口
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
12
】
№
29
『
国
性
爺
合
戦
』
二
段
目
口
「
貝
づ
く
し
」

竹
本
美
家
太
夫

【
12
】
№
29
『
国
性
爺
合
戦
』
二
段
目
口
「
貝
づ
く
し
」

竹
本
宮
戸
太
夫
（
初
代
）

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
二
段
目
切

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
背
山
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
〈
喧
嘩
場
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
四
段
目
〈
切
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
七
ツ
目
切
「
鷺
の
森
」

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
八
ツ
目
切
「
月
本
屋
敷
」〈
切
〉

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
八
ツ
目
切
「
月
本
屋
敷
」〈
奥
か
け
合
〉

【
11
】
№
49
『
壇
浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合

【
12
】
№
29
『
国
性
爺
合
戦
』
三
段
目
切
「
紅
粉
流
」

【
13
】
№
28
『
恋
娘
昔
八
丈
』
五
ツ
目
「
城
木
屋
」

【
14
】
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
八
ツ
目
切
「
幸
兵
衛
内
」

【
15
】
№
39
『
神
霊
矢
口
渡
』
三
段
目
切
「
兵
庫
館
」

【
16
】
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
七
ツ
目
切
カ
ケ
合

【
19
】
№
31
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
七
ツ
目
「
廓
」

【
21
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
四
段
目
切

【
22
】
№
32
『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』
九
ツ
目

【
23
】
№
38
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
下
巻
「
鍛
冶
屋
」

【
24
】
№
65
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
六
ツ
目
「
返
り
討
」

【
24
】
№
65
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
九
ツ
目
「
毛
谷
村
」

【
25
】
№
67
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』
二
段
目
「
赦
免
状
」

【
25
】
№
67
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』
三
段
目
切
「
俊
寛
島
物
語
」

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
二
段
目
切

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
切
「
竹
に
雀
」〈
切
〉

竹
本
む
ら
太
夫
（
の
ち
の
四
代
竹
本
綱
太
夫
）

【
20
】
№
73
『
伽
羅
先
代
萩
』
六
ツ
目
「
御
殿
」

【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
五
ツ
目
「
本
能
寺
」

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
口
「
杉
酒
屋
」
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【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
切
「
竹
に
雀
」〈
端
場
〉

【
43
】
№
46
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
八
ツ
目
「
垣
生
村
」

【
44
】
№
50
『
近
頃
河
原
達
引
』「
堀
川
」

豊
竹
絹
太
夫
（
竹
本
絹
太
夫
モ
ミ
ヨ
）

【
34
】
№
33
『
嫗
山
姥
』
二
段
目
切
「
煙
草
売
」

豊
竹
古
野
太
夫
（
の
ち
の
三
代
竹
本
住
太
夫
）

【
39
】
№
15
『
桂
川
連
理
柵
』「
帯
屋
」

豊
竹
筑
前

【
27
】
№
03
『
一
谷
嫩
軍
記
』
三
段
目
切

豊
竹
時
太
夫
（
の
ち
の
四
代
豊
竹
此
太
夫
）

【
01
】
№
57
『
寿
連
理
の
松
』「
湊
町
」

豊
竹
時
太
夫
（
の
ち
の
五
代
豊
竹
此
太
夫
）

【
41
】
№
26
『
源
平
布
引
滝
』
三
段
目
切

豊
竹
巴
太
夫
（
初
代
）

【
02
】
№
09
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
妹
山
〉

【
04
】
№
19
『
鎌
倉
三
代
記
』
七
段
目
切

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
〈
切
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
〈
切
〉

【
06
】
№
45
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
七
ツ
目
「
重
太
郎
内
」

【
07
】
№
79
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
三
段
目
切

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
十
段
目
切
「
尼
崎
」

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
四
ツ
目
「
官
次
郎
切
腹
」〈
切
〉

【
09
】
№
80
『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
三
段
目
切
「
市
若
切
腹
」

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切

【
11
】
№
49
『
壇
浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合

豊
竹
若
太
夫
（
の
ち
の
二
代
豊
竹
巴
太
夫
）

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
二
ツ
目
切
「
本
能
寺
」

【
21
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
中

〈
三
味
線
〉

大
西
東
造
（
二
代
。
東
蔵
と
も
）

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
「
道
行
」

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
五
段
目

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
十
段
目
口

【
16
】
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
七
ツ
目
切
カ
ケ
合

【
19
】
№
31
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
七
ツ
目
「
廓
」

【
25
】
№
67
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』
二
段
目
「
赦
免
状
」

【
30
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
口

【
30
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
中

【
36
】
№
20
『
苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍
』
五
段
目
「
高
野
山
」

鶴
沢
市
造
（
初
代
）

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
二
ツ
目
切
「
本
能
寺
」

【
21
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
中

鶴
沢
勝
吉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
〈
進
物
場
〉

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
四
ツ
目
「
官
次
郎
切
腹
」〈
口
〉

【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
九
ツ
目
切
「
松
下
住
家
」〈
端
場
〉

鶴
沢
勝
次
郎
（
の
ち
の
二
代
鶴
沢
清
七
）

【
02
】
№
09
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
二
段
目
切

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
妹
山
〉

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
背
山
〉

【
04
】
№
19
『
鎌
倉
三
代
記
』
七
段
目
切

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
〈
喧
嘩
場
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
四
段
目
〈
切
〉
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【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
〈
切
〉

【
06
】
№
45
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
七
ツ
目
「
重
太
郎
内
」

【
07
】
№
79
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
三
段
目
切

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
七
ツ
目
切
「
鷺
の
森
」

【
08
】
№
08
『
絵
本
大
功
記
』
十
段
目
切
「
尼
崎
」

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
四
ツ
目
「
官
次
郎
切
腹
」〈
切
〉

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
八
ツ
目
切
「
月
本
屋
敷
」〈
切
〉

【
09
】
№
80
『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
三
段
目
切
「
市
若
切
腹
」

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切

【
11
】
№
49
『
壇
浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合

【
12
】
№
29
『
国
性
爺
合
戦
』
三
段
目
切
「
紅
粉
流
」

【
13
】
№
28
『
恋
娘
昔
八
丈
』
五
ツ
目
「
城
木
屋
」

【
14
】
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」

【
14
】
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
八
ツ
目
切
「
幸
兵
衛
内
」

【
15
】
№
39
『
神
霊
矢
口
渡
』
三
段
目
切
「
兵
庫
館
」

【
16
】
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
七
ツ
目
切
カ
ケ
合

【
22
】
№
32
『
木
下
蔭
狭
間
合
戦
』
九
ツ
目

【
23
】
№
38
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
下
巻
「
鍛
冶
屋
」

【
24
】
№
65
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
六
ツ
目
「
返
り
討
」

【
24
】
№
65
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
九
ツ
目
「
毛
谷
村
」

【
25
】
№
67
『
姫
小
松
子
日
の
遊
』
三
段
目
切
「
俊
寛
島
物
語
」

【
21
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
二
段
目
切
「
勝
頼
切
腹
」

【
21
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
四
段
目
切

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
二
段
目
切

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
切
「
竹
に
雀
」〈
切
〉

鶴
沢
勝
造
（
初
代
）

【
20
】
№
73
『
伽
羅
先
代
萩
』
六
ツ
目
「
御
殿
」

【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
五
ツ
目
「
本
能
寺
」

【
40
】
№
72
『
迎
駕
籠
死
期
茜
染
』「
聚
楽
町
」

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
口
「
杉
酒
屋
」

【
42
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
切
「
竹
に
雀
」〈
端
場
〉

【
43
】
№
46
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
八
ツ
目
「
垣
生
村
」

【
44
】
№
50
『
近
頃
河
原
達
引
』「
堀
川
」

鶴
沢
勘
五
郎
（
二
代
。
前
名
「
鶴
沢
徳
次
郎
」
モ
ミ
ヨ
）

【
47
】
№
04
『
糸
桜
本
町
育
』「
小
石
川
」

鶴
沢
蟻
鳳
勝
遊

【
01
】
№
57
『
寿
連
理
の
松
』「
湊
町
」

鶴
沢
清
糸
（
初
代
）

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
〈
口
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
二
段
目
〈
切
〉

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
口

【
11
】
№
49
『
壇
浦
兜
軍
記
』
カ
ケ
合

【
12
】
№
58
『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』
十
一
段
目
「
滝
」

【
15
】
№
39
『
神
霊
矢
口
渡
』
四
段
目
切
「
渉
場
」

【
16
】
№
13
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
六
ツ
目
「
草
履
打
」

【
17
】
№
53
『
裙
重
浪
花
八
文
字
』「
鱣
谷
」

【
27
】
№
03
『
一
谷
嫩
軍
記
』
三
段
目
切

【
27
】
№
06
『
蝦
夷
錦
振
袖
雛
形
』「
衣
川
庵
室
」

【
33
】
№
71
『
三
日
太
平
記
』
九
ツ
目
切
「
松
下
住
家
」〈
切
〉

【
45
】
№
21
『
義
士
の
書
添
』
八
冊
目

【
46
】
№
69
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
二
段
目
切
「
源
太
勘
当
」

【
50
】
№
51
『
忠
臣
競
四
谷
怪
談
』「
羽
宮
住
家
」

鶴
沢
東
十
郎

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
中
「
使
者
」

鶴
沢
徳
次
郎
（
の
ち
の
二
代
鶴
沢
勘
五
郎
）

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
四
段
目
「
道
行
」

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
二
段
目
〈
口
〉

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
三
段
目
〈
裏
門
〉

【
12
】
№
29
『
国
性
爺
合
戦
』
二
段
目
口
「
貝
づ
く
し
」
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鶴
沢
仲
助
（
二
代
）

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
妹
山
〉

【
03
】
№
05
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」〈
背
山
〉

【
09
】
№
61
『
花
襷
会
𥡴
褐
布
染
』
六
ツ
目
「
船
揚
り
」

【
10
】
№
77
『
義
経
千
本
桜
』
二
段
目
切

【
11
】
№
46
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
九
ツ
目
「
土
橋
」

【
13
】
№
28
『
恋
娘
昔
八
丈
』
七
ツ
目
「
鈴
の
森
」

鶴
沢
福
松

【
34
】
№
33
『
嫗
山
姥
』
二
段
目
切
「
煙
草
売
」

【
35
】
№
47
『
玉
藻
前
曦
袂
』
三
段
目
切
「
道
春
館
」

鶴
沢
芳
次
郎

【
05
】
№
16
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
〈
切
〉

【
20
】
№
73
『
伽
羅
先
代
萩
』
三
ツ
目
「
毒
茶
」

豊
沢
扇
左
衛
門
（
初
代
。
仙
左
衛
門
と
も
。
の
ち
の
二
代
広
助
）

【
26
】
№
41
『
関
取
千
両
幟
』
二
段
目

【
28
】
№
48
『
田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
』
四
段
目
切
「
平
治
住
家
」

【
30
】
№
70
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切

野
沢
語
助
（
初
代
）

【
26
】
№
24
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
八
ツ
目
「
順
礼
」

【
29
】
№
68
『
日
吉
丸
稚
桜
』
三
段
目
切

【
37
】
№
42
『
関
取
二
代
勝
負
附
』「
秋
津
島
内
」

【
41
】
№
26
『
源
平
布
引
滝
』
三
段
目
切

【
48
】
№
02
『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
六
ツ
目
「
沼
津
」

【
49
】
№
59
『
八
陳
守
護
城
』
八
ツ
目
切
「
正
清
館
」

野
沢
重
五
郎
（
の
ち
の
三
代
野
沢
八
兵
衛
）

【
27
】
№
25
『
け
い
せ
い
恋
飛
脚
』
下
の
巻
「
新
口
村
」

野
沢
半
造

【
39
】
№
15
『
桂
川
連
理
柵
』「
帯
屋
」

花
沢
伊
左
衛
門
（
四
代
）

【
51
】
№
35
『
花
王
草
紙
楓
短
冊
』
三
段
目
切
「
藤
吾
住
家
」
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№

本
外
題

段
区
分

内
題

前
表
紙

配
役

上
演
年
月

年
記

所
蔵

01

芦
屋
道
満
大
内
鑑

四
ノ
中

芦
屋
道
満
大
内
鑑　

狐
別
の
段

（
原
表
紙
欠
）

（
未
詳
）

【
新
出
】
未
詳

文
政
十
丁
亥

年
六
月
改

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
倉
品
家
文
書0548

02

伊
賀
越
道
中
双
六

六

伊
賀
越
道
中
双
六　

沼
津
の
段

伊
賀
越
道
中
双
六　

再
改
正
本　

沼
津

之
段

竹
本
氏
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】1823

文

政
六
年
正
月

文
政
六
癸
未

年
正
月
吉
日

於
結
城
座
興

行
（
終
丁
表
）

〔
伊
勢
喜
1
〕
神
津
（
後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町
弐
丁

目
・
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

伊
賀
越
道
中
双
六　

沼
津
の
段

伊
賀
越
道
中
双
六　

再
改
正
本　

沼
津

之
段

竹
本
染
太
夫
・
野

沢
語
助

【
新
出
】
文
政
十

年
〜
天
保
十
三
年

文
政
六
癸
未

年
正
月
吉
日

（
終
丁
表
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

C
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-008

〔
伊
勢
喜
3 

C
〕
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
・5153386

七

伊
賀
越
道
中
双
六　

七
ツ
目　

関
所
の

段

伊
賀
越　

七
ツ
目　

遠
眼
鏡
段

（
無
記
）

【
新
出
】1823

文

政
六
年
正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津

八

伊
賀
越
道
中
双
六　

幸
兵
衛
内
之
段

伊
賀
越
道
中
双
六　

幸
兵
衛
内
之
段　

大
字
遊
下
本
・
直

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1823
文

政
六
年
正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
新
井
家
文
書0562

、
神

津〔伊
勢
喜
2 

B
〕
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
・
二
世
鶴
沢
清

表
1
　
大
字
遊
下
本
　
諸
本
リ
ス
ト

一
、
本
リ
ス
ト
は
、
筆
者
が
所
在
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
の
、「
大
字
遊
下
本
」
四
一
六
冊
に
つ
い
て
、
タ
イ
ト
ル
・
段
名
ご
と
に
ま
と
め
て
示
し
た
。

一
、「
№
」
項
に
は
、「
大
字
遊
下
本
」
の
刊
行
さ
れ
た
作
品
が
い
く
つ
あ
る
の
か
を
数
え
た
。

一
、「
本
外
題
」
項
に
は
、「
大
字
遊
下
本
」
の
刊
行
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、
記
載
の
如
何
に
拠
ら
ず
、
初
演
の
タ
イ
ト
ル
を
示
し
た
。

一
、「
段
区
分
」
項
に
は
、「
大
字
遊
下
本
」
の
刊
行
さ
れ
た
段
ご
と
に
、
そ
の
作
品
構
成
中
の
段
数
お
よ
び
段
区
分
（
口
・
中
・
切
な
ど
）
を
示
し
た
。

一
、「
内
題
」
項
に
は
、
内
題
を
記
載
の
通
り
に
示
し
た
。

一
、 「
前
表
紙
」
項
に
は
、
前
表
紙
の
文
字
情
報
を
記
載
の
通
り
に
示
し
た
。
た
だ
し
「
大
字
遊
下
本
」
の
語
と
、
丁
数
を
示
す
墨
印
は
略
し
た
。
ま
た
板
元
に
つ
い
て
記
載
の
あ
る
場
合
は
、「
所
蔵
」

項
の
各
本
ご
と
の
備
考
に
示
し
た
。

一
、「
配
役
」
項
に
は
、
前
表
紙
に
掲
げ
る
配
役
（
太
夫
・
三
味
線
）
を
記
載
の
通
り
に
示
し
た
。
記
載
の
な
い
場
合
は
「（
無
記
）」
と
示
し
た
。

一
、 「
上
演
年
月
」
項
に
は
、
筆
者
が
推
定
す
る
上
演
年
月
を
示
し
た
。『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
に
該
当
す
る
興
行
が
あ
る
場
合
、﹇　
﹈
内
に
番
付
の
写
真
番
号
を
記
し
、
そ
の
興
行
初
日
の
西
暦
・

和
暦
年
月
を
続
け
て
記
し
た
。『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
に
該
当
す
る
興
行
が
無
い
場
合
は
、【
新
出
】
と
示
し
、
推
定
す
る
時
期
を
記
し
た
。
配
役
や
年
記
の
記
載
が
な
く
推
定
で
き
な
い
場
合
は
、

（
未
詳
）
と
記
し
た
。

一
、「
年
記
」
項
に
は
、
本
文
末
に
示
す
年
月
日
を
記
載
の
通
り
に
示
し
、
そ
の
記
載
位
置
を
（　
）
内
に
記
し
た
。
た
だ
し
奥
付
の
年
記
は
、
奥
付
番
号
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
の
で
略
し
た
。

一
、 「
所
蔵
」
項
に
は
、
奥
付
の
異
同
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
。〔　
〕
内
に
奥
付
番
号
を
示
し
た
（
具
体
的
な
奥
付
の
内
容
は
、
表
の
末
に
掲
げ
た
）。
所
蔵
機
関
（
個
人
の
場
合
は
名
前
の
み
、
公
共
機
関

の
場
合
は
請
求
番
号
も
）
を
、
所
在
地
の
東
か
ら
西
の
順
に
掲
げ
た
。
書
誌
に
関
し
て
特
記
す
べ
き
内
容
の
あ
る
場
合
に
は
、
続
け
て
（　
）
内
に
注
記
し
た
。
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伝
正
本

八
文
庫0296

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
青
森
市
淡
谷
文
庫
・
図
書
《
和
書
》-0361

、

上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・
、
香
川
県
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
近
石
泰
秋
資
料0128

、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、

豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
不
明
〕
葛
生
伝
承
館
・
牧
歌
舞
伎
資
料50

（
後
ろ
表
紙
欠
）、

神
津
（
前
後
表
紙
欠
）

03

一
谷
嫩
軍
記

二
ノ
中

一
谷
嫩
軍
記　

組

打
の
だ
ん

一
谷
嫩
軍
記　

再

改
正
本　

組
討
の

段

（
無
記
）

﹇
近
世
篇1184

・

1185

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
西
幸
4
〕
沼
津
市
明
治
史
料
館
・
原
渡
辺
家P025

（
前
表
紙

に
「
板
元　

馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂

勢
太
夫
（
後
ろ
表
紙
欠
。
前
表
紙
に
「
板
元　

馬
喰
町
二
丁
目

西
村
幸
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
1
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（〔
西
幸
Ⅵ
〕
の
板
元
名
を
削
り
、

後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町
弐
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
記

す
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2120

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

037

三
ノ
中

一
谷
嫩
軍
記　

三

段
目
ノ
切

大
薩
摩　

一
谷
嫩

軍
記　

三
段
目
の

切

豊
竹
筑
前
・
鶴
沢

清
糸

﹇
近
世
篇1184

・

1185

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

103

、
群
馬
県
立
文
書
館
・
倉
品
家
文
書0541

、
埼
玉
県
立
文

書
館
・
浅
見
家
文
書1803

、
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・

竹
内
道
敬
文
庫09-2121

、
南
相
木
村
公
民
館
・126

、
南
相

木
村
公
民
館
・548

、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

04

糸
桜
本
町
育

糸
桜
本
町
育　

糸

や
の
だ
ん

糸
桜
本
町
育　

い

と
や
の
段　

再
改

正
本　

東
都
﹇
空

白
﹈

（
無
記
）

【
新
出
】
未
詳

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

糸
桜
本
町
育　

小

石
川
の
段

糸
桜
本
町
育　

小

石
川
の
段　

再
改

正
本

竹
本
播
磨
太
夫
・

鶴
沢
勘
五
郎

【
新
出
】
未
詳

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

05

妹
背
山
婦
女
庭
訓

二
ノ
切

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

二
段
目
ノ
切

二
段
目
の
切　

妹

背
山
婦
女
庭
訓　

直
伝
正
本

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1821

文

政
四
年
三
月

（
無
記
）

〔
西
幸
2
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-464

三
ノ
切

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

三
の
切

三
の
切　

妹
背
山

婦
女
庭
訓　

か
け

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎
・
鶴
沢
【
新
出
】1821

文

政
四
年
三
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
栃
木
県
立
文
書
館
・
岡
田
純
一
家
文
書 ﾛ

357

、



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（28）203

合

仲
助

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎
・
鶴

沢
仲
助

上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・048

（
前
表
紙

欠
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
太
田
市
立
中
央
図
書
館
・2259

（76-37

）

〔
不
明
〕
羽
村
市
郷
土
博
物
館
・
中
根
公
平
家213

、
神
津

四
ノ
切

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
段
目
ノ
口

四
の
口
杉
酒
屋　

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

直
伝
正
本

竹
本
む
ら
太
夫
・

鶴
沢
勝
造

【
新
出
】
文
政
七

│
十
二
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
鈴
木
俊
幸

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

083

道
行

道
行
恋
の
お
だ
ま

き

於
結
城
座
興
行　

妹
背
山
道
行
・
恋

の
環　

直
伝
正
本

竹
本
春
太
夫
・
竹

本
岡
太
夫
・
竹
本

生
駒
太
夫
・
大
西

東
蔵
・
鶴
沢
徳
次

郎

【
新
出
】1821

文

政
四
年
三
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

四
ノ
中

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
段
目
中

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
段
目
之
中　

使

者
之
段

竹
本
錦
太
夫
・
鶴

沢
東
十
郎

【
新
出
】1821

文

政
四
年
三
月

文
政
四
辛
巳

年
三
月
吉
日

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2128

四
ノ
切

妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
切

妹
背
山
四
之
切　

竹
に
雀　

直
伝
正

本

竹
本
む
ら
太
夫
・

鶴
沢
勝
造

切
竹
本
宮
戸
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
七

│
十
二
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2130

06

蝦
夷
錦
振
袖
雛
形

二
人
静
振
袖
雛
形　

衣
川
庵
室
の
段

二
人
静
の
段　

衣

川
庵
室

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

﹇
近
世
篇1184

・

1185

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
西
幸
6
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-387

07

烏
帽
子
折

二

（
無
記
）

（
原
表
紙
欠
）

（
原
表
紙
欠
）

（
無
記
）

（
無
記
）

〔
不
明
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-384A

08

絵
本
大
功
記

二

絵
本
大
功
記　

二

ツ
目

絵
本
太
功
記　

再

改
正
本　

二
ツ
目

切
本
能
寺
の
段

豊
竹
若
太
夫
・
鶴

沢
市
造

﹇
近
世
篇1097

﹈

1822

文
政
五
年

正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術
館
・
①
│

書
籍
│

143

（6148

）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

七

（
欠
）

絵
本
太
功
記　

再

改
正
本　

七
ツ
目

切　

鷺
の
森
の
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

﹇
近
世
篇1097

﹈

1822
文
政
五
年

正
月

文
政
五
壬
午

年﹇
カ
ス
レ
﹈

月﹇
カ
ス
レ
﹈

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
・
唐
沢
栄

太
郎
寄
贈

十

絵
本
太
功
記　

尼

崎
ノ
段
口

絵
本
太
功
記　

十

冊
目
の
口　

夕
顔

棚

（
無
記
）

﹇
近
世
篇1097
﹈

1822

文
政
五
年

正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町

弐
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（29）202

十

絵
本
太
功
記　

十

段
目

絵
本
太
功
記　

再

改
正
本　

十
だ
ん

目
の
切　

尼
崎
段

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

﹇
近
世
篇1097

﹈

1822

文
政
五
年

正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
・

資
料010

、
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1791

、
豊
竹

呂
勢
太
夫
、
神
津

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

C
〕
葛
生
伝
承
館
・
牧
歌
舞
伎
資
料13

（
前
見
返

し
に
「
東
京
横
山
町
二
丁
目
・
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

09

奥
州
安
達
原

二
ノ
切

奥
州
安
達
原　

二

の
切

奥
州
安
達
原　

二

段
目
の
切

（
無
記
）

﹇
補
訂
篇
53
﹈

1821

文
政
四
年

前
半

（
無
記
）

〔
西
幸
5
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

三
ノ
切

奥
州
安
達
原　

三

段
目
ノ
切

奥
州
安
達
原　

名

代
結
城
孫
三
郎
・

座
元
竹
本
出
水
太

夫　

三
段
目
の
切

豊
竹
巴
太
夫
直

伝
・
三
弦
鶴
沢
勝

次
郎

﹇
補
訂
篇
53
﹈

1821

文
政
四
年

前
半

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・2484-1

、
茨
城
県
立
歴
史

館
・
塙
仲
雄
家
文
書
書
籍
類2274-7

、
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗

資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料046

、
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の

博
物
館
・
田
村
千
鶴
子
寄
贈
資
料015

、
小
諸
市
立
小
諸
図
書

館
・912.4-15

、
上
田
市
立
図
書
館
・
花
月
文
庫
音
楽141

、

豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

C
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
角
田
光
枝
家
文
書1293

（
前
表
紙
に
「
板
元
東
京
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ

り
）、
神
津
（
前
表
紙
に
「
板
元
東
京
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋

喜
助
」
と
あ
り
）、
神
津
（
前
表
紙
に
「
板
元
東
京
横
山
町
二

丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

四
ノ
切

奥
州
安
達
原　

四

段
目
の
中

安
達
原　

四
の
切　

一
つ
家
の
段

（
無
記
）

﹇
補
訂
篇
53
﹈

1821

文
政
四
年

前
半

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
南
相
木
村
公
民
館
・127

10

近
江
源
氏
先
陣
館

八

近
江
源
氏
先
陣
館　

八
ツ
目

近
江
源
氏
・
先
陣

館
八
ツ
目　

再
改

正
本

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・077

、

豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津

11

置
土
産
今
織
上
布

上

時
雨
の
炬
燵

時
雨
廼
炬
燵　

小

春
治
兵
衛
紙
屋
の

段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
1
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・370

（
前
表
紙
に
「
板

元
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

12

小
田
館
双
生
日
記

五

小
田
館
双
生
日
記　

五
ツ
目
の
切

小
田
館
双
日
記　

五
段
目

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2137

13

加
々
見
山
旧
錦
絵

六

加
々
見
山
旧
錦
絵　

六
ツ
目

加
々
見
山
旧
錦
絵　

六
ツ
目　

草
履
打

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

﹇
近
世
篇1121
﹈

1823

文
政
六
年

三
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
奥
貫
家
文
書3316

、
豊

竹
呂
勢
太
夫



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（30）201

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
不
明
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料115

七

か
ゝ
見
山
旧
錦
絵　

七
ツ
目
ノ
切

加
々
見
山　

七
ツ

目
切　

大
字
遊
下

本
・
直
伝
正
本
所

カ
ケ
合
竹
本
宮
戸

太
夫
・
竹
本
此
太

夫
。
三
味
線
鶴
沢

勝
次
郎
・
大
西
東

造

﹇
近
世
篇1121

﹈

1823

文
政
六
年

三
月

〔
西
幸
5
〕
沼
津
市
明
治
史
料
館
・
原
渡
辺
家P028

〔
西
幸
6
〕
神
津

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
098

、
神
津
年
月
未
詳
（
前
表
紙
欠
）

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
福
島
県
歴
史
資
料
館
・
日
下
金
三
郎
家
文
書

-441

、
西
村
公
一

14

敵
討
襤
褸
錦

下

敵
討
襤
褸
錦　

大

安
寺
の
段

敵
討
襤
褸
錦　

直

伝
正
本　

土
手
之

段

（
無
記
）

【
新
出
】1823

文

政
六
年
七
月

文
政
六
癸
未

年
文
月
吉
日

（
終
丁
表
）

〔
不
記
載
〕
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
・
二
世
鶴
沢
清
八
文

庫0306

15

桂
川
連
理
柵

下

桂
川
連
理
柵　

帯

屋
の
段

桂
川
連
理
柵　

帯

屋
の
だ
ん

御
名
ご
り　

出
語　

豊
竹
古
野
太
夫
・

野
沢
半
造

﹇
近
世
篇1281

﹈

1827

文
政
十
年

八
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

119

、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-106

、
国
立

音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文
庫09-2145

、
豊
竹
呂

勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

増
補

お
は
ん
・
長
右
衛

門
／
朧
の
桂
川　

道
行
の
だ
ん

お
は
ん
・
長
右
衛

門
／
朧
の
桂
川　

再
改
正
本　

道
行

恋
の
し
が
ら
み

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
109

（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜

助
」
と
あ
り
）

16

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

一

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

大
序

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
大
序　

直
伝

正
本

口
竹
本
長
戸
太

夫
・
鶴
沢
清
糸

切　

豊
竹
巴
太

夫
・
鶴
沢
芳
次
郎

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
外
山
家
文
書
和-6-9-

36

、
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・372-1

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
063A

二

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

二
段
目

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
二
段
目　

直

伝
正
本

口
竹
本
政
子
太

夫
・
鶴
沢
徳
次
郎

切　

竹
本
津
賀
太

夫
・
鶴
沢
清
糸

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
外
山
家
文
書
和-6-9-37

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

三

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

三
段
目

仮
名
手
本
・
忠
臣

蔵
・
三
段
目

竹
本
岡
太
夫
・
鶴

沢
勝
吉

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

竹
本
絹
太
夫
・
鶴

沢
徳
次
郎

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
外
山
家
文
書
和-6-9-

33

、
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・091

、
豊
竹

呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1801

、
豊

竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
倉
品
家
文
書0538

（
前

表
紙
欠
）



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（31）200

〔
不
明
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

096

（
前
後
表
紙
欠
）

四

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

四
段
目

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
四
段
目

切　

竹
本
宮
戸
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
西
幸
〕
神
津
（
前
表
紙
に
「
正
本
所　

馬
喰
町
二
丁
目
西
村

幸
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2147

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2148
五

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

五
段
目

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
五
段
目　

直

伝
正
本

竹
本
此
太
夫
・
大

西
東
造

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
外
山
家
文
書
和-6-9-

35

、
神
津 

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-00094

六

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

六
段
目
口

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
六
段
目

口
竹
本
絹
太
夫
・

鶴
沢
芳
次
郎

切
竹
本
氏
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1787

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

038

、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

七

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

七
段
目

忠
臣
蔵
・
七
段
目

か
け
合
・
豊
竹
巴

太
夫
・
竹
本
津
賀

太
夫
・
竹
本
長
戸

太
夫
・
竹
本
岡
太

夫
・
竹
本
政
子
太

夫
・
竹
本
宮
戸
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
西
幸
4
〕
沼
津
市
明
治
史
料
館
・
原
渡
辺
家P036

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1810

、
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01639-073

、
香
川
県
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
近
石
泰
秋
資
料0126

、
神
津

〔
不
明
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・106

八

道
行
旅
路
の
嫁
入　

忠
臣
蔵
八
段
目

忠
臣
蔵
八
段
目　

道
行
旅
路
嫁
入　

再
板　

白
酒
歌

（
無
記
）

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
奥
会
津
南
郷
民
俗
館
・
生
活1284

九

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

山
科
の
だ
ん

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
九
段
目　

直

伝
正
本

切　

豊
竹
巴
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎
【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
西
幸
↓
伊
勢
喜
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
上
原
成
夫
家
文
書

2147 

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

053

、
小
諸
市
立
小
諸
図
書
館
・
未
整
理
（
前
表
紙
欠
）、
神
津

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料100

十

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

十
段
目
口

仮
名
・
手
本
／
忠

臣
蔵
十
段
目　

直

伝
正
本

竹
本
此
太
夫
・
大

西
東
造

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
西
幸
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・114

（
前

表
紙
に
「
板
元
馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（32）199

17

仮
名
手
本
二
度
目

清
書

仮
名
・
手
本
／
二

度
目
清
書　

山
科

の
段

仮
名
・
手
本
／
二

度
目
清
書　

下
之

巻　

山
科
の
だ
ん

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
宮
城
県
図
書
館
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
福
島
県
立
図
書
館
・ｶ

-040

②
、
国
立
音
楽

大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文
庫09-2154

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・368-1

、
上
三
原
田

歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・108

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

二
度
目
清
書　

孝

行
酒
屋
の
段

忠
臣
蔵
二
度
目
の

清
書　

孝
行
酒
屋

の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
西
幸
5
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・166

18

釜
渕
双
級
巴

下

釜
渕
双
級
巴　

か

ま
い
り
の
段

釜
箇
淵
双
巴　

石

川
五
右
衛
門　

正

本
真
伝
・
再
版　

釜
い
り
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2155

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
塙
仲
雄
家
文
書
書
籍
類

2274-1

、
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1807

、
豊
竹
呂

勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津

19

鎌
倉
三
代
記

八

鎌
倉
三
代
記　

七

ツ
目
ノ
切

七
ツ
目
切
三
浦
別

之
段　

鎌
倉
三
代

記　

直
伝
正
本

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】1821

文

政
四
年
五
月

文
政
四
巳
年

五
月
吉
日

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
117

、
神
津

〔
不
明
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

054

、
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・076

20

苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍

五

苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍　

山
の
段

苅
萱
桑
門　

高
野

山
の
段

竹
本
浪
太
夫
・
大

西
東
蔵

﹇
近
世
篇1248

・

1249

﹈1826

文

政
九
年
十
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

21

義
士
の
書
添

八

義
士
の
書
添　

八

冊
目

義
士
之
書
添　

八

冊
目

竹
本
津
賀
太
夫
・

三
味
線
鶴
沢
清
糸
【
新
出
】
文
政
五

年
│
天
保
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
両
国
横
山
町

二
丁
目
い
せ
や
喜
助
板
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-138

（
前
表
紙
に
「
両
国
横
山
町
二
丁
目
い
せ
や
喜
助
板
」
と
あ
り
）

22

草
津
乳
母
餅

草
津
姥
ヶ
餅　

閻

魔
馬
追
ノ
段

草
津
姥
ヶ
餅　

チ

ヤ
リ
浄
瑠
璃　

閻

魔
馬
追
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

085

（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁
目
西
側
伊
勢

屋
喜
助
」
と
あ
り
）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003
-139

（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁
目
西
側
伊
勢

屋
喜
助 

」
と
あ
り
）

23

曲
輪
文
章

夕
き
り
・
伊
左
衛

門
／
く
る
わ
文
章　

吉
田
屋
の
段

夕
霧
・
伊
左
衛
門

／
廓
文
章　

再
改

正
本　

吉
田
屋
之

段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
西
村
公
一
（
前
表
紙
に
「
板
元
江
戸
馬
喰
町

二
丁
目
西
村
幸
助
」
と
あ
り
）



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（33）198

24

傾
城
阿
波
の
鳴
門

八

傾
城
阿
波
の
鳴
門　

八
ツ
目
順
礼
の
段

結
城
座　

人
形
頭

取
太
田
甚
蔵　

傾

城
阿
波
の
鳴
門　

順
礼
の
段

太
夫
竹
本
筆
太

夫
・
三
弦
野
沢
語

助

﹇
近
世
篇1182

・

1183

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

八

傾
城
阿
波
の
鳴
門　

八
ツ
目

結
城
座　

人
形
頭

取
太
田
甚
蔵　

傾

城
阿
波
の
鳴
門　

順
礼
の
段

太
夫
竹
本
筆
太

夫
・
三
弦
野
沢
語

助

﹇
近
世
篇1182

・

1183

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
外
山
家
文
書
和-6-9-50

（
前

表
紙
欠
）、
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

124

、
群
馬
県
立
文
書
館
・
小
此
木
千
代
子
家
文
書1483

（
前

表
紙
欠
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津
、
神
津

〔
不
明
〕
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
・
請
求
番
号
な
し

（
前
表
紙
欠
）、
神
津

25

け
い
せ
い
恋
飛
脚

下

け
い
せ
い
恋
飛
脚　

新
口
村
の
段

大
薩
摩
座　

梅

川
・
忠
兵
衛
／
新

口
む
ら
の
段

太
夫
竹
本
播
磨
大

掾
・
三
弦
野
沢
重

五
郎

﹇
近
世
篇1184

・

1185

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・363-1

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
148

、
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文
庫

09-2164

、
西
村
公
一

26

源
平
布
引
滝

三
ノ
口

源
平
布
引
瀧　

三

段
目
の
口

湖
水
の
段　

三
の

口　

源
平
布
引
滝
（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
関
緑
家
文
書0525

三
ノ
切

源
平
布
引
瀧　

三

段
目
の
切

源
平
布
引
滝　

三

段
目
ノ
切

太
夫
豊
竹
時
太

夫
・
三
弦
野
沢
語

助

【
新
出
】
文
政
九

年
│
文
政
十
年

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

072

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
不
明
〕
神
津

27

恋
女
房
染
分
手
綱

十

恋
女
房
染
分
手
綱　

十
段
目

恋
女
房
染
分
手
綱　

再
改
正
本
所　

十

段
目　

馬
追
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
159

28

恋
娘
昔
八
丈

五

恋
娘
昔
八
丈　

城

木
屋
の
段

恋
娘
昔
八
丈　

再

改
正
本　

城
木
屋

之
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1822

文

政
五
年
十
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-00051

〔
不
明
〕
葛
生
伝
承
館
・
牧
歌
舞
伎
資
料45

七

恋
娘
昔
八
丈　

鈴

の
森
の
段

恋
娘
昔
八
丈　

鈴

の
森
の
段　

大
字

遊
下
本
・
直
伝
正

本

竹
本
氏
太
夫
・
鶴

沢
仲
助

【
新
出
】1822

文

政
五
年
十
月

文
政
五
午
年

十
月
吉
日
・

千
秋
万
歳
楽

大
叶
（
終
丁

表
）

〔
不
記
載
〕
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
・
請
求
番
号
な

し
（
前
表
紙
欠
）、
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
・
馬
嶋
家
文
庫

708

、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津
、
神
津
（
前

表
紙
欠
）

29

国
性
爺
合
戦

二

国
性
爺
合
戦　

二

ノ
口　

貝
づ
く
し

国
性
爺　

貝
つ
く

し

竹
本
政
子
太
夫
・

ツ
レ
竹
本
美
家
太

夫三
味
線
鶴
沢
徳
次

【
新
出
】1822
文

政
五
年
七
月

文
政
五
壬
午

歳
文
月
吉

日
・
千
秋
万

歳
楽
（
終
丁

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・358-1

（
前
表
紙
に

「
板
元
馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
」
と
あ
り
）

〔
不
記
載
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-384B



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（34）197

郎

裏
）

三

国
性
爺
合
戦　

三

段
目
ノ
切

国
性
爺　

紅
粉
流

之
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1822

文

政
五
年
七
月

文
政
五
壬
午

年
七
月
吉

日
・
千
秋
万

歳
楽
（
終
丁

裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・023-1

30

御
所
桜
堀
川
夜
討

三

御
所
桜
堀
川
夜
討　

三
ノ
切

御
所
桜
堀
川
夜
討　

弁
慶
上
使
段　

再

改
正
本　

新
版

竹
本
越
太
夫
・
鶴

沢
仲
助

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
西
村
公
一
氏
（
前
見
返
し
に
「
板
元
東
京
横

山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）、
神
津
（
前
見
返
し
に

「
板
元
東
京
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

三

御
所
桜
堀
川
夜
討　

三
ノ
切

弁
慶
上
使
段　

御

所
桜
三
之
切

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1814

（
前

表
紙
に
「
東
京
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）

31

碁
太
平
記
白
石
噺

四

碁
太
平
記
白
石
噺　

田
植
の
段

碁
太
平
記
白
石
噺　

四
ツ
目　

田
植
の

段

（
無
記
）

﹇
近
世
篇1141

﹈

1823

文
政
六
年

十
月
に
該
当
す
る

か

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

041

五

碁
太
平
記
白
石
噺　

五
段
目
の
切

碁
太
平
記
白
石
噺　

再
改
正
本　

与
茂

作
内
段

（
無
記
）

﹇
近
世
篇1141

﹈

1823

文
政
六
年

十
月
に
該
当
す
る

か

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

062

七

碁
太
平
記
白
石
噺　

七
ツ
目

碁
太
平
記
白
石
噺　

七
ツ
目
廓
の
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

大
西
東
蔵

﹇
近
世
篇1141

﹈

1823

文
政
六
年

十
月
に
該
当
す
る

か

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
葛
生
伝
承
館
・
牧
歌
舞
伎
資
料57

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料012

32

木
下
蔭
狭
間
合
戦

九

木
下
陰
狭
間
合
戦　

九
ツ
目

木
下
陰
狭
間
合
戦　

九
ツ
目

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

33

嫗
山
姥

二

嫗
山
姥　

二
段
目

之
切

嫗
山
姥　

煙
草
売

の
段

座
元
豊
竹
絹
太

夫
・
鶴
沢
福
松

﹇
近
世
篇1242

・

1243
﹈1826

文

政
九
年
十
月

（
無
記
）

〔
西
幸
〕
鈴
木
俊
幸
（
前
表
紙
に
「
板
元　

馬
喰
町
二
丁
目
西

村
幸
助
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
板
元　

馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
」
と
あ
り
）

〔
不
記
載
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・075

、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-205

、
南
相
木
村
公

民
館
・
追1-46

、
神
津

34

姻
袖
鏡

五

菊
池
・
大
友
／
姻

袖
鏡　

庵
室
の
段

菊
池
・
大
友
／
姻

袖
鏡　

再
改
正
本　

太
夫
竹
本
西
太

夫
・
三
弦
鶴
沢
清
（
天
保
七
年
八
月
）
（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
207



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（35）196

庵
室
の
段

糸

35

花
王
草
紙
楓
短
冊

花
王
草
紙
楓
短
冊　

三
の
切

花
王
艸
紙
楓
短
冊　

藤
吾
住
家
段

竹
本
播
磨
太
夫
・

花
沢
伊
左
衛
門

﹇
近
世
篇2036

﹈

1853

嘉
永
六
年

正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

D
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

056

、
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・068

、
西

村
公
一

36

生
写
朝
顔
話

四

朝
顔
日
記　

浜
松

の
だ
ん

増
・
補
／
朝
㒵
日

記　

浜
松
小
家
の

段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
萩
原
久
夫
家
文
書0010

（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ

り
）、
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・082

（
前

表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）、

埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1812

（
前
表
紙
に
「
江
戸

横
山
町
二
丁
目
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太

夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と

あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
大
夫 

（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目

板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
西
村
公
一
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁

目
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

四

朝
顔
日
記

新
開
板　

増
・
補

／
朝
顔
日
記　

宿

屋
の
段
・
切
大
井

川
の
段　

浪
花
義

正
軒
筆
・
直
伝
正

本
也

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1776

（
前

表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）、

埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書 1781

（
前
表
紙
欠
）、
豊
竹

呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」

と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁

目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に

「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢

太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と

あ
り
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町

二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表

紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）

〔
不
明
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料 

091

（
前
後
表
紙
欠
）、
群
馬
県
立
文
書
館
・
倉
品
家
文
書

0545

（
後
ろ
表
紙
欠
。
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊

勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）

37

浄
瑠
璃
万
歳

御
祝
儀
寿
万
歳

寿
万
歳　

御
祝
儀

浄
瑠
璃

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
神
津
（
前
表
紙
に
「
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁

目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

38

新
う
す
ゆ
き
物
語

新
薄
雪
物
語　

鍛

冶
屋
の
段

新
薄
雪
物
語　

鍛

冶
屋
之
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
本
文
末
に
「
正
本
所
江
戸
」
と

の
み
残
る
）



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（36）195

39

神
霊
矢
口
渡

二

神
霊
矢
口
渡　

二

段
目
切

神
霊
矢
口
渡　

再

改
正
本　

二
ノ
切　

八
郎
物
語
段

（
無
記
）

【
新
出
】1823

文

政
六
年
二
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
奥
会
津
南
郷
民
俗
館
・
生
活1284

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

081

三

神
霊
矢
口
渡　

三

ノ
切

神
霊
矢
口
渡　

再

改
正
本　

三
段
目

ノ
切
・
兵
庫
館

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1823

文

政
六
年
二
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・371-1

、
神
津

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料089

四

神
霊
矢
口
渡　

四

之
切

神
霊
矢
口
渡
四
ノ

切　

渉
場
の
だ
ん

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

【
新
出
】1823

文

政
六
年
二
月

文
政
六
未
年

二
月
吉
日
・

於
結
城
座
興

行
（
後
見
返

し
）

〔
不
記
載
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・060

、

神
津

40

菅
原
伝
授
手
習
鑑

三

菅
原
伝
授
手
習
鑑　

三
ノ
切

菅
原
伝
授　

桜
丸

切
腹
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・066

、

豊
竹
呂
勢
太
夫

四

菅
原
伝
授
手
習
鑑　

四
段
目

菅
原
伝
授
手
習
鑑　

再
改
正
本　

寺
子

屋
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
西
幸
↓
伊
勢
喜
〕
神
津
（
後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町

弐
丁
目
・
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
小
諸
市
立
小
諸
図
書
館
・912.4-12

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津
（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町

二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
弘
前
市
立
図
書
館
・W

768.4-014

（
前
表
紙

に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）、

豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁
目

伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
未
詳
〕 

檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料 106 

（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢

屋
喜
助
」
と
あ
り
）

41

関
取
千
両
幟

二

関
取
千
両
幟　

二

段
目

結
城
座　

人
形
頭

取
太
田
甚
蔵　

関

取
千
両
幟
角
力
の

段　

再
改
正
本

太
夫
竹
本
綱
太

夫
・
三
弦
豊
沢
扇

左
衛
門

﹇
近
世
篇1182

・

1183

﹈1825

文

政
八
年
正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
鳥
越
文
庫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
国
立
劇
場
・D

2-4

／
特
12
／001

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2174

42

関
取
二
代
勝
負
附

関
取
二
代
勝
負
附　

秋
津
島
内
之
段

関
取
二
代
勝
負
附　

秋
津
島
内
段　

再

改
正
本

竹
本
染
太
夫
・
野

沢
語
助

﹇
近
世
篇1264

﹈
1827

文
政
十
年

三
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
田
中
光
雄
家
文
書0004

43

摂
州
合
邦
辻

下

合
邦
辻　

下
の
巻

ノ
切

摂
州
合
邦
辻　

直

伝
正
本
所

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
西
幸
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館 369-1

（
前
表
紙
に
「
版
元

馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
」
と
あ
り
）



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（37）194

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

44

染
模
様
妹
背
門
松

下

染
模
様
妹
背
門
松　

質
屋
の
段

お
そ
め
久
ま
つ　

妹
背
・
門
松
／
質

店
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
義
太
夫
本
問
屋
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員

会
・084

、
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・362-1

下

染
模
様
妹
背
門
松　

下
の
巻
お
文

妹
背
門
松　

お
文

の
だ
ん　

直
伝
正

本

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

45

太
平
記
忠
臣
講
釈

五

道
行
人
目
の
重
縫　

忠
臣
講
釈

忠
臣
講
釈　

道
行

人
目
の
重
縫　

再

改
正
本

（
無
記
）

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
西
幸
5
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-269

（
後

ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町
弐
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

七

太
平
記
忠
臣
講
釈　

七
ツ
目

太
平
記
忠
臣
講
釈　

七
ツ
目
重
太
郎
内

の
段

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01639-
073

、
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文
庫

09-2177

、
真
田
宝
物
館

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

096

、
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1795

〔
不
記
載
〕
奥
会
津
南
郷
民
俗
館
・
生
活1284-8

46

伊
達
競
阿
国
戯
場

八

伊
達
競
阿
国
戯
場　

八
ツ
目

伊
達
競
阿
国
戯
場　

再
改
正
本　

八
ツ

目
切
垣
生
村
の
段

出
語
リ
太
夫
竹
本

む
ら
太
夫
・
三
弦

鶴
沢
勝
造

【
新
出
】1822

文

政
五
年
四
月

文
政
五
壬
午

歳
卯
月
吉
日

千
秋
万
歳
楽

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

九

伊
達
競
阿
国
戯
場　

九
ツ
目
切　

土
橋

の
段

伊
達
競
阿
国
戯
場　

再
改
正
本　

九
ツ

目
切　

土
橋
の
段

竹
本
氏
太
夫
・
鶴

沢
仲
助

【
新
出
】1822

文

政
五
年
四
月

文
政
五
壬
午

歳
卯
月
吉

日
・
千
秋
万

歳
楽
（
終
丁

表
）

〔
不
記
載
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
湯
本
正
喜
家
文
書1039

、
上

三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・073

、
豊
竹
呂
勢
太

夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

47

玉
藻
前
曦
袂

三

三
国
妖
婦
伝　

道

春
館
ノ
段

三
国
・
妖
婦
伝
／

道
春
館
の
段　

三

段
目
ノ
切

太
夫
竹
本
絹
太

夫
・
三
弦
鶴
沢
福

松

【
新
出
】1826

文

政
九
年
十
月
前
後

か

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
近
石
泰
秋
資
料

0127

、
神
津

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
西
村
公
一
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太

夫〔伊
勢
喜
3 

A
〕 

神
津20081016

〔
不
記
載
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1802

48

田
村
麿
鈴
鹿
合
戦

四

勢
州
阿
漕
浦　

平

治
住
家
ノ
段

勢
州
阿
漕
浦　

再

改
正
本　

平
治
住

家
段

竹
本
綱
太
夫
・
豊

沢
仙
左
衛
門

【
新
出
】
文
政
七

│
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
福
島
県
立
図
書
館
・ｶ

-062

、
常
陸
大
宮
市

歴
史
民
俗
資
料
館
・
美
和
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
史
料 

77
、
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-244

、
名
古
屋
市
博
物



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（38）193

館
・
和
き015

③
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神

津〔伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
不
明
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・057

49

壇
浦
兜
軍
記

三

琴
責
の
段

檀
浦
兜
軍
記　

琴

責
の
段

カ
ケ
合
豊
竹
巴
太

夫
・
竹
本
宮
戸
太

夫
・
竹
本
津
賀
太

夫
。
三
弦
鶴
沢
勝

次
郎
・
三
曲
鶴
沢

清
糸

【
新
出
】1822

文

政
五
年
四
月

文
政
五
壬
午

歳
卯
月
吉
日

千
秋
万
歳
楽

（
終
丁
裏
）

〔
西
幸
6
〕
神
津
（
後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町
弐
丁
目
・

伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01339

（
奥

付
大
半
破
損
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
・
請
求
番

号
な
し

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文

庫09-2183

50

近
頃
河
原
達
引

お
し
ゆ
ん
・
伝
兵

衛
／
近
頃
河
原
達

引　

堀
川
の
段

近
頃
河
原
の
達
引　

お
し
ゆ
ん
・
伝
兵

衛
／
堀
川
の
段　

直
伝
正
本
所

竹
本
む
ら
太
夫
・

鶴
沢
勝
造

【
新
出
】
文
政
七

│
十
二
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
真
田
宝
物
館

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・373-1

〔
不
明
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫 ﾁ

062

51

忠
臣
競
四
谷
怪
談

忠
臣
競
四
谷
怪
談　

羽
宮
住
家
ノ
段

忠
臣
競
四
ツ
谷
怪

談　

羽
宮
屋
舗
段　

新
浄
瑠
璃

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

【
新
出
】

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
304

52

蝶
花
形
名
歌
島
台

八

蝶
花
形
名
歌
島
台　

八
冊
目

蝶
花
形
名
歌
島
台　

再
改
正
本　

八
冊

目

（
無
記
）

（
無
記
）

（
無
記
）

〔
西
幸
6
〕
沼
津
市
明
治
史
料
館 

原
渡
辺
家 P029

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
神
津
、
神
津

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
丸
山
知
良
家
文
書0066

（
前
表
紙
欠
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
南
相
木
村
公
民
館
・
追1-48

、
神
津

〔
不
明
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料 

110

53

裙
重
浪
花
八
文
字

六

恨
鮫
鞘　

鱣
谷
ノ

段

褄
重
恨
鮫
鞘　

鱣

谷
の
だ
ん　

直
伝

正
本

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

【
新
出
】1823

文

政
六
年
五
月

文
政
六
癸
未

歳
五
月
吉

日
・
結
城
座

御
操
（
後
見

返
し
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
本
文
末
年
記
の
下
に
「
竹
本
此

太
夫
直
伝
・
三
味
線
大
西
東
造
」
と
あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫

（
本
文
末
年
記
の
下
に
「
竹
本
此
太
夫
直
伝
・
三
味
線
大
西
東

造
」
と
あ
り
）

〔
不
明
〕
神
津
（
前
表
紙
欠
。
本
文
末
年
記
の
下
に
「
竹
本
此

太
夫
直
伝
・
三
味
線
大
西
東
造
」
と
あ
り
）



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（39）192

〔
不
記
載
〕
神
津
（
本
文
末
年
記
の
下
に
「
竹
本
此
太
夫
直
伝
」

と
あ
り
）

54

道
成
寺
現
在
蛇
鱗

四

清
姫
日
高
川
の
段

道
成
寺
現
在
蛇
鱗　

再
改
正
本　

日
高

川
の
段

（
無
記
）

（
無
記
）

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・059

55

道
中
膝
栗
毛

喜
太
八
・
弥
二
郎

兵
衛
／
道
中
膝
栗

毛　

赤
坂
並
木
の

段

新
板
ち
や
り　

道

中
膝
栗
毛　

赤
阪

並
木
段

（
無
記
）

（
無
記
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

072

56

那
須
与
市
西
海
硯

三

那
須
与
一
西
海
硯　

三
段
目
の
切

那
須
与
市　

西
海

硯　

再
改
正
本
所　

化
生
屋
鋪
の
段

（
無
記
）

（
無
記
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

57

夏
浴
衣
清
十
郎
染

お
な
つ
・
清
十
郎

／
寿
連
理
の
松　

湊
町
の
だ
ん

寿
連
理
の
松　

お

夏
・
清
十
郎
／
湊

町
の
た
ん

豊
竹
時
太
夫
・
鶴

沢
蟻
鳳
勝
遊

﹇
近
世
篇1034

﹈

1819

文
政
二
年

四
月

（
無
記
）

〔
西
幸
1
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
中
西
仁
智
雄
氏

旧
蔵 

ゆ182

58

箱
根
霊
験
躄
仇
討

九

箱
根
霊
験　

江
浦

屋
敷
の
だ
ん

箱
根
霊
験
躄
仇
討　

九
冊
目

（
無
記
）

【
新
出
】1822

文

政
五
年
七
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
茨
城
県
立
歴
史
館
・
塙
仲
雄
家
文
書
書
籍
類

2274-5

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

十

霊
験
躄
仇
討　

十

冊
目

躄
仇
討　

餞
別
の

段　

再
改
正
本　

十
段
目

（
無
記
）

【
新
出
】1822

文

政
五
年
七
月

文
政
八
乙
酉

年
夏
月
再
板

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01736

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
飯
田
市
美
術
博
物
館
・
上
古
田
唐
沢
家
文
書

2256

、
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
本
文
末
の
年
記
か
す
か
に
「
文
政

八
乙
」
と
読
め
る
）

十
一

箱
根
霊
験
躄
仇
討　

瀧
の
段

箱
根
霊
験　

躄
仇

討　

十
一
段
目

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

【
新
出
】1822

文

政
五
年
七
月

文
政
五
壬
午

歳
文
月
吉

日
・
千
秋
万

歳
楽
（
終
丁

裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
角
田
光
枝
家
文
書

1321

、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
不
明
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
後
表
紙
欠
）

59

八
陳
守
護
城

八

八
陣
守
護
城

八
陣
守
護
城　

正

清
館
の
段

竹
本
染
太
夫
・
野

沢
語
助

﹇
近
世
篇1445
・

1446

﹈1832
天

保
三
年
正
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

60

艶
容
女
舞
衣

下

艶
容
女
舞
衣　

下

の
巻
の
切

増
・
補
／
艶
容
女

舞
衣　

再
改
正
本　
（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
神
津
（
前
表
紙
に
「
正
本
板
元
江
戸
横
山
町

二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）
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酒
屋
の
段

61

花
襷
会
𥡴
褐
布
染

四

花
襷
会
𥡴
褐
布
染　

四
冊
目

官
次
郎
切
腹
の
段　

花
襷
・
四
ツ
目

口　

竹
本
長
戸
太

夫
・
鶴
沢
勝
吉

切　

豊
竹
巴
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1822

文

政
五
年
閏
正
月

文
政
五
壬
午

歳
閏
正
月
吉

日
・
於
結
城

座
興
行
・
大

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
神
津

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料123

入
叶
（
終
丁

裏
）

六

花
襷
会
𥡴
褐
布
染　

六
ツ
目
ノ
切

花
襷
六
ツ
目
ノ
切　

船
揚
り
の
段

竹
本
氏
太
夫
・
鶴

沢
仲
助

【
新
出
】1822

文

政
五
年
閏
正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料009

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

112

八

花
襷
会
𥡴
褐
布
染　

八
ツ
目
ノ
切

花
襷
八
ツ
目　

月

本
屋
敷
の
段

切　

竹
本
宮
戸
太

夫
・
鶴
沢
勝
次
郎

奥
か
け
合　

竹
本

宮
戸
太
夫
・
竹
本

津
賀
太
夫

【
新
出
】1822

文

政
五
年
閏
正
月

文
政
五
壬
午

年
閏
正
月
吉

日
（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津

62

花
上
野
誉
の
石
碑

四

花
上
野
誉
の
石
碑　

志
渡
寺
の
段

金
毘
羅
御
利
生　

版
・
元
／
﹇
空
白
﹈　

花
上
野
誉
の
石
碑　

再
改
正
本　

志
渡

寺
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
西
幸
5
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫 ﾊ

164

（
前
表
紙
欠
）

〔
西
幸
↓
伊
勢
喜
〕
神
津
（
後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町

弐
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
1
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

171

（〔
西
村
Ⅵ
〕
の
板
元
名
を
削
る
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
弘
前
市
立
図
書
館
・W

768.4 047

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01112

七

花
上
野
誉
の
石
碑　

七
ツ
目
の
切

金
毘
羅
御
利
生　

花
上
野
誉
の
石
碑　

品
川
之
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料017

、
南
相
木
村
公
民
館
・
追1-47

、
美
濃
加
茂
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・8290

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

63

花
雲
佐
倉
曙

中

花
雲
佐
倉
曙　

惣

五
郎
住
家
ノ
段

花
雲
佐
倉
曙　

新

版　

当
吾
住
家
段
（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
342

（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
板
」
と

あ
り
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町

二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
板
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

099

（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
板
」
と

あ
り
）



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
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効
用
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64

播
州
皿
屋
鋪

下

播
州
皿
屋
敷　

青

山
館
の
段

青
山
館
の
段　

播

州
皿
屋
敷

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

042

、
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1805

65

彦
山
権
現
誓
助
剣

六

﹇
彦
山
権
﹈
現
誓

助
剣　

六
ツ
目

六
ツ
目
返
り
討
之

段　
﹇
彦
山
権
﹈

現
誓
助
剣

﹇
竹
﹈
本
宮
戸
太

夫
・﹇
鶴
沢
﹈
勝

次
郎

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
資
料

127

七

彦
山
権
現
誓
助
剣　

七
ツ
目

瓢
簞
畑
の
﹇
欠
﹈　

彦
山
権
現
誓
助

﹇
剣
﹈

（
無
記
）

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津
（
前
表
紙
に
「
板
元　

馬
喰
町
二
丁
目

西
村
幸
助
」
と
あ
り
）

九

彦
山
権
現
誓
助
剣　

九
ツ
目
毛
谷
村
の

段

九
ツ
目
毛
谷
村
之

段　

彦
山
権
現
誓

助
剣

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
西
幸
5
〕
山
形
県
立
博
物
館
教
育
資
料
館
・917001-056-2

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

66

鶊
山
姫
舎
松

三
ノ
切

中
将
姫
雪
責
の
段

中
将
姫
古
跡
松　

雪
勢
免
の
段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

116

（
前
表
紙
に
「
東
京
横
山
町
二
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
版
」
と

あ
り
）、
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
東
京
横
山
町
二
丁
目

伊
勢
屋
喜
助
版
」
と
あ
り
）

67

姫
小
松
子
日
の
遊

二
ノ
切

姫
小
松
子
日
の
遊　

二
段
目
赦
免
状

姫
小
松
二
段
目　

赦
免
状
之
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

大
西
東
造

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

三
ノ
切

俊
寛
島
物
語　

姫

小
松
三
ノ
切

姫
小
松
三
之
切　

俊
寛
島
物
語

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

68

日
吉
丸
稚
桜

三
ノ
切

日
吉
丸
稚
桜　

三

段
目
の
切

日
吉
丸
稚
桜　

正

本
直
伝　

三
の
切

太
夫
竹
本
綱
太

夫
・
三
弦
野
沢
語

助

【
新
出
】
文
政
七

│
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1775

、
真

田
宝
物
館

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料120

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

69

ひ
ら
か
な
盛
衰
記

二
ノ
切

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

二
ノ
切

盛
衰
記　

先
陣
問

答
・
源
太
勘
当　

二
段
目
之
切

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

【
新
出
】
文
政
五

年
│
天
保
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

三
ノ
中

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

笹
引
の
段

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

三
段
目　

笹
引

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
西
幸
〕
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
近
石
泰
秋
資
料0124

（
前
表
紙
に
「
馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助
板
」
と
あ
り
）

〔
不
記
載
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・078

三
ノ
切

前
半

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

三
段
目

平
仮
名
盛
衰
記　

三
ノ
切　

妻
乞

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
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三
ノ
切

後
半

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

逆
櫓
之
段

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

三
之
切　

逆
櫓
の

段

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

039

四
ノ
中

ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

無
間
鐘
の
段

再
改
正
本　

平
仮

名
盛
衰
記　

四
ノ

中　

む
け
ん

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・367-1

（
前
表
紙
に

「
馬
喰
町
四
丁
目
伊
世
屋
万
吉
板
」
と
あ
り
）

70

本
朝
廿
四
孝

二
ノ
切

本
朝
廿
四
孝　

二

段
目
ノ
切

本
朝
廿
四
孝
二
ノ

切　

直
伝
正
本
／

再
・
改　

勝
頼
切

腹
段

竹
本
氏
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
・
清
六
文
庫0312

、

豊
竹
呂
勢
太
夫

三
ノ
口

本
朝
廿
四
孝　

三

段
目
の
口

結
城
座　

本
朝
廿

四
孝　

三
段
目
の

口

竹
本
此
太
夫
・
大

西
東
造

【
新
出
】
文
政
七

│
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

三
ノ
中

本
朝
廿
四
孝　

三

段
目
の
中

本
朝
廿
四
孝　

三

ノ
中　

直
伝
正
本

再
改

豊
竹
若
太
夫
・
鶴

沢
市
造

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
西
幸
5
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

本
朝
廿
四
孝　

三

段
目
の
中

結
城
座　

本
朝
廿

四
孝　

三
段
目
ノ

中

竹
本
此
太
夫
・
大

西
東
造

【
新
出
】
文
政
七

│
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2
Ｂ
〕
神
津

〔
不
明
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・169

三
ノ
切

本
朝
廿
四
孝　

三

段
目
ノ
切

結
城
座　

本
朝
廿

四
孝　

三
段
目
の

切

竹
本
綱
太
夫
・
豊

沢
扇
左
衛
門

【
新
出
】
文
政
七

│
八
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
野
田
市
立
興
風
図
書
館
・374-1

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1806

、
国

立
音
楽
大
学
図
書
館
・
竹
内
道
敬
文
庫09-2203

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・11699

、

人
形
劇
の
図
書
館

四
ノ
切

本
朝
廿
四
孝　

四

段
目
の
切

本
朝
廿
四
孝
四
ノ

切　

直
伝
正
本

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
六

│
七
年

（
無
記
）

〔
西
幸
Ⅳ
－
〕
沼
津
市
明
治
史
料
館
・
原
渡
辺
家 P039

〔
西
幸
6
〕
神
津

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・

111

、
鈴
木
俊
幸
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
丸
山
知
良
家
文
書0065

（
前
表
紙
欠
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料014

（
前
表
紙
欠
）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01635



江
戸
板
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本
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下
本
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効
用
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71

三
日
太
平
記

五
ノ
切

出
世
太
平
記　

本

能
寺
の
段

頭
取
太
田
甚
蔵　

出
世
太
平
記　

再

改
正
本　

五
ツ
目

本
能
寺
之
段

太
夫
竹
本
む
ら
太

夫
・
三
弦
鶴
沢
勝

造

【
新
出
】1826

文

政
九
年
正
月

（
無
記
）

〔
不
記
載
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
小
此
木
千
代
子
家
文
書

2770

、
神
津

九
ノ
切

出
世
太
平
記　

九

段
目

出
世
太
平
記　

松

下
住
家
の
段　

再

改
正
本
所

太
夫
竹
本
岡
太

夫
・
三
弦
鶴
沢
勝

吉
太
夫
竹
本
津
賀

太
夫
・
三
弦
鶴
沢

清
糸

【
新
出
】1826

文

政
九
年
正
月

時
文
政
九
年

丙
戌
正
月

（
終
丁
裏
）

〔
西
幸
3
〕
神
津

出
世
太
平
記　

九

ツ
目
ノ
切

出
世
太
平
記　

松

下
住
家
の
段　

再

改
正
本
所

太
夫
竹
本
岡
太

夫
・
三
弦
鶴
沢
勝

吉
太
夫
竹
本
津
賀

太
夫
・
三
弦
鶴
沢

清
糸

【
新
出
】1826

文

政
九
年
正
月

時
文
政
九
年

丙
戌
正
月

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1786

、
西

村
公
一

〔
伊
勢
喜
3 

B
〕
弘
前
市
立
図
書
館
・W

768.4-053

〔
不
明
〕
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
・040

（
前

後
表
紙
欠
）

72

迎
駕
籠
死
期
茜
染

迎
駕
籠
知
死
期
茜

染　

聚
楽
町
ノ
段

迎
・
駕
／
梅
の
由

兵
衛　

再
改
正
本

所　

聚
楽
町
の
段

太
夫
竹
本
古
野
太

夫
・
三
弦
鶴
沢
勝

造

【
新
出
】
文
政
七

│
十
年
秋
以
前

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津20120712

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料015

〔
不
明
〕
鈴
木
俊
幸
（
伊
勢
喜
板
の
奥
付
一
行
目
の
み
を
残
し

て
破
損
）

73

伽
羅
先
代
萩

三

伽
羅
先
代
萩　

三

ツ
目

再
改
正
本　

先
代

萩　

毒
茶
の
だ
ん

竹
本
組
太
夫
・
鶴

沢
芳
次
郎

﹇
近
世
篇1148

﹈

1824

文
政
七
年

正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ｲ

14-00003-
365〔

伊
勢
喜
2 

B
〕
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
・ﾆ

11-01639-
073

六
ノ
口

伽
羅
先
代
萩　

六

ツ
目
の
口

伽
羅
先
代
萩　

再

改
正
本　

六
ツ
目

口
・
竹
間
の
段

（
無
記
）

﹇
近
世
篇1148

﹈

1824

文
政
七
年

正
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

六
ノ
切

伽
羅
先
代
萩　

六

ツ
目
の
切

伽
羅
先
代
萩　

六

ツ
目
御
殿
之
段

竹
本
む
ら
太
夫
・

鶴
沢
勝
造

﹇
近
世
篇1148

﹈

1824
文
政
七
年

正
月

（
無
記
）

〔
西
幸
3
〕
神
津

〔
西
幸
5
〕
神
津

〔
不
記
載
〕
山
形
県
立
博
物
館
教
育
資
料
館
・917001-056-1

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
小
諸
市
立
小
諸
図
書
館
・912.4-09

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1809

、
豊

竹
呂
勢
太
夫
、
豊
竹
呂
勢
太
夫
、
神
津
、
神
津
（
前
表
紙
欠
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
弘
前
市
立
図
書
館
・W

768.4-043

、
神
津



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（44）187

74

栬
狩
剣
本
地

三
ノ
切

楓
狩
剣
本
地　

三

段
目

紅
葉
狩
剣
本
地　

艾
屋
の
段

（
無
記
）

【
新
出
】1825

文

政
八
年
五
月

旹
文
政
八
乙

酉
仲
夏
吉
旦

（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

75

弓
勢
智
勇
湊

二
ノ
切

灘
右
衛
門
物
語
之

段　

再
板　

弓
勢

二
ノ
切

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

76

義
経
腰
越
状

三
ノ
切

義
経
腰
越
状　

三

段
目

﹇
南
﹈
蛮
鉄
・﹇
後

藤
﹈
目
貫
／
生
酔

段　
﹇
焼
失
﹈

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本

資
料126

77

義
経
千
本
桜

二
ノ
中

義
経
千
本
桜　

二

段
目
ノ
中

義
経
千
本
桜　

直

伝
正
本　

二
段
目

之
中
・
渡
海
屋
の

段

（
無
記
）

【
新
出
】1822

文

政
五
年
三
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町

二
丁
目
・
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）、
神
津
（
前
表
紙
に

「
江
戸
横
山
町
二
丁
目
・
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫
（
前
表
紙
に
「
江
戸
横
山
町

二
丁
目
・
板
元
伊
勢
屋
喜
助
」
と
あ
り
）

二
ノ
切

義
経
千
本
桜　

二

の
切

義
経
千
本
桜　

再

改
正
本　

二
段
目

之
切

竹
本
氏
太
夫
・
鶴

沢
仲
助

【
新
出
】1822

文

政
五
年
三
月

文
政
五
壬
午

年
三
月
吉
日

（
終
丁
裏
）

〔
西
幸
↓
伊
勢
喜
〕
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
近
石
泰
秋
資

料0125

（
後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町
弐
丁
目
伊
勢
屋

喜
助
」
と
あ
り
）

三
ノ
口

義
経
千
本
桜　

三

ノ
口

義
経
千
本
桜　

再

改
正
本　

三
段
目

ノ
口

竹
本
津
賀
太
夫
・

鶴
沢
清
糸

【
新
出
】1822

文

政
五
年
三
月

（
無
記
）

〔
西
幸
6
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫 ﾖ

048

三
ノ
切

義
経
千
本
桜　

三

之
切

義
経
千
本
桜　

三

段
目
之
切
・
鮓
屋

の
段

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】1822

文

政
五
年
三
月

文
政
五
壬
午

年
三
月
吉
日

（
終
丁
裏
）

〔
西
幸
〕
神
津
（
終
丁
裏
に
「
正
本
板
元
馬
喰
町
二
丁
目
西
村

幸
助
」
と
あ
り
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
群
馬
県
立
文
書
館
・
大
谷
典
子
家
文
書

0080

、
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
2 

B
〕
神
津20120914

四
ノ
中

義
経
千
本
桜　

四

ノ
切

義
経
千
本
桜　

狐

忠
信
の
段

竹
本
宮
戸
太
夫
・

鶴
沢
勝
次
郎

【
新
出
】1822

文

政
五
年
三
月

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

78

義
仲
勲
功
記

五

乱
菊
枕
慈
童

菊
慈
童　

直
伝
正

本
所

（
無
記
）

（
未
詳
）

（
無
記
）

〈
義
太
夫
本
問
屋
〉
豊
竹
呂
勢
太
夫

79

蘭
奢
待
新
田
系
図

三
ノ
切

蘭
奢
待
新
田
系
図　

三
段
目

蘭
奢
待　

三
段
目

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】
文
政
四

│
五
年

（
無
記
）

〔
伊
勢
喜
2 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
神
津



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（45）186

80

和
田
合
戦
女
舞
鶴

三
ノ
切

和
田
合
戦
女
舞
鶴　

三
ノ
切

和
田
合
戦
女
舞
鶴　

三
之
切
・
市
若
切

腹
ノ
段

豊
竹
巴
太
夫
・
鶴

沢
勝
次
郎

【
新
出
】1822

文

政
五
年
閏
正
月

文
政
五
壬
午

歳
閏
正
月
吉

日
（
終
丁
裏
）

〔
伊
勢
喜
3 

A
〕
豊
竹
呂
勢
太
夫



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（46）185

奥
付
番
号
一
覧

〔
西
幸
１
〕　

豊
竹
呂
勢
太
夫
「
寿
連
理
の
松
」

抑
浄
瑠
璃
板
本
為
専
業
体
故
今
般
始
号

大
字
遊
下
本
正
節
章
句
再
訂
而
令
開

板
者
也　
　

名
代
結
城
孫
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

座
元
竹
本
出
水
太
夫

御
操　
　
　
　
　

太
夫
豊
竹
巴
太
夫

　
　
　
　
　
　
　

太
夫
竹
本
宮
戸
太
夫

文
政
四
辛
巳
年　

三
弦
鶴
沢
勝
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

頭
取
太
田
甚
蔵

春
三
月
吉
日
定

　
　
　
　
　
　
　

江
戸
馬
喰
町
二
丁
目　

西
村
屋
与
八

　
　
　

正
本
所　

同
町
中
程　
　
　
　
　

西
村
屋
幸
助

〔
西
幸
２
〕　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」

抑
浄
瑠
璃
板
本
為
専
業
体
故
今
般
始
号

大
字
遊
下
本
正
節
章
句
再
訂
而
令
開

板
者
也　
　

名
代
結
城
孫
三
郎

御
操　
　
　
　
　

座
元
竹
本
出
水
太
夫

　
　
　
　
　
　
　

太
夫
竹
本
宮
戸
太
夫

文
政
六
癸
未
年　

三
弦
鶴
沢
勝
次
郎

三
月
吉
日
改　
　

頭
取
太
田
甚
蔵

　
　

正
本
所　
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目 

西
村
幸
助

　
　

清
龍
丹　

た
ん
の
薬　

第
一
む
ね
を
ひ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
を
出
す
事
妙
也



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（47）184

〔
西
幸
３
〕　

神
津
「
出
世
太
平
記　

九
段
目
」

抑
浄
瑠
璃
版
本
為
専
業
体
故
今
般
始
而
号

大
字
遊
下
本
正
節
章
句
再
訂
而
令
開
版
者
也

　
　
　
　
　
　

名
代
豊
竹
肥
前
掾

東
都
葺
屋
町　
　

座
元
豊
竹
絹
太
夫

御
操　
　
　
　
　

頭
取
太
田
甚
蔵

文
政
九
丙
戌
年　

正
本
所　
　

馬
喰
町
二
丁
目

五
月
吉
日
始
改　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
屋
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
む
ね
を
ひ
ら　

万
歳

　
　

清
龍
丹　

た
ん
の
薬　

か
し
こ
え
を　
　
　

叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
す
事
妙
也

〔
西
幸
４
〕　

沼
津
市
明
治
史
料
館
「
本
朝
廿
四
孝　

四
段
目
の
切
」

抑
浄
瑠
璃
板
本
為
専
業
体
故
今
般
始
而
号

大
字
遊
下
本
正
節
章
句
再
訂
而
令
開
板
者
也

　
　
　
　
　
　

名
代
土
佐
虎
之
助

東
都
堺
町　
　
　

座
元
竹
本
金
蔵

御
操　
　
　

ゆ
か
頭
取
竹
本
生
駒
太
夫

　
　
　
　
　

人
形
頭
取
吉
田
冠
二

文
政
十
丁
亥
年　

人
形
方
西
川
伊
三
郎

七
月
吉
日
改

　
　
　

正
本
所
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助

　
　

清
龍
丹　

た
ん
の
薬　

第
一
む
ね
を
ひ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
を
出
す
事
妙
也



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（48）183

〔
西
幸
６
〕　

神
津
「
琴
責
の
段
」

抑
浄
瑠
璃
板
本
為
専
業
体
故
今
般
始
而
号

大
字
遊
下
本
正
節
章
句
再
訂
而
令
開
板
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
元
大
薩
摩
吉
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
夫
竹
本
津
賀
太
夫

東
都
堺
町　
　
　
　
　

三
味
線
鶴
沢
清
糸

御
操　
　
　
　
　
　
　

ゆ
か
頭
取
竹
本
鳴
戸
太
夫

天
保
六
乙
未
年　
　
　

人
形
頭
取
吉
田
国
五
郎

三
月
吉
日
改　
　
　
　

人
形
方
吉
田
兵
吉

　
　
　

正
本
所
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助

〔
西
幸
５
〕　

神
津
「
伽
羅
先
代
萩
」

抑
浄
瑠
璃
板
本
為
専
業
体
故
今
般
始
而
号

大
字
遊
下
本
正
節
章
句
再
訂
而
令
開
板
者
也

　
　
　
　
　
　

名
代
土
佐
虎
之
助

東
都
堺
町　
　
　

座
元
竹
本
金
蔵

御
操　
　
　

ゆ
か
頭
取
竹
本
生
駒
太
夫

　
　
　
　
　

人
形
頭
取
吉
田
冠
二

文
政
十
丁
亥
年　

人
形
方
西
川
伊
三
郎

十
月
吉
日
改

　
　
　

正
本
所
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
西
村
幸
助

　
　

清
龍
丹　

た
ん
の
薬　

第
一
む
ね
を
ひ
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
を
出
す
事
妙
也



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（49）182

〔
伊
勢
喜
１
〕　

（2）
頁
〔
写
真
４
〕
を
参
照
の
こ
と
。

板
本
改　

横
山
町
弐
丁
目

　
　
　
　

伊
勢
屋
喜
助

〔
伊
勢
喜
２
Ａ
〕　

神
津
「
蝶
花
形
名
歌
島
台　

八
冊
目
」

此
度
抜
本
相
改
メ
大
字
遊
下
本
新
浄
瑠
璃

追
々
開
板
出
来
仕
候
間
御
求
被
成
下
御
贔
屓

御
評
判
之
程
偏
ニ
奉
希
候
以
上

東
都
堺
町　
　
　
　

江
戸
横
山
町
二
丁
目
西
側

　

御
操　
　
　
　
　

鉄
店　

伊
勢
屋
喜
助
板

〔
伊
勢
喜
２
Ｂ
〕　

西
村
公
一
氏
「
く
る
わ
文
章　

吉
田
屋
の
段
」

此
度
抜
本
相
改
メ
大
字
遊
下
本
新
浄
留
理
等

追
々
開
板
出
来
仕
候
間
御
求
被
成
下
御
贔
屓

御
評
判
之
程
偏
ニ
奉
希
候
以
上

東
都
堺
町　
　
　
　
　

江
戸
横
山
町
二
丁
目

　

御
操　
　
　
　

板
元　

伊
勢
屋
喜
助
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（50）181

〔
伊
勢
喜
２
Ｃ
〕　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
「
伊
賀
越
道
中
双
六　

沼
津
の
段
」

　

江
戸
横
山
町
二
丁
目

板
元　

伊
勢
屋
喜
助

〔
伊
勢
喜
３
Ａ
〕　

神
津
「
蘭
奢
待
新
田
系
図　

三
段
目
」

此
度
抜
本
相
改
メ
大
字
遊
下
本
新
浄
留
理
等

追
々
開
板
出
来
仕
候
間
御
求
被
成
下
御
贔
屓

御
評
判
之
程
偏
ニ
奉
希
候
以
上

東
都
堺
町　
　
　
　
　

東
京
横
山
町
二
丁
目

　

御
操　
　
　
　

板
元　

伊
勢
屋
喜
助



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（51）180

〔
伊
勢
喜
３
Ｃ
〕　

神
津
「
奥
州
安
達
原　

三
段
目
ノ
切
」

　

東
京
横
山
町
二
丁
目

板
元　

伊
勢
屋
喜
助

〔
伊
勢
喜
３
Ｂ
〕　

国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
「
琴
責
の
段
」

此
度
抜
本
相
改
メ
大
字
遊
本
新
浄
留
理
等

追
々
開
板
出
来
仕
候
間
御
求
被
成
下
御
贔
屓

御
評
判
之
程
偏
ニ
奉
希
候
以
上

東
京
堺
町　
　
　
　
　

東
京
横
山
町
二
丁
目

　

御
操　
　
　
　

板
元　

伊
勢
屋
喜
助
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〔
伊
勢
喜
３
Ｄ
〕　

西
村
公
一
氏
「
花
王
草
紙
楓
短
冊　

三
の
切
」

東
京
横
山
町
二
丁
目

　
　

伊
勢
屋
喜
助
版

〔
義
太
夫
本
問
屋
〕　

豊
竹
呂
勢
太
夫
氏
「
乱
菊
枕
慈
童
」

義
太
夫
本
問
屋



江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用

（53）178

№010203

遊
下
本

�
こ
そ
は
か
へ
ら
る
ゝ
。

き
そ
山
こ
た
ち
あ
ら
く
れ
て
。
無
法
む
て
つ
を
し
に
せ
に
て
な
も
横
蔵
の
筋
か
い
道
。
わ
ら
ん

ず
の
ひ
も
ふ
り
う
づ
む
。
餌
竿
。
か
た
げ
て
門
口
よ
り
。

「
母
者
人
今
も
ど
り
（
孝
三
切
壱
オ
）
ま
し
た
」
と
。
声
に
老
母
が
ほ
や
〳
〵
顔
。「
ヲ
ヽ
兄
。（
省

略
）*0

1

此
間
は
マ
ア
ど
こ
へ
い
て
い
や
つ
た
ぞ
い
の
。*0

2

」「
ハ
ア
テ*0
3

こ
な
わ
ろ
は
い
の

*0
4

。
お
れ
が
足
で
お
れ
が
あ
る
く
に
ど
こ
へ
な
と
飛
次
第
じ
や
は
い
。
ヤ*0

5

飛
次
で
に
戻
り

が
け
小
鳥
拾
羽
程
取
ふ
と
思
ふ
て
。（
孝
三
切
壱
ウ
）
ア
ヽ
扨*0

6

顔
も
足
も
切
る
様
な
は
い
の
。

*0
7

」「
ヲ
ヽ
ソ
リ
ヤ*0

8

道
理
〳
〵
。
サ
ヽ
ヽ
ヽ
マ*0

9
ち
や
つ
と
上
り
や
〳
〵
」
わ
ら
ぢ
の
紐
。

手
づ
か
ら
母
の
じ
ひ
蔵
も
。
足
の
ゆ
を
取
リ
き
げ
ん
取
リ*1
0

。「
兄
者
人
お
足
洗
い
ま
し
よ
。」

「
ア
ヽ
イ
ヤ*1

1

コ
リ
ヤ
〳
〵
孝
行
な
兄
が
か
ら
だ
に
。
不
孝
な
弟
が
手
を
さ
へ
る
は
（
孝
三
切
二
オ
）

穢
は
し
い
。
ド
レ
〳
〵*1

2

母
が
洗
ふ
て
や
り
ま
し
よ
」
と
。
一
人
に
つ
ら
く
一
人
に
は
あ
ま

い
女
子
の
は
な
の
先
。
ど
ろ
ず
ね
突
付
。「
ヱ
ヽ
若
イ
女
子
の
手
の
さ
は
る
は
よ
い
物
じ
や
が
。

干
物
の
様
な
母
者
の
手
で
ヘ
ヽ
ヤ
モ*1

3

情
の
ざ
い
く
は
じ
や
は
い*1

4
。
ア
ヽ*1

5

い
か
様
お
れ

は
か
う
〳
〵
（
孝
三
切
二
ウ
）
な
者
じ
や*1
6

。
此
小
鳥
も
ば
ん
の
夜
食
に
。
こ
な
様
に
喰
す
の

じ
や
な
い
コ
レ
コ
リ
ヤ*1

7

お
れ
が
く
ふ
気
じ
や
は
い
ハ
ヽ
ヽ
ヽ*1

8

。
と
か
く
お
れ
が
口
さ
へ
や

し
な
へ
ば
。
こ
な
様
ン
の
気
が
休
る
の
ふ
母
者
人
。」「
ヲ
ヽ*1

9

そ
ふ
共
〳
〵
ア
ノ
マ
ア
か
う
〳
〵

な
事
は
い
の
ホ
ヽ
ヽ
ヽ*2

0

。
サ
ア
〳
〵
コ
レ*2

1

こ
た
つ
に
（
孝
三
切
三
オ
）
火
も
し
て
置
イ
た
ぞ

や*2
2

。」「
ム
ヽ
こ
な
様
が
今
ま
で
あ
た
つ
て
ゐ
て
。
夫
を
ま
あ*2

3

何
の
恩
に
き
せ
る
事
が
有

ぞ
い
の*2

4

。
ヱ
ヽ
こ
り
や
ぬ
る
い
水
こ
た
つ
じ
や
は
い*2

5

。」「
イ
ヤ
コ
レ*2

6

あ
ん
ま
り
き
つ

い
火
は
逆
上
て
わ
る
い
ぞ
や*2

7

。」「
ソ
ヽ
ヽ
ヽ*2

8

夫
レ
が
た
わ
け
と
言
物
じ
や
（
孝
三
切
三
ウ
）

は
い*2

9

。
も
ふ
こ
な
た
も
お
つ
付
ケ
火
や
へ
行
ク
か
ら
だ
。
け
い
こ
の
為
に
コ
レ
マ*3

0

き
つ

い
火
に
も
当
つ
て
置
し
や
れ
い
の
ふ*3

1

。
サ
ア
コ
レ
〳
〵
母
者
人
。*3

2

足
も
ん
で
下
あ
れ
」
と
。

ふ
み
出
す
両
す
ね
じ
ひ
蔵
見
兼
。「
ア
ヽ
イ
ヤ*3

3

ド
レ
私
が
」
と
立
寄
レ
ば
「
又
々*3

4

さ
し
出

る
か
こ
し
や
く
者
。（
孝
三
切
四
オ
）
兄
や
こ
ふ
か
。
〳
〵
」
と
な
て
さ
す
る
ほ
ん
そ
息
子
の
く

は
び
ら
足
。

「
ア
ヽ
迚
も
な
ら
美
し
い
お
た
ね
が
も
ん
で
く
れ
り
や
よ
い
に
な
ア*0

1

。
ハ
ア
貴
様
こ
り
や*0

2

子
も
り
か
い*0

3

。
そ
ふ
し
て
ア
ノ*0

4

峯
松
は
マ
ヽ*0

5

ど
う
し
た
ぞ
い*0

6

。」「
ハ
イ
お
さ
し

ず
の
通
り
に*0

7

。（
省
略
）*0

8

一
昨
日
主
シ
が
（
孝
三
切
四
ウ
）
ど
こ
へ
や
ら
。」「
ム
ヽ
捨
て
し

通
し
本

�
こ
そ
は
帰
ら
る
ゝ
。

木
曽
山
木
立
あ
ら
く
れ
て
。
無
法
無
徹
を
し
に
せ
に
て
名
も
横
蔵
の
す
じ
か
い
道
。
草
鞋
の
日

も
ふ
り
埋
む
餌
竿
。
か
た
げ
て
門
口
よ
り
。

「
母
者
人
今
戻
り
ま
し
た
」
と
。
声
に
（
孝
五
十
四
オ
）
老
母
が
ほ
や
〳
〵
顔
。「
ヲ
ヽ
兄
待
チ
兼

ま
し
た
。*0

1

此
間
は
マ
ア
ど
こ
へ
行
て
居
や
つ
た
。*0

2

」「
ハ
テ*0

3

こ
な
わ
ろ
は*0

4

。
お
れ

が
足
で
お
れ
が
あ
る
く
に
ど
こ
へ
な
と
飛
次
第
。*0

5

飛
ブ
つ
い
で
に
戻
り
が
け
小
鳥
十
羽
程

取
ふ
と
思
ふ
て
。（
ナ
シ
）*0

6

顔
も
足
も
切
レ
る
様
な
。*0

7

」「（
ナ
シ
）*0

8

道
理
〳
〵
サ
ヽ
ヽ
ヽ

*0
9

ち
や
つ
と
上
り
や
〳
〵
」
と
草
鞋
の
紐
。
手
づ
か
ら
母
の
慈
悲
蔵
も
。
足
の
湯
を
取
ル
機

嫌
取
ル*1

0

。「
兄
者
人
お
足
洗
ひ
ま
し
よ
」「
イ
ヤ*1

1

コ
リ
ヤ
〳
〵
。
孝
行
な
兄
が
体
に
不
孝
な

弟
が
手
を
さ
へ
る
は
穢
は
し
い
。（
ナ
シ
）*1

2

母
が
洗
ふ
て
や
り
ま
し
よ
」
と
。
一
ト
人
に
つ

ら
く
一
人
リ
に
は
あ
ま
い
女
子
の
鼻
の
先
キ
。
泥
脚
突
キ
付
ケ
。「
ヱ
ヽ
若
カ
い
女
子
の
手
の
さ

は
る
は
よ
い
物
じ
や
が
。
干
物
の
様
な
母
者
の
手
で
（
ナ
シ
）*1

3

情
の
罪
科
じ
や*1

4

。（
ナ
シ
）

*1
5

い
か
様
お
れ
は
孝
行
者*1

6

。
此
小
鳥
も
晩
の
夜
食
に
。（
孝
五
十
四
ウ
）
こ
な
様
ン
に
喰
す

の
じ
や
な
い
。
焼
て
貰
ふ
て*1

7

お
れ
が
く
ふ
気
（
ナ
シ
）*1

8

と
か
く
お
れ
が
口
さ
へ
養
へ
ば
。

こ
な
様
の
気
が
休
ま
る
の
ふ
母
者
人
。」「（
ナ
シ
）*1

9

そ
ふ
共
〳
〵
あ
の
マ
ア
孝
行
な
事
わ
い

の
（
ナ
シ
）*2

0

。
サ
ア
〳
〵*2

1

火
燵
に
火
も
し
て
置
イ
た*2

2

。」「
ム
ヽ
こ
な
様
ン
が
今
ン
迄
あ

た
つ
て
ゐ
て
（
ナ
シ
）*2

3

何
の
恩
に
き
せ
る
事*2

4

。
ヱ
ヽ
こ
り
や
ぬ
る
い
水
火
燵
じ
や*2

5

。」

「
イ
ヤ
〳
〵*2

6

あ
ん
ま
り
き
つ
い
火
は
上
つ
て
悪
ル
い*2

7

。」「（
ナ
シ
）*2

8

夫
レ
が
た
わ
け
と

い
ふ
物*2

9

。
も
ふ
こ
な
た
も
追
ツ
付
ケ
火
屋
へ
行
体
。
稽
古
の
為
に
（
ナ
シ
）*3

0

き
つ
い
火
に

も
当
つ
て
置
カ
し
や
れ*3

1

。
サ
ア*3

2

足
も
ん
で
下
あ
れ
」
と
踏
出
す
両
脚
慈
悲
蔵
見
兼
。「（
ナ

シ
）*3

3

ト
レ
私
が
」
と
立
チ
寄
レ
ば
「
又*3

4

差
出
る
か
こ
し
や
く
者
。
兄
や
こ
ふ
か
〳
〵
」

と
撫
さ
す
る
ほ
ん
そ
息
子
の
く
は
び
ら
足
。

「
ア
ヽ
迚
も
な
ら
美
し
い
お
種
が
も
ん
で
く
れ
り
や
（
孝
五
十
五
オ
）
よ
い
に
。
ハ
ア
貴
様
（
ナ
シ
）

*0
2

子
守
か*0

3

。（
ナ
シ
）*0

4

峯
松
は
（
ナ
シ
）*0

5

ど
う
し
た
（
ナ
シ
）*0

6

。」「
ハ
イ
お
差
図
の

通
リ*0

7

。
思
ひ
切
て*0

8
一
昨
日
主
シ
が
ど
こ
へ
や
ら
。」「
ム
ヽ
捨
て
仕
廻
ふ
た
か
よ
い
事

表
2
　『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
切
「
勘
助
住
家
」
対
校
表

一
、 
本
表
は
「
勘
助
住
家
」
の
大
字
遊
下
本
（
改
訂
本
文
）
と
通
し
本
（
初
演
本
文
）
間
の
異
同
を
み
る
た
め
に
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
本
と
も
に
本
文
の
み
を
翻
刻
し
た
。
節
章
・
振
り
仮
名
は

省
略
し
た
。

一
、「
№
」
項
に
は
、
異
同
の
詳
細
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
通
し
本
の
フ
シ
落
ち
に
拠
っ
て
段
落
を
設
け
た
。

一
、「
遊
下
本
」
項
に
は
、
江
戸
板
六
行
本
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、「
通
し
本
」
項
に
は
、
初
板
七
行
本
の
本
文
を
記
し
た
。

一
、
異
同
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
本
文
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
、
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
＊
を
付
し
て
二
桁
の
洋
数
字
を
与
え
て
、「
№
」
項
ご
と
に
数
え
た
。
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ま
ふ
た
か
。
ヲ
ヽ
そ
り
や*0

9

よ
い
事
じ
や*1

0

〳
〵
。
マ
ア*1

1

一
ツ
た
い
お
り
や
貴
様
に
ほ

れ
て
ゐ
る
は
い
。*1

2

時
に
幸
と
ア
ノ*1

3

か
ゝ
の
そ
げ
め
は
て
こ
ね
て
仕
廻
ふ
。
跡
に
残
た
小

伜
の
其
次
郎
吉
。
ヱ
ヽ*1

4

じ
や
ま
な
が
き
め
。
し
め
こ
ろ
そ
ふ
か
と
（
孝
三
切
五
オ
）
思
ふ
た

れ
ど
。
ア*1

5

あ
ち
な
物
で
子
と
言
物
は
。
親
よ
り
ち
つ
と
可
愛
物
じ
や
は
い*1

6

。
又
大
き
ふ

成
た
ら
お
れ
に
似
て
孝
行
に
も
し
お
ろ
か
と
思
ふ
て
。
貴
様
に
育
さ
す
か
ら
は
。
イ
ヤ
ノ
ウ
コ

レ
〳
〵*1

7
じ
ひ
蔵
。
ひ
つ
き
や
う
わ
が
み
と
相
合
イ
の
子
じ
や
（
孝
三
切
五
ウ
）
は
い
の*1

8

。

と
て
も
の
事
に
女
房
も
相
合
に
す
る
合
点
じ
や
は
い
ヘ
ヽ
ヽ
ヽ*1

9

。
コ
リ
ヤ
〳
〵*2

0

お
種

〳
〵*2

1

顔
ふ
ら
ず
と
ム
ン
と
い
や
い
の
〳
〵*2

2

。
ガ*2

3

夫
レ
を
又
い
や
と*2

4

言
と
。
じ
ひ

蔵
が
大
事
が
る
コ
ヽ*2

5

此
母
者
に
当
る
ぞ
よ
。
ヱ
ヽ
コ
レ
マ
し
か
〳
〵
と*2

6

も
ま
し
や
れ
い

の*2
7

。
ヱ
ヽ
〳
〵*2

8
ま
だ
火
が
ぬ
る
（
孝
三
切
六
オ
）
い
」
と
恋
の
ゐ
し
ゆ
を
。
こ
た
つ
に
当

る
ひ
ど
う
者
。
も
て
あ
ま
し
て
ぞ
。
見
へ
に
け
る
。

折
ふ
し
表
に
先
走
。「
山
本
勘
助
殿
に
用
事
有
て
。
大
僧
正
武
田
信
げ
ん
参
上
也
」
と
あ
ん
内

に
。
思
ひ
が
け
な
き
夫
婦
が
ふ
し
ん
。「
し
さ
い
あ
ら
ん
」
と
横
蔵
（
孝
三
切
六
ウ
）
が
お
き
も

な
を
ら
ず
そ
ら
ね
い
り
。

「
ハ
テ
扨
思
ひ
も*0

1

寄
ぬ
大
し
ん
の
お
入
。
そ
つ
じ
に
は
母
も
あ
は
れ
ま
い
。
コ
リ
ヤ
〳
〵*0

2

じ
ひ
蔵
ソ
レ*0

3

も
て
な
せ
。
イ
ヤ
コ
レ
〳
〵
横
蔵
〳
〵*0

4

。
ヲ
ヽ*0
5

是
は
し
た
り
。
モ*0

6

何

や
ら
言
〳
〵
ね
入
た
そ
ふ
な
。
風
引
キ
や
ん
な
」
と
一
間
の
障
子
。
引
立
窺
ふ
表
よ
り
（
孝
三

切
七
オ
）
に
ほ
ふ
と
め
き
の
。「
か
う
さ
か
ゞ
。
妻
」
と
し
ら
せ
て
う
づ
高
き
。
雪
の
ふ
と
こ
ろ

稚
子
を
。
抱
て
い
く
ゑ
の
。
し
ば
の
い
ほ
。

「
家
来
は
先
へ
」
と
お
い
か
へ
し
。
行
義
正
し
く
打
通
る
。
い
ぶ
か
し
な
が
ら
手
を
つ
い
て

*0
1

。「
信
玄
公
の
御
入
と
マ*0

2

思
ひ
の
外
な
る
（
孝
三
切
七
ウ
）
女
中
の
お
名
は
な*0

3

。」「
ヲ
ヽ

成
程
御
ふ
し
ん
尤
。
偽
な
ら
ぬ
信
玄
公
の
コ
レ
此
ね
顔
に
た
い
め
ん
な
さ
れ
」
と
。
言
に
女
房

立
寄
て
。「
ヤ
ア
峯
松
か
。
戻
つ
た
か
」
と
と
び
立
計
リ
の
。
胸
お
し
し
づ
め
。

「
ヲ
ヽ*0

1

是
は
〳
〵
御
く
ろ
ふ
様
や
。
そ
ん
な
ら
ア
ノ*0

2

峯
を
貰
ふ
て
（
孝
三
切
八
オ
）
下
さ

り
ま
し
た
は
お
前
様
か
。
い
か
ゐ
お
せ
は
様
に
。」「
ア
ヽ
イ
ヤ*0

3

コ
レ
〳
〵
そ
さ
う
言
ま
い
ぞ

*0
4

。
か
ひ
の
国
へ
や
し
な
ふ
か
ら
は
も
は
や
一
ツ
国
の
世
つ
ぎ
。
則
今
日
の
信
玄
公
。
孝
心

ふ
か
き
じ
ひ
蔵
殿
。
こ
と
に
軍
術
の
た
つ
人
と
聞
及
び
。
し
は
ん
共
お
た
の
み
（
孝
三
切
八
ウ
）

な
さ
れ
ん
た
め
わ
ざ
〳
〵
。
ヤ
コ
レ*0

5

見
や
し
や
ん
せ
。（
省
略
）*0

6

あ
い
ら
し
い
此
信
玄
が

抱
ヘ
に
来
た
。
サ
お
請*0

7

申
さ
れ
て
マ
ヽ*0

8

よ
か
ら
う
」
と
恩
を
か
け
た
る
名
将
の
。
情
は

き
も
に
こ
た
ゆ
れ
ど
と
ぼ
け
た
顔
。「
ア
ヽ
イ
ヤ*0

9

私
は
此
在
所
の
山
が
つ
。
す
き
く
は
の
わ

ざ
よ
り
（
孝
三
切
九
オ
）
外*1

0

何
に
も
存
ン
ぜ
ぬ
者
を
。
軍
術
の
し
は
ん
な
ぞ
と
は
。
マ
ヽ
ヽ
ヽ

*1
1

も
つ
た
い
な
い
事
お
つ
し
や
り
ま
す
は
い*1

2

。」「
ア
ヽ
イ
ヤ*1

3

コ
レ
〳
〵
こ
ち
の
人
。『
お

前
の
き
り
や
う
を
聞
及
ん
で
』
と
有
ル
か
ら
は
。
マ*1

4

き
つ
い
ほ
ま
れ
な
事
じ
や
ぞ
へ
。」

「
サ
ヽ
ヽ
ヽ
さ
れ
ば
い
や
い
。
軍
法
の
奥
義
（
孝
三
切
九
ウ
）
も
ゆ
づ
り
請
。*1

5

山
本
勘
介
に
成

た
れ
ば
。
か
ゝ
へ
ら
れ
ま
い
物
で
も
な
け
れ
ど
ナ*1

6

。
ま
だ
し
や
う
も
か
へ
ぬ
う
ち*1

7

。
軍

術
の
イ
ヤ*1

8

大
将
の
と
。
ヘ
ヽ*1

9

そ
り
や
モ
ウ*2

0

山
の
芋
を
か
ば
や
き
に
す
る
様
な
物
じ

〳
〵
。（
ナ
シ
）*1

1

一
体
お
り
や
貴
様
に
惚
て
ゐ
る*1

2

時
に
。
幸
イ
と
（
ナ
シ
）*1

3

か
ゝ
の
そ

げ
め
は
て
こ
ね
て
仕
廻
ふ
。
跡
に
残
つ
た
小
伜
の
其
次
郎
吉
。（
ナ
シ
）*1

4

邪
魔
な
が
き
め
し

め
殺
さ
ふ
か
と
思
ふ
た
れ
ど
。（
ナ
シ
）*1

5

あ
ぢ
な
物
で
子
と
い
ふ
物
は
親
よ
り
ち
つ
と
可
愛

物
じ
や*1

6

。
又
大
き
ふ
成
ツ
た
ら
お
れ
に
似
て
孝
行
に
も
し
お
ろ
か
と
思
ふ
て
。
貴
様
に
育

さ
す
か
ら
は
ノ
ウ*1

7

慈
悲
蔵
。
畢
竟
わ
が
み
と
相
合
イ
の
子*1

8

。
迚
の
事
に
女
房
も
相
合
イ

に
す
る
合
点*1

9

。（
ナ
シ
）*2

0

お
種*2

1

顔
ふ
ら
ず
と
ム
ン
と
い
や
い
の*2

2

。（
ナ
シ
）*2

3

夫
レ

を
い
や
と*2

4

い
ふ
と
慈
悲
蔵
が
大
事
が
る
。（
ナ
シ
）*2

5

此
母
者
に
当
タ
る
ぞ
よ
。
コ
レ
し
つ

か
〳
〵
と*2

6

揉
し
や
（
孝
五
十
五
ウ
）
れ*2

7

ヱ
ヽ*2

8

ま
だ
火
が
ぬ
る
い
」
と
恋
の
意
趣
を
。

巨
燵
に
あ
た
る
非
道
者
。
持
テ
余
し
て
ぞ
見
へ
に
け
る
。

折
ふ
し
表
に
先
キ
走
。「
山
本
勘
助
殿
に
用
事
有
ツ
て
。
大
僧
正
武
田
信
玄
参
ン
上
也
」
と
案
内

に
。
思
ひ
が
け
な
き
夫
婦
が
不
審
。「
子
細
あ
ら
ん
」
と
横
蔵
が
。
起
も
直
ら
ず
そ
ら
寝
入
。

「
ハ
テ
扨
思
ひ*0

1

寄
ぬ
大
身
の
お
入
。
卒
爾
に
は
母
も
逢
れ
ま
い
。（
ナ
シ
）*0

2

慈
悲
蔵
（
ナ
シ
）

*0
3

饗
せ
。
コ
レ
横
蔵*0

4

。（
ナ
シ
）*0

5

是
は
し
た
り
。（
ナ
シ
）*0

6

何
や
ら
い
ひ
〳
〵
寝
入
ツ

た
そ
ふ
な
。
風
ひ
き
や
ん
な
」
と
一
ト
間
の
障
子
。
引
立
テ
窺
ふ
表
よ
り
。
匂
ふ
留
メ
木
の
「
高

坂
が
。
妻
」
と
し
ら
せ
て
う
づ
高
き
。
雪
の
懐
稚
子
を
抱
て
。
幾
重
の
。
柴
の
庵
。

「
家
来
は
先
キ
へ
」
と
追
か
へ
し
。
行
義
正
し
く
打
通
る
。
い
ぶ
か
し
な
が
ら
手
を
付
ケ
て

*0
1

。「
信
玄
公
（
孝
五
十
六
オ
）
の
御
入
と
（
ナ
シ
）*0

2

思
ひ
の
外
な
る
女
中
の
お
名
は*0

3

。」

「
ヲ
ヽ
成
ル
程
御
不
審
尤
。
偽
り
な
ら
ぬ
信
玄
公
の
。
コ
レ
此
寝
顔
に
対
面
な
さ
れ
」
と
。
い
ふ

に
女
房
立
寄
ツ
て
。「
ヤ
ア
峯
松
か
戻
つ
た
か
」
と
。
飛
立
ツ
計
リ
の
胸
押
シ
し
づ
め
。

「（
ナ
シ
）*0

1

是
は
〳
〵
御
苦
労
様
や
。
そ
ん
な
ら
（
ナ
シ
）*0

2

峯
を
貰
ふ
て
下
さ
り
ま
し
た
は

お
前
様
か
。
い
か
ゐ
お
世
話
様
に
。」「（
ナ
シ
）*0

3

コ
レ
〳
〵
麁
相
い
ふ
ま
い*0

4

。
甲
斐
ノ
国

へ
養
ふ
か
ら
は
最
早
一
ツ
国
の
世
継
。
則
チ
今
日
の
信
玄
公
。
孝
心
深
き
慈
悲
蔵
殿
。
殊
に
軍

術
の
達
人
と
聞
及
び
。
師
範
共
お
頼
み
な
さ
れ
ん
為
。
わ
ざ
〳
〵
（
ナ
シ
）*0

5

見
や
し
や
ん
せ

コ
レ*0

6

愛
ら
し
い
此
信
玄
が
抱
に
来
た
。
お
受
ケ*0

7

申
さ
れ
て
（
ナ
シ
）*0

8

よ
か
ら
ふ
」
と

恩
を
か
け
た
る
名
将
の
。
情
は
肝
に
こ
た
ゆ
れ
ど
と
ぼ
け
た
顔
で
。「
是
は
し
た
り
。*0

9

私
は

（
孝
五
十
六
ウ
）
此
在
所
の
山
が
つ
。
鋤
鍬
の
外*1

0

何
ン
に
も
存
ぜ
ぬ
者
を
。
軍
術
の
師
範
な

ぞ
と
は
。（
ナ
シ
）*1

1

勿
体
な
い
事
お
つ
し
や
り
ま
す*1

2

。」「（
ナ
シ
）*1

3

コ
レ
〳
〵
こ
ち
の
人
。

『
お
前
の
器
量
を
聞
及
ん
で
』
と
有
ル
か
ら
は
（
ナ
シ
）*1

4

き
つ
い
誉
な
事
じ
や
ぞ
へ
。
卑
下

す
る
も
事
に
寄
。」「
ハ
テ
軍
ン
法
奥
義
は
。」「
母
様
の
伝
授
の
巻
を
譲
請
ケ
て
。」「
さ
れ
ば
い

や
い
。
夫
レ
を
貰
ふ
て*1

5

山
本
勘
助
に
成
ツ
た
れ
ば
抱
ら
れ
ま
い
物
で
も
な
け
れ
ど
（
ナ
シ
）

*1
6

。
未
生
も
か
へ
ぬ
中
に*1

7

軍
術
の
（
ナ
シ
）*1

8

大
将
の
と
。（
ナ
シ
）*1

9

そ
り
や
（
ナ
シ
）

*2
0

山
の
芋
を
か
ば
焼
に
す
る
様
な
物*2

1

。
名
さ
へ
慈
悲
蔵
迚
虫
さ
へ
得
踏
殺
さ
ぬ
者
が
。
軍
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に
出
て
人
の
首
が
。
何
ン
と
し
て
〳
〵*2

2

」
と
。
取
ツ
て
も
付
カ
ぬ
顔
付
キ
に
。
唐
織
「
は
つ
」

と
胸
せ
ま
り
。「
ぶ
調
法
な
女
の
使
イ
お
気
に
入
ラ
い
で
お
つ
し
や
る
の
か
。『
ど
ふ
有
ツ
（
孝

五
十
七
オ
）
て
も
味
方
に
付
イ
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
』
と
い
ふ
其
訳
は
。
桔
梗
が
原
に
此
捨
子
。

『
山
本
氏
』
と
有
書
キ
付
ケ
を
。
印
シ
に*2

3

拾
ひ
取
リ
は
取
ツ
た
れ
ど*2

4

。
サ
ア
ど
ふ
も
力
ラ

に
及
ば
ぬ
は*2

5

肝
心
の
乳
に
呑
ミ
付
カ
ず
。な
ん
ぼ
抱
て
突
キ
付
ケ
て
も*2

6

。『
あ
つ
ち
〳
〵
』

と
指
ざ
し
て*2

7

泣
て
ば
つ
か
り
。
此
大
将
に
兵
糧
が
な
け
れ
ば
命
も
危
し
。（
ナ
シ
）*2

8

其

兵
糧
を
続
る
謀
は
慈
悲
蔵
殿
。
お
前
の
心
に
有
リ
そ
ふ
な
事
。*2

9

甲
斐
ノ
国
へ
味
方
に
付
イ
て

*3
0

。
夫
婦
し
て
守
育
ふ
と
思
ふ
心
は
ご
ざ
ん
せ
ぬ
か
。
此
マ
ア
ち
つ
と
の
間
に
コ
レ*3

1

ど
こ

も
か
も
。
細
つ
た
事
を
見
や
し
や
ん
せ
（
ナ
シ
）*3

2

道
理
で
も
有
。
真
実
の
母
御
の
懐
を
離
て
。

他
人
の
手
に
（
ナ
シ
）*3

3

何
ン
の
育
ふ
。
夜
ル
は
得
寝
ず
。
昼
は
う
つ
〳
〵
泣
キ
寝
入
に
。（
ナ
シ
）

*3
4

寝
た
顔
の
い
ぢ
ら
し
さ
。（
孝
五
十
七
ウ
）
ほ
ん
に
見
る
め
が
悲
し
い
」
と
。
語
る
中
チ
よ
り

女
房
が
「
ヲ
ヽ
か
は
い
や
そ
ふ
で
ご
さ
ん
せ
う
」
と
。
わ
つ
と
泣
出
す
母
親
の
。
声
に
目
覚
し

し
が
み
付
キ
す
が
る
ち
ぶ
さ
は
一
人
リ
に
て
。
こ
の
手
柏
の
二
面
。
儘
な
ら
ぬ
こ
そ
恨
み
な
れ
。

一
ト
間
に
母
の
声
高
く
。「
コ
リ
ヤ
〳
〵
慈
悲
蔵
。
子
供
を
餌
に
恩
に
か
け
て*0

1

味
方
に
せ
ん

と*0
2

。
後
ぎ
た
な
い
信
玄
に
奉
公
し
て
は
武
士
が
立
ツ
ま
い*0

3

去
な
が
ら
。*0

4

軍
法
奥
義

も
伝
は
ら
ず
。
家
の
苗
跡
を
継
気
が
な
く
ば
。（
ナ
シ
）*0

5

勝
手
次
第
」
と
も
ぎ
ど
う
に
言
捨

障
子
。
は
た
と
指
。

「
ハ
ア
は
つ
」
と
立
上
り
。
我
子
を
取
て
引
は
な
し
。「
須
弥
山
ン
滄
海
の
大
恩
を
受
ク
れ
ば
迚
。

母
の
恩
ン
に
は
い
つ
か
な
〳
〵
。
信
玄
に
仕
ゆ
る
事
存
し
も
寄
ず
変
改
申
ス*0

1

。
コ
リ
ヤ*0

2

女
房
。
一
ツ
旦
捨
た
此
躮
に
見
（
孝
五
十
八
オ
）
苦
し
い
何
ほ
へ
る
。
縁
ン
に
引
カ
れ
て*0

3

知

行
取
て
は
末
ツ
代
迄
の
名
折
レ
。
親
子
の
縁
を
さ
つ
ぱ
り
と
切
ツ
て
し
ま
へ
ば
。
信
玄
に
恩
ン

も
な
く
義
理
も
な
し*0

4

。
是*0

5

此
竹
も
其
本
ト
は
。
竹
に
雀
と
離
れ
ぬ
中
。
今
餌
さ
し
竿
と

成
ル
時
は
。
鳥
の
為
に
は
怨
敵
。
事
に
よ
つ
た
ら
親
子
兄
弟
。
敵
味
方
と
成
ル
も
武
士
道
。
お

返
事
は
此
通
リ*0

7

。
稚
子
連
レ
て
（
ナ
シ
）*0

8

早
帰
ら
れ
よ
」
と
。
詞
尖
に
言
ヒ
は
な
す
。

「
ハ
ア
此
上
は
（
ナ
シ
）*0

1

力
な
し
。
と
は
い
へ
帰
つ
て
御
主
人
や
。
夫
ト
に
何
と
詞
さ
へ
。」

な
く
〳
〵
抱
立
出
る
。*0

2
「
コ
レ
の
ふ
峯
松
一
ツ
世
の
別
れ
せ
め
て
マ
ア
。
此
乳
が
一
ト
口
呑
し
た
い
」
と
し
た
ふ
女
房
を

引
退
て
。
枝
折
戸
ぴ
つ
し
や
り
。
表
テ
に
も
心
は
残
る
雪
中
へ
ぐ
は
ん
ぜ
。
涙
の
子
を
抱
お
ろ

し
。

襠
の
下
ぐ
ゝ
り
く
ゝ
り
添
た
る
後
紐
。
垣
に
（
孝
五
十
八
ウ
）
結
ぶ
は
義
理
の
綱
神
や
捨
置
ク
竹

の
子
笠
。
い
た
い
け
つ
む
り
に
打
着
セ
て
。「
山
本
の
氏
を
継
慈
悲
蔵
殿
を
。
軍
術
の
師
と
頼

ん
と
是
迄
来
給
ふ
信
玄
公
。
ど
ふ
も
此
儘
で
は
帰
ら
れ
ず
。
是
非
共
『
味
方
に
付
ク
』
と
い
ふ

一
言
ン
を
聞
ク
迄
は
。
此
信
玄
は
其
元
ト
の
門
ト
口
を
立
さ
ら
ず
。
雪
に
凍
て
死
ス
迄
も*0

1

爰

や*2
1

。
名
さ
へ
じ
ひ
蔵
と
て
虫
さ
へ
ゑ
ふ
み
殺
さ
ぬ
（
孝
三
切
十
オ
）
者
が
。
い
く
さ
事
と
は

ノ
ウ
〳
〵
こ
は
や
恐
し
や*2

2

」
と
。
取
て
も
付
ぬ
顔
付
に
。
か
ら
お
り
「
は
つ
」
と
胸
せ
ま
り
。

「
ぶ
て
う
ほ
う
な
女
の
使
。
お
き
に
い
ら
い
で
お
つ
し
や
る
の
か
。『
ど
う
有
て
も
味
方
に
付
イ

て
も
ら
は
ね
ば
な
ら
ぬ
』
と
い
ふ
其
は
け
は
。
き
き
や
う
が
（
孝
三
切
十
ウ
）
原
に
此
す
て
子
。

『
山
本
氏
』
と
有
書
付
を
頼
に*2

3

拾
ひ
取
は
取
た
れ
共*2

4

。（
省
略
）*2

5

か
ん
じ
ん
の
乳
に

呑
付
ず
。
何
ぼ
抱
て
く
ゝ
め
て
も*2

6

。『
あ
つ
ち
〳
〵
』
と
指
ざ
し
し
て*2

7

泣
て
ば
つ
か
り
。

此
大
将
に
兵
ら
う
が
な
け
れ
ば
命
も
危
し
。
サ*2

8

其
兵
ら
ふ
を
つ
ゞ
（
孝
三
切
十
一
オ
）
け
る

は
か
り
ご
と
は
じ
ひ
蔵
殿
。（
省
略
）*2

9

甲
斐
の
国
へ
味
方
に
付
キ*3

0

。
夫
婦
し
て
も
り
育
ふ

と
思
ふ
心
は
ご
ざ
ん
せ
ぬ
か
。
此
マ
ア
ち
つ
と
の
間
に
（
省
略
）*3

1

ど
こ
も
か
も
ほ
そ
つ
た
事

を
見
や
し
や
ん
せ
。
ア*3

2

道
理
で
も
あ
り
。
し
ん
じ
つ
の
母
御
の
懐
を
は
な
れ
て
（
孝
三
切
十

一
ウ
）
他
人
の
手
に
マ*3

3
何
の
育
ふ
。
夜
る
は
ゑ
ね
ず
。
ひ
る
は
う
つ
〳
〵
泣
キ
ね
入
に
。
此

*3
4

ね
た
顔
の
い
ち
ら
し
さ
。
ほ
ん
に
見
る
め
が
悲
し
い
」
と
。
語
る
中
よ
り
女
房
が
。「
ヲ
ヽ

か
は
い
や
そ
う
て
ご
さ
ん
せ
う
」
と
。
わ
つ
と
泣
キ
出
ス
母
親
の
。
声
に
目
覚
し
し
が
み
つ
き
。

（
孝
三
切
十
二
オ
）
す
が
る
乳
ぶ
さ
は
一
人
に
て
。
こ
の
手
柏
の
二
お
も
て
儘
な
ら
。
ぬ
こ
そ
恨

な
れ
。

一
間
に
母
の
声
高
く
。「
コ
リ
ヤ
〳
〵
じ
ひ
蔵
。
子
を
ゑ
ば
に
し
て*0
1

味
方
に
付
ケ
ん
と*0

2

。

後
ぎ
た
な
い
信
玄
に
奉
公
し
て
は
武
士
が
立
ま
い
ぞ
よ*0

3

。
ガ
夫
レ
共
に
ま
た*0

4

軍
法
（
孝

三
切
十
二
ウ
）
奥
義
も
つ
た
は
ら
ず
。
家
の
苗
跡
キ
を
つ
ぐ
気
が
な
く
ば
サ
コ
リ
ヤ*0

5

。
か
つ
て

次
だ
い
」
と
も
ぎ
ど
う
に
。
言
捨
障
子
。
は
た
と
さ
す
。

「
ハ
ア
は
つ
」
と
立
上
り
。
我
子
を
取
て
引
放
し
。「
し
ゆ
み
せ
ん
さ
う
か
い
の
大
お
ん
を
請
れ

ば
迚
。
母
の
お
ん
に
は
い
つ
（
孝
三
切
十
三
オ
）
か
な
〳
〵
。
信
玄
に
つ
か
ゆ
る
事
存
じ
も
寄
ラ

ず
（
省
略
）*0

1

。
コ
リ
ヤ
〳
〵*0

2

女
房
。
一
た
ん
す
て
た
此
伜
に
見
ぐ
る
し
い
何
ニ
ほ
へ
る
。

ゑ
ん
に
引
カ
れ*0

3

知
行
取
て
は
ま
つ
代
迄
の
名
折
。
親
子
の
ゑ
ん
を
さ
つ
ぱ
り
と
切
ツ
て
し

ま
へ
ば
信
玄
に
。
恩
も
な
く
又
ぎ
り
（
孝
三
切
十
三
ウ
）
も
な
し*0

4

。
ヤ
コ
レ*0

5

此
竹
も
其
元

は
竹
に
雀
と
放
れ
ぬ
中
。
今
ゑ
さ
し
竿
と
成
ル
時
は
鳥
の
た
め
に
は
仇
敵
。
事
に
寄
ツ
た
ら
親

子
兄
弟
て
き
味
方
と
な
る
も
武
士
道
。
ア
ヽ
イ
ヤ
ナ
ニ*0

6

お
返
事
は
此
通
り
て
御
ざ
り
ま
す
は

い*0
7

。
稚
子
つ
れ
て
サ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ*0

8

早
（
孝
三
切
十
四
オ
）
帰
ら
れ
よ
」
と
詞
す
る
ど
に
言
放
す
。

「
ハ
ア
此
上
は
も
ふ*0
1

力
な
し
。
と
は
い
へ
か
へ
つ
て
御
主
人
や
。
夫
ト
に
何
と
詞
さ
へ
。」

泣
々
抱
き
立
出
れ
ば
。*0

2

「
コ
レ
の
ふ
峯
松
一
ツ
世
の
わ
か
れ
せ
め
て
マ
ア
。
此
乳
が
一
ト
口
呑
マ
し
た
ひ
」
と
し
た
う
女

房
を
引
キ
退
て
。
し
お
り
戸
ぴ
つ
（
孝
三
切
十
四
ウ
）
し
や
り
。
表
に
も
心
は
残
る
雪
中
へ
ぐ
は

ん
ぜ
。
涙
の
。
子
を
抱
お
ろ
し
。

う
ち
か
け
の
下
ぐ
ゝ
り
く
ゝ
り
そ
へ
た
る
う
し
ろ
紐
。
か
ぎ
に
結
ぶ
は
ぎ
り
の
つ
な
。
神
や
す

て
置
ク
竹
の
子
笠
。
い
た
い
け
つ
む
り
に
う
ち
き
せ
て
。「
山
本
の
氏
を
つ
ぐ
じ
ひ
蔵
殿
（
孝
三

切
十
五
オ
）
を
。
軍
術
の
師
と
頼
ん
と
是
迄
来
給
ふ
信
玄
公
。
ど
ふ
も
此
儘
で
は
帰
ら
れ
ず
。

ぜ
ひ
共
『
味
方
に
付
ク
』
と
い
ふ
一
言
ン
を
聞
ク
ま
で
は
。
此
信
玄
は
其
元
ト
の
門
口
を
立
さ
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に
座
を
し
め
（
ナ
シ
）*0
2

返
事
を
待
ツ
。
大
将
の
命
助
ケ
ふ
と
殺
さ
ふ
と
御
思
案
次
第
。
よ
い

返
答
を
頼
入
ル
」
と
。
し
づ
を
か
け
た
る
雪
の
笠
思
ひ
を
。
残
し
捨
て
行
。

「
ヤ
ア
そ
ん
な
ら
ぼ
ん
は
ま
だ
い
な
ぬ
か
。」「
コ
リ
ヤ
〳
〵*0

1

。
門
ト
に
は
誰
も
な
い
。*0

2

よ

し
居
て
か
ら
が
あ
か
の
他
人
。
今
傍
へ
寄
ル
と
ナ
。
信
玄
の
恩
ン
を
受
ケ
た
に
な
つ
て
。（
ナ
シ
）

*0
3

母
の
一
言
ン
反
古
に
成
ル*0

4

。
此
簀
戸
の
外
へ
一
寸
ン
で
も
出
る
が
い
な
や
。
夫
婦
の
縁

も
是
切
」
と
。（
孝
五
十
九
オ
）
腰
さ
げ
の
紐
鐉
を
く
ゝ
る
む
ご
さ
は
我
レ
な
が
ら
。
い
か
な
る

悪
魔
鬼
か
蛇
か
。「
六
韜
三
略
の
望
ミ
有
慈
悲
蔵
。
慈
悲
も
情
も
知
ツ
て
は
居
れ
ど
。
母
の
詞

は
背
か
れ
ぬ
。
ど
ふ
で
乳
房
に
離
た
物
迚
も
な
い
命
。
凍
て
死
ナ
ば
死
ニ
次
第*0

4

。
そ
ち
も
ソ
レ

其
子
を
そ
で
に
し
て
は
。
兄
貴
へ
の
義
が
立
ぬ
ぞ*0

5

。
ハ
ア
何
か
に
紛
れ
て
。
大
事
の
孝
行

怠
つ
た
り
。
ド
レ*0

6

裏
へ
行
て
雪
の
中
の
。
笋
掘
て
進
ぜ
ふ
」
と
。
簑
笠
取
て
。
打
か
づ
き

あ
つ
き
親
子
の
縁
を
た
つ
。
鍬
ふ
り
か
た
げ
。「
此
寒
気
に
荒
男
で
さ
へ
た
ま
ら
ぬ
物
。
よ
た

け
も
な
い
体
に
。
ア
ヽ
子
を
捨
る
藪
は
有
レ
ど
。
親
の
詞
は
捨
が
た
き
。
裏
の
藪
へ
」
と
踏
わ

け
る
。
雪
よ
り
先
キ
に
「
い
と
し
子
の
埋
れ
死
ナ
ん
不
便
や
」
と
。
見
（
孝
五
十
九
ウ
）
合
す
顔

に
ふ
る
涙
。
み
ぞ
れ
争
ふ
。
濡
翅
し
ほ
る
ゝ
。
夫
の
後
か
げ
。「
い
か
に
望
ミ
が
有
レ
ば
迚
天

に
も
地
に
も
一
人
リ
子
を*0

7

。
よ
ふ
む
ご
た
ら
し
う
捨
ら
れ
た
。
今
の
女
中
も
気
の
強
い
。

置
イ
て
い
ぬ
程
な
ら*0

8

お
い
ゑ
に
寝
さ
し
て
い
ん
だ
が
よ
い*0

9

。（
ナ
シ
）*1

0

か
は
い
や

〳
〵
ひ
も
じ
か
ら
ふ
の
に
。
ち
つ
と
の
間
な
と
抱
た
い
」
と
。
任
せ
ぬ
つ
ら
さ
次
郎
吉
を
。
漸

そ
つ
と
下
に
置
キ
。
さ
し
足
。
な
が
ら
庭
に
お
り
。

覗
け
ば
門
ト
に
し
よ
ん
ぼ
り
と
。「
ヤ
レ
ぼ
ん
よ*0

1

夫
レ
が
マ
ア
何
ン
と
命
が
有
物
」
と
。
明

ん
と
す
れ
ど
鐉
に
。
錠
の
か
は
り
の
「
真
結
び
は
。
む
ご
や
つ
れ
な
」
と
あ
せ
る
程
。
雪
に
し

め
つ
て
明
カ
ぬ
戸
に
。「
ち
ゝ
た
い
〳
〵
」
も
た
へ
〴
〵
の
風
に
う
た
て
や
次
郎
吉
が
。
わ
つ

と
泣
ク
声
。「
ハ
ア
悲
し
や
」
と
。
又
か
け
戻
り
抱
上
て
。「
雪
や
こ
ろ
ゝ
ん
霰
や
こ
ろ
ゝ
ん
。（
孝

六
十
オ
）
こ
は
そ
も
何
ン
た
る
因
果
ぞ
や
。
此
子
憎
い
じ
や
な
け
れ
共
。
我
子
に
乳
が
呑
し
た
い
。

コ
レ*0

2

ち
と
の
間
〳
〵
寝
入
ツ
て
た
も
い
の
」
と
。
心
も
空
は
。
か
き
く
ら
し
又
。
ふ
り
し

き
る
白
ラ
雪
に
外
に
。
泣
ク
声
八
寒
地
獄
。
剣
を
呑
ム
よ
り
身
に
こ
た
へ
。
思
は
ず
し
ら
ず
転

び
お
り
。「
砕
よ
わ
れ
よ
」
の
念
ン
力
に
。
は
づ
る
ゝ
戸
よ
り
身
は
先
キ
ヘ
。「
コ
リ
ヤ
ぼ
ん
よ

〳
〵
」
と
我
子
を
肌
に
抱
キ
し
め
流
涕
。
こ
が
れ
泣
ク
声
に
。

唐
織
こ
か
げ
を
つ
ゝ
と
出
。「
信
玄
公
を
抱
上
ケ
。
乳
房
を
ふ
く
め
参
ら
す
か
ら
は
。
慈
悲
蔵

は
最
早
此
方
の
味
方
。
夫
ト
に
し
ら
せ
て
悦
ば
せ
ん
」
と
い
さ
ん
で
館
へ
立
帰
る
。

は
つ
と
お
種
も
心
付
キ
う
ろ
付
ク
隙
に
何
国
よ
り
。
懐
剣
て
う
ど
峯
松
が
肝
先
貫
き
息
絶
た
り
。

「
コ
ハ
何
事
」
と
驚
く
中
チ
。
次
郎
吉
引
ツ
立
横
（
孝
六
十
ウ
）
蔵
が
。
一
ト
間
を
さ
し
て
か
け
入
レ

ら
ず
。
雪
に
こ
ゞ
へ
て
死
ス
迚
も*0

1

。
爰
に
座
を
し
め
サ*0

2

返
事
を
待
。
大
将
の
（
孝
三
切

十
五
ウ
）
命
た
す
け
ふ
と
こ
ろ
そ
ふ
と
御
し
あ
ん
次
第
。
よ
い
返
と
う
を
頼
入
」
と
。
じ
つ
を

か
け
た
る
雪
の
笠
思
ひ
を
。
残
し
捨
て
行
。

「
ヤ
ア
そ
ん
な
ら
ぼ
ん
は
ま
だ
い
な
ぬ
か
。」「
コ
リ
ヤ
〳
〵
〳
〵*0

1

門
に
は
た
れ
も
な
い
サ
ア
誰

も
な
い
は
い
。
カ
又*0

2

よ
し
ゐ
て
か
ら
が
あ
か
の
他
人
。
今
そ
ば
へ
（
孝
三
切
十
六
オ
）
寄
と
ナ
。

信
玄
の
恩
を
請
た
に
成
て
。
ア
レ*0

3

母
の
一
言
ン
ほ
ぐ
に
成
が
や*0

4

。
此
簀
戸
の
外
ト
へ
一

寸
で
も
出
る
が
い
な
や
。
夫
婦
の
ゑ
ん
も
是
ぎ
り
」
と
。
こ
し
さ
げ
の
紐
か
き
が
ね
を
く
ゝ
る

む
ご
さ
は
我
な
が
ら
。
い
か
成
あ
く
ま
お
に
か
じ
や
か
。「
六
と
ふ
（
孝
三
切
十
六
ウ
）
三
り
や

く
の
望
有
ル
じ
ひ
蔵
。
じ
ひ
も
情
も
知
ツ
て
は
ゐ
れ
ど
母
の
詞
は
背
か
れ
ぬ
。
ど
ふ
で
ち
ぶ
さ

に
は
な
れ
た
物
。
迚
も
な
い
命
。
こ
ゞ
へ
て
死
ナ
ば
死
ニ
次
第
じ
や
は
い*0

4

。
そ
ち
も
ソ
レ
其

子
を
そ
で
に
し
て
は
。
兄
貴
へ
の
義
が
サ
立
ま
い
ぞ
（
孝
三
切
十
七
オ
）
よ*0

5

。
ハ
ア
何
か
に
紛

れ
て
大
事
の
か
う
〳
〵
お
こ
た
つ
た
り
。
ド
レ
〳
〵*0

6

う
ら
へ
行
て
雪
の
中
の
。
笋
ほ
つ
て

し
ん
上
」
と
。
み
の
笠
取
て
打
か
づ
き
。
あ
つ
き
親
子
の
縁
を
た
つ
。
く
は
ふ
り
か
た
げ
。「
此

か
ん
き
に
あ
ら
男
で
さ
へ
た
ま
ら
ぬ
物
。
よ
た
け
も
な
い
か
ら
（
孝
三
切
十
七
ウ
）
だ
に
。
ア
ヽ

子
を
す
つ
る
や
ぶ
は
有
レ
ど
。
親
の
詞
は
捨
が
た
き
。
う
ら
の
や
ぶ
へ
」
と
ふ
み
わ
け
る
。
雪

よ
り
先
に
「
い
と
し
子
の
。
埋
れ
死
ん
ふ
び
ん
や
」
と
。
見
合
す
顔
に
ふ
る
涙
。
み
ぞ
れ
あ
ら

そ
ふ
ぬ
れ
つ
ば
さ
。
し
ほ
る
ゝ
。
夫
ト
の
後
か
け
。「
い
か
に
望
が
有
レ
ば
（
孝
三
切
十
八
オ
）
迚
。

天
に
も
地
に
も
一
人
の
子
を*0

7

。
よ
ふ
む
ご
た
ら
し
う
す
て
ら
れ
た
。
い
ま
の
女
中
も
き
の

つ
よ
い
。
置
て
い
ぬ
ほ
ど
な
ら
ば
。*0

8

お
い
ゑ
に
ね
さ
し
て
い
ん
だ
が
よ
い
は
い
な
〳
〵*0

9

。

ヲ
ヽ*1

0

可
愛
や
〳
〵
ひ
も
じ
か
ら
ふ
の
に
。
ち
つ
と
の
間
な
と
抱
た
い
」
と
。
任
（
孝
三
切
十

八
ウ
）
ぬ
つ
ら
さ
次
郎
吉
を
。
や
う
〳
〵
そ
つ
と
下
に
置
キ
さ
し
足
。
な
が
ら
に
は
に
お
り
。

覗
け
ば
門
に
し
よ
ん
ぼ
り
と
。「
ヤ
レ
ぼ
ん
よ
〳
〵
。*0

1

夫
レ
が
マ
ア
何
と
命
が
有
物
」
と
。

明
ん
と
す
れ
ど
か
き
が
ね
に
。
ぢ
や
う
の
か
は
り
の
「
真
結
び
は
む
ご
や
つ
れ
な
」
と
あ
（
孝

三
切
十
九
オ
）
せ
る
程
。
雪
に
し
め
つ
て
明
ぬ
戸
に
。「
ち
ゝ
た
い
〳
〵
」
も
た
へ
〴
〵
の
。
風

に
う
た
て
や
次
郎
吉
が
。
わ
つ
と
泣
声
「
ハ
ア
悲
し
や
」
と
。
又
か
け
戻
り
抱
上
て
。「
雪
や

こ
ろ
ゝ
ん
あ
ら
れ
や
こ
ろ
ゝ
ん
こ
は
。
そ
も
何
た
る
因
果
ぞ
や
。
此
子
に
く
ひ
じ
や
（
孝
三
切

十
九
ウ
）
な
け
れ
共
。
我
子
に
乳
が
呑
し
た
い
。
コ
レ
〳
〵
〳
〵*0

2

ち
ツ
と
の
間
。
〳
〵
寝
入

て
た
も
い
の
」
と
。
心
も
そ
ら
は
か
き
く
ら
し
。
又
ふ
り
し
き
る
白
ラ
雪
に
外
に
。
泣
声
八
か

ん
ち
ご
く
。
剣
を
呑
よ
り
身
に
こ
た
へ
。
思
は
ず
知
ら
ず
ま
ろ
び
お
り
。「
く
だ
け
よ
わ
れ
よ
」

（
孝
三
切
廿
オ
）
の
念
力
に
。
は
づ
る
ゝ
戸
よ
り
身
は
先
ヘ
「
コ
リ
ヤ
ぼ
ん
よ
〳
〵
」
と
我
子
を
は

だ
に
抱
キ
し
め
り
う
て
い
。
こ
が
れ
泣
声
に
。

か
ら
お
り
こ
か
げ
を
つ
つ
と
出
。「
信
玄
公
を
抱
上
。
乳
ぶ
さ
を
ふ
く
め
ま
い
ら
す
か
ら
は
。

じ
ひ
蔵
は
最
早
此
方
の
味
方
。（
孝
三
切
廿
ウ
）
夫
ト
に
し
ら
せ
て
悦
ば
せ
ん
」
と
。
い
さ
ん
で

館
へ
立
帰
る
。

は
つ
と
お
た
ね
も
心
付
キ
う
ろ
付
ク
隙
に
何
国
よ
り
。
く
は
い
け
ん
て
ふ
ど
峯
松
が
き
も
さ
き

つ
ら
抜
い
き
た
へ
た
り
。「
コ
ハ
何
事
」
と
驚
中
。
次
郎
吉
引
立
横
蔵
が
。
一
間
を
さ
し
て
欠
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。

「
ム
ヽ
扨
は
我
子
の
害
に
成
ロ
と*0

1

横
蔵
の
所
為
じ
や
の
。
義
理
も
情
も
も
ふ
是
迄
。
敵
を
取
ラ

い
で
置
カ
ふ
か
」
と
。
死
骸
を
小
脇
に
か
い
込
ン
で
。
常
に
は
弱
き
女
気
も
恨
に
つ
よ
き
力
ラ

帯
。
奥
ヘ
。

�
窺
ふ
忍
び
足
。

早
日
も
暮
レ
に
。
近
カ
付
キ
て
。
鐘
孝
行
の
。
道
ぞ
迚
。
古
ル
き
例
の
跡
を
追
。
子
故
の
闇
に

白
妙
の
道
も
。
涙
に
見
へ
わ
か
ず
。

「
な
ん
ぼ
掘
て
も
笋
が
有
ふ
様
は
な
け
れ
ど*0

1

。
親
を
思
ふ
一
心
ン
を
憐
。
天
よ
り
授
る
事
も

や
」
と
。
心
に
込
メ
て
一
尺
二
尺
底
は
白
ラ
羽
の
鳩
一
チ
羽
飛
ン
で
お
り
し
も
「
飼
な
れ
し
。

鳥
も
心
の
有
ル
や
ら
ん
」
と
。

又
掘
リ
か
へ
せ
ば
又
一
羽
友
呼
ヒ
。
さ
そ
ふ
生
類
の
。
有
様
つ
く
〴
〵
打
守
り
。「
最
早
入
相
イ

*0
1

。
諸
鳥
塒
に
帰
る
頃
一
チ
羽
な
（
孝
六
十
一
オ
）
ら
ず
二
羽
三
羽
。
集
り
来
る
は
。
ハ
テ
心
得
ず
。

誠
や
。*0

2

兵
器
有
ル
地
に
は
鳥
群
を
な
す
と
い
へ
り*0

3

。
我
父
は
日
本
の
軍
師
。
此
所
に
て

世
を
去
リ
給
ふ
。
一
生
暗
じ
置
カ
れ
た
る
。
六
韜
三
略
の
秘
密
の
巻
キ
此
下
に
。
埋
置
カ
れ
し

や
ら
ん
。
扨
は
我
孝
心
天
に
通
じ
。
鳥
類
イ
是
を
し
ら
せ
し
か
。（
ナ
シ
）*0

4

ハ
ア
有
が
た
し
忝

し
」
と
。
心
い
さ
ん
で
掘
穿
。
雪
も
散
乱
村
雀
ば
つ
と
立
ツ
た
る
藪
の
中
。
窺
ふ
兄
が
頬
魂
。

「
ム
ヽ*0

1

野
に
伏
セ
勢
有
ル
時
は
帰
雁
行
を
乱
る
。
油
断
の
塒
を
窺
ふ
悪
ク
鳥
。
殺
さ
ふ
と
生

さ
ふ
と
手
の
内
の
雀
。
慥
に
手
ご
た
へ
。
此
下
を
。」「
コ
リ
ヤ
待
テ
慈
悲
蔵
。
埋
で
有
ル
伝
授

の
一
チ
巻
ン
わ
れ
に
は
や
ら
ぬ
。
兄
が
出
ツ
世
の
種
に
す
る
は
い
。」「
兄
者
人
そ
り
や
お
前
無

理
で
ご
ざ
り
ま
し
よ*0

2

。（
孝
六
十
一
ウ
）」「
サ
イ
ヤ
イ
。
無
理
い
ふ
が
兄
の
威
光
。
あ
ほ
う
烏

の
孝
行
ご
か
し
。
邪
魔
な
う
ぬ
か
ら
（
ナ
シ
）*0

3

仕
廻
ふ
て
取
ル
。」「
ど
つ
こ
い
そ
ふ
は
（
ナ
シ
）

*0
4

成
ま
す
ま
い
。
苗
氏
を
つ
ぐ
は
此
慈
悲
蔵
。」「
見
事
わ
れ
が
。」「
つ
い
で
見
せ
う
。」「
こ

し
や
く
な
退
」
と
鋤
と
鍬
。
落
花
み
ぢ
ん
の
雪
と
ん
で
。
掘
出
す
箱
の
二
タ
人
が
争
ひ
。
道
と

非
道
の
二
タ
筋
を
す
べ
つ
つ
こ
け
つ
掴
あ
ふ
。
は
づ
み
に
が
は
と
取
落
し
。
池
に
ざ
ん
ぶ
と
。

水
煙
さ
は
ぐ
群
鳥
兄
弟
も
「
ふ
し
ぎ
」
と
。
見
と
る
ゝ
後
よ
り
。
障
子
ぐ
は
ら
り
と
母
の
老
女

「
両
人
待
テ
。
兄
弟
共
に*0

5

武
士
と
成
リ
主
人
を
取
ル
べ
き
時
節
到
来
。
雪
の
中
の
笋
を
掘
リ

出
し
た
る
慈
悲
蔵
。
今
こ
そ
母
が
心
に
叶
ふ
た
。
天
晴
孝
行
（
ナ
シ
）*0

6

出
か
し
た
〳
〵
。
そ

ち
は
（
ナ
シ
）*0

7

最
前
ン
言
付
ケ
た
通
リ
。
裏
口
四
方
に
気
を
付
ケ
よ
ナ*0

8

合
点
か
。」「
ハ
ア

ハ*0
9

委
細
承
知
仕
ツ
（
孝
六
十
二
オ
）
る
」
と
。
か
け
入
弟
横
蔵
は
。
池
中
の
箱
を
引
キ
上
て

母
の
。
御
前
ン
に*1

0

差
出
せ
ば
。

「
サ
ア
〳
〵
兄
。
そ
な
た
に
は
わ
け
て
よ
い
主
を
取
ラ
す
る*0

1

。
則
チ
主
人
よ
り
下
さ
れ
し
。

装
束
も
改
メ
さ
せ
ん
」
と
。
し
づ
〳
〵
奥
の
白
ラ
台
に
。
無
紋
の
上
下
モ
白
小
袖
。
傍
に
三
方

*0
2

九
寸
ン
五
分
。
我
子
の
前
に
直
し
置
ク
。

入
ば
。

「
ム
ヽ
扨
は
（
孝
三
切
廿
一
オ
）
我
子
の
が
い
に
成
ル
と*0

1

横
蔵
の
し
は
ざ
じ
や
の
。
ぎ
り
も
情

も
も
ふ
是
迄
。
敵
を
取
ラ
い
で
置
ふ
か
」
と
。
死
が
い
を
小
脇
に
か
い
込
で
。
常
に
は
よ
は
き

女
気
も
う
ら
み
に
つ
よ
き
力
帯
奥
ヘ

�
窺
ふ
忍
び
足
。

早
日
も
く
れ
に
。
ち
か
付
キ
（
孝
三
切
廿
一
ウ
）
て
。
か
ね
か
う
〴
〵
の
道
ぞ
迚
。
古
き
た
め
し

の
跡
を
お
い
。
子
故
の
や
み
に
白
た
へ
の
道
も
。
涙
に
見
へ
分
ず
。

「
な
ん
ぼ
ほ
つ
て
も
竹
の
子
が
有
ふ
様
は
な
け
れ
共*0

1

。
親
を
思
ふ
一
心
を
あ
は
れ
み
。
天
よ

り
さ
づ
く
る
事
も
や
」
と
。
心
に
こ
め
て
一
尺
（
孝
三
切
廿
二
オ
）
二
尺
。
そ
こ
は
白
羽
の
は
と

一
羽
。
飛
で
お
り
し
も
「
か
い
な
れ
し
。
鳥
も
心
の
あ
る
や
ら
ん
」
と
。

又
ほ
り
か
へ
せ
ば
又
一
ツ
羽
友
呼
ヒ
。
さ
そ
ふ
生
る
い
の
。
有
様
つ
く
〴
〵
打
守
り
。「
ハ
ツ
ア

あ
や
し
や*0

1

。
諸
鳥
塒
に
帰
る
頃
。
一
羽
な
ら
ず
二
羽
三
羽
集
り
来
る
は
。
ム
ヽ
ハ
ヽ
ツ
ア
（
孝

三
切
廿
二
ウ
）
誠
に*0

2

へ
い
き
有
ル
地
に
は
鳥
ぐ
ん
を
な
す
と
聞
ク*0

3

。
我
カ
父
は
日
本
の
軍

師
。
此
所
に
て
世
を
去
給
ふ
。
一
生
そ
ら
ん
じ
置
れ
た
る
六
と
う
三
り
や
く
の
ひ
み
つ
の
巻
。

此
下
に
う
づ
み
置
れ
し
や
ら
ん
。
扨
は
我
ガ
孝
心
天
に
通
じ
。
鳥
る
い
（
孝
三
切
廿
三
オ
）
是
を

し
ら
せ
し
か
。
ハ
ヽ
〳
〵
。*0

4

ハ
ア
有
が
た
し
忝
し
」
と
。
心
い
さ
ん
で
ほ
り
う
か
つ
。
雪
も

さ
ん
ら
ん
村
雀
ば
つ
と
立
た
る
藪
の
中
。
窺
ふ
兄
が
つ
ら
た
ま
し
い
。

「
ハ
テ
合
点
の
行
ぬ
。*0

1

野
に
伏
セ
ぜ
ひ
有
ル
時
は
帰
雁
行
を
乱
る
。
ゆ
だ
ん
の
塒
を
窺
ふ
悪

鳥
。
殺
そ
う
（
孝
三
切
廿
三
ウ
）
と
生
そ
ふ
と
手
の
内
の
雀
。
慥
ニ
手
ご
た
へ
こ
の
下
を
。」

「
コ
リ
ヤ
待
テ
じ
ひ
蔵
。
う
づ
ん
で
有
ル
伝
授
の
一
く
は
ん
我
に
は
や
ら
ぬ
。
兄
が
出
世
の
た
ね

に
す
る
は
い
。」「
兄
者
人
そ
り
や
お
前
無
理
で
ご
ざ
り
ま
し
よ
う
ぞ
へ*0

2

。」「
サ
イ
ヤ
イ
。
無

理
い
ふ
が
（
孝
三
切
二
十
四
オ
）
兄
の
威
光
。
あ
ほ
う
が
ら
す
の
か
う
〳
〵
ご
か
し
。
じ
や
ま
な

う
ぬ
か
ら
ヤ*0

3

仕
廻
て
取
ル
。」「
ど
つ
こ
い
そ
ふ
は
ヘ
ヽ*0

4

成
リ
ま
す
ま
い
。
苗
氏
を
つ
ぐ

は
此
じ
ひ
蔵
。」「
見
事
我
レ
が
。」「
つ
い
で
見
せ
う
。」「
こ
し
や
く
な
退
」
と
す
き
と
鍬
。
落

花
み
ぢ
ん
の
雪
（
孝
三
切
二
十
四
ウ
）
飛
で
。
掘
出
す
箱
の
二
人
ン
が
争
ひ
。
道
と
非
道
の
二
筋

を
す
べ
つ
つ
こ
け
つ
掴
合
。
は
づ
み
に
が
は
と
取
お
と
し
。
い
け
に
ざ
ん
ぶ
と
。
水
け
ふ
り
騒

む
ら
鳥
兄
弟
も
「
ふ
し
ぎ
」
と
。
見
と
る
ゝ
後
よ
り
。
障
子
ぐ
は
ら
り
と
母
の
老
女
「
両
人
待
。

（
孝
三
切
二
十
五
オ
）
兄
弟
共*0

5

武
士
と
な
り
。
主
人
を
取
べ
き
時
節
と
う
ら
い
。
雪
の
中
の
竹

の
こ
を
ほ
り
出
し
た
る
じ
ひ
蔵
。
今
こ
そ
は
ゝ
が
心
に
叶
ふ
た
。
遖
孝
行
ヲ
ヽ*0

6

出
か
し
た

〳
〵
。
そ
ち
は
ソ
レ*0

7

さ
い
ぜ
ん
言
付
た
と
ふ
り
う
ら
口
四
方
に
き
を
付
よ
。
ナ
サ*0

8

合
点

（
孝
三
切
二
十
五
ウ
）
か
。」「
ハ
ヽ
ア*0

9

い
さ
い
せ
う
ち
仕
る
」
と
。
か
け
入
弟
横
蔵
は
。
池
中

の
箱
を
引
上
て
母
の
。
前
に*1

0

さ
し
出
せ
ば
。

「
サ
ア
〳
〵
兄
そ
な
た
に
は
分
て
よ
い
主
を
取
す
る
ぞ*0

1

。
則
主
人
よ
り
下
さ
れ
し
装
束
も
改

さ
せ
ん
」
と
。
し
づ
〳
〵
奥
の
し
ら
だ
い
に
無
紋
の
上
下
（
孝
三
切
二
十
六
オ
）
白
小
袖
。
三
方

に
は*0

2

九
寸
五
分
。
我
子
の
前
に
直
し
置
ク
。
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「
母
者
人
。
こ
り
や
何
ン
じ
や*0

1

。
い
や
さ
コ
レ
此
白
装
束
は
何
ン
の
為*0

2

。」「
ヲ
ヽ
夫
レ
こ
そ

は
冥
途
の
公
服
。
只
今*0

3

そ
ち
が
首
打
て
。
身
が
は
り
に
立
ツ
る
の
じ
や
は
や
い
。」「
ヱ
ヽ
イ
。

め
つ
そ
う
な*0
4

事
計
リ*0

5

。
此
首
を
身
が
は
り
と
は
。
そ
り
や
マ
ア
誰
レ
が*0

6

。」「（
ナ
シ
）

*0
7

今
ン
日
そ
ち
が
主
人
と
頼
み
し
。
長
尾
三
郎
景
勝
公
の
御
身
が
は
り
。
聞
及
ぶ*0

8

武
田
信

玄
越
後
謙
信*0

9

。
室
町
の
御
所
に
お
い
て
。
互
に
『
我
子
の
首
討
ツ
て
。
心
ン
底
を
顕
は
さ
ん
』

と
契
約
有
ル
由
。（
孝
六
十
二
ウ
）
最
前
ン
そ
ち
を
召
シ
抱
ん
と
て
来
ら
れ
し
。
景
勝
の
面
体
そ
ち

が
顔
に
さ
も
似
た
り*1

0

。『
扨
は
』
と
母
が
推
量
違
は
ず
。
箱
の
中
に
残
さ
れ
し
（
ナ
シ
）*1

1

此
一
ツ
通
に
。
委
細
の
様
子
詳
に
記
さ
れ
た
り
。

主
従
と
成
ル
か
ら
は
命
は
君
に
捧
し
物
。
武
士
の
因
果
と
諦
て
。
潔
ふ
死
ン
で
く
れ
。」「
コ
レ

〳
〵
〳
〵
よ
ふ
思
ふ
て
も
見
や
し
や
れ
。
い
か
に
主
じ
や
迚
ま
だ
知
行
も
く
れ
ぬ
中
チ
に
。
殺

さ
ふ
と
い
ふ
様
な
胴
欲
な
主
が
有
ル
物
か
。
イ
ヤ
〳
〵
も
ふ
此
主
従
は
と
ん
と
変
改
。」「
イ
ヽ
ヤ

さ
ふ
は
成
ル
ま
い
。
日
外
諏
訪
の
森
に
お
い
て
殺
さ
る
ゝ
そ
ち
が
命
。
助
ケ
置
カ
れ
し
景
勝
の

恩
忘
レ
は
せ
ま
い
。
其
時
の
情
は
今
身
が
は
り
に
立
ん
為
。
智
謀
の
わ
な
に
か
ゝ
り
し
と
は
し

ら
ざ
る
か
。
恩
を
し
ら
ね
ば
人
で
は
な
い
ぞ
よ
。
譬
逃
ケ
て
も
此
家
の
（
孝
六
十
三
オ
）
ぐ
る
り

は
。
景
勝
の
家
来
取
巻
イ
て
一
寸
ン
も
遁
れ
は
な
い
。
切
ツ
腹
す
る
か
。*1

2

但
シ
母
が
手
に
か
け
ふ
か
。*1

3

（
ナ
シ
）*1

4

サ
ア
〳
〵
な
ん
と
〳
〵
」
と
詰
か
け
ら
れ*1

5

籠
中

の
鳥
の
目
は
う
ろ
〳
〵
。
透
を
見
て
逃
ケ
出
す
。
膝
口
は
つ
し
と
手
裏
剣
に
尻
居
に
ど
つ
さ
り

詮
ン
方
な
く
。

「
是
非
に
及
ば
ぬ
も
ふ
是
迄
」
と
。
腹
切
刀
取
ル
よ
り
早
く
右
キ
の
眼
に
突
込
ン
だ
り
。
遉
の
老

母
も
不
審
顔
。
流
る
ゝ
血
を
押
シ
拭
ひ
〳
〵
。*0

1

「
母
者
人
。*0

2

景
勝
に
似
た
に
よ
つ
て
身

が
は
り
に
立
テ
た
が
る
。
小
面
倒
な
此
頬
に
。*0

3

か
う
疵
付
ケ
て
相
好
か
へ
れ
ば
。
も
ふ
身

が
は
り
の
益
に
は*0

4

立
ツ
ま
い
。
今
ン
日
只
今
父
が
苗
氏
を
受
ケ
継
。
山
本
勘
助
晴
義
。
軍

法
奥
義
を
胸
に
貯
。
三
略
の
巻
キ
よ
り
太
切
な
此
命
。
ヤ
ア
〳
〵
謙
信
の
家
来
。
直
江
山
城
ノ

助
（
孝
六
十
三
ウ
）
種
綱*0

5

。
夫
レ
へ
出
よ
言
聞
カ
す
子
細
有*0

6

」
と
。
呼
は
る
声
に
一
ト
間

の
内
。「
見
参
ぞ
ふ
」
と*0

7

慈
悲
蔵
が
。
優
美
の
骨
柄
。
長
上
下
さ
は
や
か
に
（
ナ
シ
）*0

8

。

「
某
長
尾
の
家
臣
た
る
事
深
く
包
で
古
郷
へ
帰
リ
し
其
子
細
。*0

1

母
人
に
は
密
に
語
り
。
兼
て

申
受
ケ
た
る
兄
者
人
の
命
。
現
在
の
子
を
捨
た
も*0

2

（
ナ
シ
）*0

3

否
応
い
は
さ
ぬ
命
の
無
心
ン

去
な
が
ら
。
眼
コ
を
く
つ
て
。
身
を
全
ふ
す
る*0

4

大
丈
夫
の
魂
。
あ
つ
た
ら
勇
士
を
殺
す
は

残
念
ン
。（
ナ
シ
）*0

5

長
く
謙
信
に
仕
へ
。
忠
勤
を
尽
さ
る
べ
し
」
と
。
い
は
せ
も
あ
ヘ
ず
あ

ざ
笑
ひ*0

6
。「（
ナ
シ
）*0

7

お
ろ
か
〳
〵
。
謙
信
づ
れ
が
家
来
に
は
汝
等
が
分
ン
相
応
。
身
が

主
に
は
（
ナ
シ
）*0

8

釣
合
ぬ*0

9

。
誠
山
本
勘
助
が
あ
が
む
る
主
人
は
忝
く
も
。
足
利
十
三
代

の
公
達
松
寿
君
。
是
へ
誘
ひ
申
さ
れ
よ
」
と
。（
孝
六
十
四
オ
）
詞
の
下
に
高
坂
が
。
妻
の
唐
織

次
郎
吉
を
傅
申
せ
ば
。
山
城
親
子
「
ハ
ア*1

0

は
つ
」
と
計
リ
飛
し
さ
り
。
恐
れ
。
入
た
る
計
リ

な
り
。

「
母
者
人
コ
リ
ヤ
何
じ
や
い
の*0

1

。
い
や
さ
コ
レ
此
白
装
束
は
何
の
為
じ
や
い
の*0

2

。」「
ヲ
ヽ

夫
レ
こ
そ
は
め
い
ど
の
は
れ
ぎ
。
今*0

3

そ
ち
が
首
討
て
身
か
は
り
に
立
ル
の
じ
や
は
や
い
。」

「
ヱ
ヽ
イ
。
ど
め
つ
そ
う
な*0

4

事
（
孝
三
切
二
十
六
ウ
）
言
ん
す
は
い
の*0

5

。
此
首
を
身
代
り
と

は
。
そ
り
や
マ
ア
誰
レ*0

6

。」「
ヲ
ヽ*0

7

今
日
そ
ち
が
主
人
と
頼
み
し
長
尾
三
郎
景
勝
公
の
御

身
代
り
。（
省
略
）*0

8

武
田
信
玄
越
後
の
け
ん
し
ん*0

9

。
む
ろ
町
の
御
所
に
お
い
て
。
互
に
『
我

子
の
首
討
て
心
て
い
を
顕
は
さ
ん
』（
孝
三
切
二
十
七
オ
）
と
け
い
や
く
有
よ
し
。
最
前
そ
ち
を

召
抱
ん
と
て
来
ら
れ
し
景
勝
の
め
ん
体
そ
ち
が
顔
に
生
う
つ
し*1

0

。『
扨
は
』
と
母
が
す
い
り

や
う
た
が
は
ず
。
箱
の
中
チ
に
残
さ
れ
し
コ
レ*1

1

此
一
ツ
通
に
。
い
さ
い
の
様
子
つ
ま
ひ
ら

か
に
し
る
さ
れ
た
り
。

い
つ
ぞ
や
（
孝
三
切
二
十
七
ウ
）
す
は
の
森
に
て
殺
さ
る
ゝ
そ
ち
が
命
。
助
置
れ
し
景
勝
の
情
サ

よ
も
や
忘
は
せ
ま
い
。
コ
リ
ヤ
恩
を
し
ら
ね
ば
サ
人
で
は
な
い
ぞ
よ
。
主
従
と
成
か
ら
は
命
は

き
み
に
捧
し
物
。」「
ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
母
者
人
マ
よ
ふ
思
ふ
て
も
見
や
し
や
れ
の
。
い
か
に
主
じ
や

と
て
ま
だ
（
孝
三
切
二
十
八
オ
）
知
行
も
く
れ
ぬ
内
に
。
イ
ヤ
〳
〵
モ
ウ
〳
〵
〳
〵
此
主
従
と
ん
と

へ
ん
が
い
じ
や
ぞ
や
。」「
ア
ヽ
イ
ヤ
コ
リ
ヤ
さ
ふ
は
な
る
ま
い
ぞ
よ
。
其
時
の
情
は
今
身
が
は
り

に
立
ん
た
め
。
ち
ぼ
う
の
わ
な
に
か
ゝ
り
し
と
は
サ
し
ら
ざ
る
か
。
カ
又
た
と
へ
に
け
て
も
此

家
の
ぐ
る
り
は
。
景
か
つ
の
（
孝
三
切
二
十
八
ウ
）
家
来
取
ま
い
て
一
寸
も
の
が
れ
は
な
い
。
武

士
の
因
果
と
あ
き
ら
め
て
い
さ
ぎ
よ
ふ
切
腹
す
る
か
。」*1

2

（
省
略
）*1

3

「
サ
ア
。」「
〳
〵
。」*1

4

「
サ
ア
〳
〵
何
と
。
〳
〵
」
と
理
の
と
う
ぜ
ん
に
横
蔵
は
。

*1
5

籠
中
の
鳥
の
目
は
う
ろ
〳
〵
。
す
き
を
見
て
に
け
出
す
。
膝
口
は
つ
し
と
し
ゆ
り
け
ん
（
孝

三
切
二
十
九
オ
）
に
。
し
り
居
に
ど
つ
さ
り
せ
ん
か
た
な
く
。

「
ぜ
ひ
に
及
ば
ぬ
も
ふ
是
迄
」
と
。
腹
き
り
刀
取
よ
り
早
く
右
の
眼
に
突
こ
ん
だ
り
。
遉
の
老

母
も
ふ
し
ん
顔
。（
省
略
）*0

1

「
ヤ
コ
レ
〳
〵
母
人*0

2

か
げ
勝
に
似
た
る
此
つ
ら
に*0

3

か
う
き

ず
付
ケ
て
さ
う
が
う
か
へ
れ
は
。
身
が
は
り
の
や
く
に
は
（
孝
三
切
二
十
九
ウ
）
も
ふ*0

4

立
ツ
ま

い
今
日
只
今
父
が
苗
氏
を
請
つ
ぎ
。
山
本
勘
介
晴
義
。
軍
法
奥
義
を
む
ね
に
た
く
は
へ
。
三
り

や
く
の
巻
よ
り
太
切
な
此
命
。
ヤ
ア
〳
〵
謙
信
の
け
ら
い
直
江
山
城*0

5

。
言
聞
す
し
さ
い
有
リ

夫
へ
出
よ*0

6

」
と
呼
は
れ
ば
。
一
間
の
内
よ
り*0

7

じ
ひ
（
孝
三
切
三
十
オ
）
蔵
が
。
ゆ
う
び
の

骨
が
ら
長
上
下
。
さ
は
や
か
に
出
立
て*0

8

。

「
某
長
尾
の
家
臣
た
る
事
（
省
略
）*0

1

母
人
に
は
ひ
そ
か
に
語
リ
。
兼
て
申
請
た
る
兄
者
人
の
命
。

げ
ん
ざ
い
の
子
を
捨
た
る
も*0

2

サ*0
3

否
応
言
ハ
さ
ぬ
命
の
無
心
。
去
な
が
ら
眼
を
く
つ
て
身

を
全
ふ
（
孝
三
切
三
十
ウ
）
せ
ん
ず*0

4

大
丈
夫
の
魂
。
あ
つ
た
ら
勇
士
を
殺
す
は
残
念
。
此
上
は

*0
5

長
く
謙
信
に
仕
へ
忠
き
ん
を
つ
く
さ
る
べ
し
」
と
。
い
は
せ
も
あ
ヘ
ず
（
省
略
）*0

6

「
ヤ
ア

*0
7

お
ろ
か
〳
〵
。
謙
信
づ
れ
が
家
来
に
は
汝
等
が
分
相
応
。
身
が
主
に
は
ハ
ヽ
ヤ
モ*0

8

釣
合

ぬ
〳
〵*0

9

。
誠
山
本
勘
助
が
あ
が
（
孝
三
切
三
十
一
オ
）
む
る
主
人
は
忝
く
も
。
足
利
十
三
代

の
公
達
松
寿
君
。
是
へ
い
ざ
な
ひ
申
さ
れ
よ
」
と
。
詞
の
下
に
高
坂
が
妻
の
か
ら
お
り
次
郎
吉

を
か
し
つ
き
申
せ
ば
山
城
親
子
。「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ*1

0

は
つ
」
と
計
リ
飛
し
さ
り
恐
れ
。
入
た
る
計
リ

な
り
。
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（
ナ
シ
）*0

1

真
中
に
ど
つ
か
と
直
り
。「
ヤ
イ*0

2

山
城
。
只
今*0

3

打
た
る
此
手
裏
剣
は*0

4

。

先
ン
年
ン
室
町
の
館
に
て
此
公
達
の
御
母
。*0

5

賤
の
方
を
奪
ひ
取
立
退
折
か
ら
。
景
勝
目
充

に
打
か
け
た
る
我
小
柄*0

6

。（
ナ
シ
）*0

7

只
今
我
手
へ
慥
に
落
手
。（
ナ
シ
）*0

8

山
本
の
苗
氏

を
引
キ
興
さ
ん
と
軍
ン
学
に
心
を
こ
ら
す
所
に
。
武
田
信
玄
大
僧
正
姿
を
や
つ
し
只
一
人
。
密

に
庵
ヘ
来
ら
せ
給
ひ
。『
足
利
の
行
末
覚
束
な
し
。
汝
我
力
ラ
と
成
ツ
て
事
を
謀
れ
』
と
。
名
イ

将
の
一
言
心
ン
魂
に
徹
し
。『
ハ
ヽ
ア
畏
奉
る
』
と
。
即
座
の
領
承
弓
矢
の
誓
。」

「
ヲ
ヽ*0

1

其
時
に
此
母
も
只
人
な
ら
ず
と
思
ふ
た
が
。
扨
は
（
孝
六
十
四
ウ
）
武
田
信
玄
公
と
。

主
従
の
契
約
仕
や
つ
た
の
。」「
ヲ
ヽ
サ
。
大
魚
は
小
池
に
住
ず
。
鶴
は
枯
木
に
巣
を
く
は
ず

*0
2

。
智
勇
兼
備
の
大
将
に
頼
ま
れ
申
せ
し
身
の
面
目
。
直
様
都
に
馳
登
。
窺
ふ
時
し
も
館
の

騒
動
。
義
晴
公
は*0

3

あ
へ
な
き*0

4

御
最
期
。『
ハ
ツ
ア
詮
ン
方
な
し
。
懐
胎
の
賤
の
方
人
手

に
は
渡
さ
じ
』
と
。
忍
び
入
て
御
家
の
。
白
旗
諸
共
守
リ
奉
り
。
立
の
く
館
は
八
方
に
提
灯
松

明
。
ち
る
花
の
。
都
を
跡
に
遠
近
の
雪
の
信
濃
路
爰
か
し
こ
。
月
の
。
更
科
の
片
山
里
に
。
人

し
ら
ず
か
く
ま
ふ
と
は
。
さ
し
も
の
母
も
御
存
知
有
ま
い
。」「（
ナ
シ
）*0

5

し
ら
な
ん
だ
〳
〵

コ
レ
〳
〵*0

6

そ
ふ
し
て
御
母
賤
の
方
の
在
所
は
何
国*0

7

。
サ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ど
ふ
じ
や
〳
〵
。」「
ハ
ア

申
ス
も
便
な
き
事
な
が
ら
。
う
き
事
つ
も
（
孝
六
十
五
オ
）
る
産
後
の
悩
は
か
な
く
此
世
を
去
リ

給
ふ
。
跡
に
残
り
し
あ
の
公
ン
達
勿
体
な
く
も*0

8

我
子
と
偽
り
。『（
ナ
シ
）*0

9

次
郎
吉
よ

〳
〵
』
と
。
呼
度
々
の
空
恐
ろ
し
さ
口
惜
さ*1

0

。
弟
嫁
が
乳
を
幸
イ
。
我
子
を*1

1

捨
さ
せ
。

他
家
の
あ
の
子
を*1

2

養
育
さ
す
る
我
心
底
。*1

3

我
儘
無
法
は
一
チ
物
有
と
悟
し
老
母*1

4

。

『
雪
の
中
の
笋
を
掘
て
見
よ
』
と
は
。（
ナ
シ
）*1

5

天
晴
明
察
実
勘
助
が
母
人
ぞ
や
。

穢
れ
を
厭
ひ
今
ン
日
迄
。
埋
置
た
る
雪
中
の
笋
是
に
有
」
と
。
箱
押
ツ
取
ツ
て
差
上
る
源
ン
家

正
統
武
将
の
白
ラ
旗
。「
神
ン
明
を
頭
に
戴
く
義
兵
の
旗
上
ケ
。
謙
信
親
子
只
今
よ
り
此
勘
助
が

幕
下
に
付
ケ
と
（
ナ
シ
）*0

1

。
立
帰
つ
て
い
ひ
聞
せ
よ
」
と
。
一
ト
つ
の
眼
コ
に
天
が
下
見
下

す
富
士
の
山
（
孝
六
十
五
ウ
）
本
勘
助
三
国
無
双
の
弓
取
リ
也
。

山
城
大
き
に
感
し
入
。「
信
玄
景
勝
不
和
成
ル
も
。
互
に
心
を
疑
ひ
あ
ふ
。
忠
臣
割
符
を
合
す

が
ご
と
し
。
君
御
在
家
し
る
ゝ
上
は
。
景
勝
公
の
言
訳
立
ツ
て
。
身
が
は
り
に
も
も
ふ
及
ば
ぬ
。

追
ツ
付
ケ
両
家
和
睦
の
基
。」「
成
ル
程
〳
〵
。
最
前
ン
裏
で
直
キ
々
に
様
子
を
聞
た
。
信
玄
公

と
勘
助
様
。
い
ひ
合
せ
の
有
ル
事
は
。
一
家
中
へ
も
お
隠
し
有
レ
ば
。
夫
ト
高
坂
も
露
し
ら
ず
。

抱
に
来
た
慈
悲
蔵
殿
は
。
思
ひ
も
寄
ぬ
長
尾
の
御
家
来
。
君
の
御
事
初
め
て
聞
た
使
イ
の
面
目
。

此
上
な
し
」
と
悦
び
の
。

「
中
に
歎
キ
は
一
人
リ
の
孫
。「
か
う
心
が
と
け
る
な
ら
仕
様
模
様
も
有
ふ
物
。
此
ば
ゞ
が
偏
屈

か
ら
。
信
玄
方
の
恩
ン
受
て
は
立
タ
ぬ
と
い
ふ
た
一
チ
ご
ん
で
。（
孝
六
十
六
オ
）
直
江
が
手
に
か

け
殺
し
や
つ
た
は
。
則
チ
母
が
殺
し
た
同
前
。
コ
レ
〳
〵
〳
〵
嫁
女
赦
し
て
」「
ア
ヽ
勿
体
な
い
。

ち
ぶ
さ
に
離
て
死
ヌ
命
。
思
は
ず
し
ら
ず
お
主
様
の
。
お
益
に
立
ツ
た
も
因
縁
」
と
泣
ぬ
顔
す

勘
介*0

1

真
中
に
ど
つ
か
と
直
り
。（
孝
三
切
三
十
一
ウ
）「
ヤ
ア
〳
〵*0

2

山
城
。
今
汝
が*0

3

打

た
る
し
ゆ
り
け
ん
は*0

4

。
先
年
某
室
町
の
館
に
て
（
省
略
）*0

5

し
づ
の
方
を
ば
い
取
立
退
折

か
ら
。
景
勝
目
当
テ
に
打
ツ
た
る
小
づ
か*0

6

。
サ*0

7

只
今
我
手
へ
慥
に
落
ク
手
。
我
レ*0

8
山
本
の
苗
氏
を
引
お
こ
さ
ん
と
ぐ
ん
が
く
に
心
を
こ
ら
す
所
に
。
武
田
（
孝
三
切
三
十
二
オ
）
信

玄
大
僧
正
姿
を
や
つ
し
只
一
人
蜜
に
庵
ヘ
来
ら
せ
給
ひ
。『
足
利
の
行
末
お
ぼ
つ
か
な
し
。
汝

我
カ
力
と
成
て
事
を
謀
』
と
。
名
将
の
一
言
し
ん
こ
ん
に
て
つ
し
。『
ハ
ヽ
ア
畏
り
奉
る
』
と
そ

く
ざ
の
れ
う
し
や
う
。
弓
矢
の
ち
か
ひ
。」

「
ム
ヽ
な
る
程*0

1
其
時
キ
に
此
母
も
只
（
孝
三
切
三
十
二
ウ
）
人
な
ら
ず
と
思
ふ
た
が
。
扨
は
武

田
信
玄
公
と
主
従
の
け
い
や
く
仕
や
つ
た
の
。」「
ヲ
ヽ
サ
大
魚
は
小
池
に
住
ず
。
鶴
は
枯
木
に

巣
を
組
マ
ず*0

2

。
智
勇
兼
備
の
大
将
に
頼
ま
れ
申
せ
し
身
の
面
目
。
直
ク
様
都
に
は
せ
の
ぼ
り
。

う
か
が
う
時
し
も
館
の
さ
う
（
孝
三
切
三
十
三
オ
）
ど
う
。
義
晴
公
に
は*0

3

あ
い
な
き*0

4

御

最
期
。『
ハ
ツ
ア
せ
ん
か
た
な
し
。
く
わ
い
た
い
の
し
づ
の
方
人
手
に
は
渡
さ
じ
』
と
。
忍
び
入

て
御
家
の
。
し
ら
は
た
諸
共
も
り
奉
り
。
立
退
館
は
八
方
に
て
う
ち
ん
た
い
ま
つ
。
ち
る
は
な

の
。
都
を
跡
に
遠
チ
近
チ
の
雪
の
し
な
の
路
（
孝
三
切
三
十
三
ウ
）
爰
か
し
こ
。
月
の
。
さ
ら
し

な
の
片
山
里
に
。
人
知
ら
ず
か
く
ま
ふ
と
は
さ
し
も
の
母
も
御
存
じ
有
ま
い
。」「
ヲ
ヽ*0

5

知

ら
な
ん
だ
〳
〵
。（
省
略
）*0

6

そ
ふ
し
て
御
母
し
づ
の
か
た
御
在
イ
所
は
何
国
ぞ*0

7

。
サ
ヽ
ヽ
ヽ

ど
ふ
じ
や
〳
〵
。」「
ハ
ア
。
申
も
便
ン
な
き
事
な
が
ら
。
う
き
事
つ
も
る
産
（
孝
三
切
三
十
四
オ
）

後
の
な
や
み
。
は
か
な
く
此
世
を
さ
り
給
ふ
跡
に
残
し
あ
の
公
達
。（
省
略
）*0

8

我
子
と
偽
り
。

『
コ
リ
ヤ
ヤ
イ*0

9

次
郎
吉
よ
〳
〵
』
と
呼
度
々
の
も
つ
た
い
な
さ*1

0

。
弟
嫁
が
乳
を
幸
。
二
人

が
中
の
子
を*1

1

捨
さ
せ
。（
省
略
）*1

2

養
育
さ
す
る
（
省
略
）*1

3

我
カ
儘
無
法
。
一
チ
物
ツ
有

リ
と
は
早
悟
ら
れ
し
（
孝
三
切
三
十
四
ウ
）
母
人
の*1
4

。『
雪
の
中
の
竹
の
子
を
ほ
つ
て
見
よ
』

と
は
ハ
ヽ
ア*1

5

あ
つ
ぱ
れ
め
い
さ
つ
げ
に
勘
介
が
。
母
人
ぞ
や
。

穢
を
い
と
ひ
今
日
迄
埋
置
イ
た
る
雪
ツ
中
ウ
の
た
か
ん
な
是
に
有
」
と
。
は
こ
お
つ
取
ツ
て
さ

し
上
る
。
源
家
正
と
う
武
将
の
白
は
た
。「
神
明
を
頭
に
い
た
ゞ
く
（
孝
三
切
三
十
五
オ
）
義
兵

の
旗
上
。
け
ん
信
親
子
只
今
よ
り
此
勘
介
が
ば
つ
か
に
付
ケ
と
サ
コ
リ
ヤ*0

1

。
立
帰
ツ
て
言
聞

せ
よ
」
と
。
一
つ
の
眼
に
天
が
し
た
見
下
ダ
す
。
ふ
じ
の
山
本
勘
介
。
三
国
無
双
の
弓
取
也
。

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
10
号

（60）171

31

る
い
ぢ
ら
し
さ
。

母
は
一
ト
間
の
一
チ
巻
ン
携
ヘ
。「
不
孝
と
見
へ
し
勘
助
は
却
て
父
の
名
を
上
ク
る
。
廿
四
孝
に

ま
さ
り
し
孝
。
器
量
も
揃
ふ
二
人
リ
の
子
供
。
軍
法
伝
授
の
此
一
チ
巻
。（
ナ
シ
）*0

1

頂
戴
し
や
」

と
差
置
ケ
ば
。
勘
助
取
ツ
て
押
シ
戴
き
。「（
ナ
シ
）*0

2

父
の
苗
氏
を
給
は
れ
ば
。
勘
助
が
身
の

規
模
は
立
ツ
。
母
方
の
氏
を
つ
ぐ
弟
直
江
が
母
へ
の
孝
。
其
徳
に
よ
つ
て
此
一
巻
ン
は
。
其
方

に
下
さ
る
ゝ*0

3

。
御
恩
ン
を
忘
レ
ず
猶
此
上
。
孝
行
怠
る
事
な
か
れ
。
景
勝
の
忠
臣
は
我
胸

中
に
徹
し
た
れ
共
。
心
得
が
た
き
は
親
謙
信
。
君
に
（
孝
六
十
六
ウ
）
弓
引
ク
逆
心
ン
な
ら
ば
。

汝
も
従
ふ
（
ナ
シ
）*0

4

心
や
い
か
に
。」「（
ナ
シ
）*0

5

い
ふ
に
や
及
ぶ
。
我
子
を
切
ツ
て
二
君

に
仕
へ
ぬ
此
山
城
。
兄
と
は
い
は
さ
ぬ
敵
味
方
。
此
三
略
の
恩
ン
を
仇
。
一
ト
合
戦
仕
ら
ん
」

「
ヲ
ヽ*0

6

さ
も
あ
ら
ん
（
ナ
シ
）*0

7

出
か
す
〳
〵
。
我
又
主
君
に
仕
ふ
る
甲
斐
の
。
天
目
山
に

楯
籠
出
合
所
は
川
中
島
。
運
に
乗
じ
て
越
後
の
出
城
諏
訪
の
城
迄
押
シ
寄
セ
。
〳
〵
さ
も
目
ざ

ま
し
き
勝
負
を
せ
ん
ず*0

8

。」「
ホ
ヽ*0

9

潔
し
去
な
が
ら
。
仮
に
も
一
旦
景
勝
に
。
請
ケ
た
る

恩
ン
は
（
ナ
シ
）*1

0

何
と
〳
〵
」「
ヲ
ヽ
。
日
ツ
月
に
た
と
へ
た
る
右
キ
の
眼
は
越
後
へ
進
上
。

二
タ
心
な
き
勇
士
の
か
た
め
。
母
に
あ
た
へ
し
か
た
し
の
下
駄
。
景
勝
の
志
捨
る
は
武
士
の
道

な
ら
ず
」
と
。
左
リ
の
足
に
し
つ
か
と
は
き
お
り
（
孝
六
十
七
オ
）
立
ツ
。
庭
の
高
ひ
く
も
。
道

は
ゆ
が
ま
ぬ
弓
取
リ
の
直
な
る
竹
の
根
も
と
よ
り
。
は
つ
し
と
切
ツ
た
る
旗
竿
は
。
聖
運
目
出

た
き
大
将
の
。
さ
そ
ふ
は
賢
き
御
笑
顔
眠
る
花
の
。
死
ニ
顔
に
抱
て
ゆ
ぶ
つ
て
す
か
し
て
も
。

返
ら
ぬ
昔
唐
士
の
廿
四
孝
を
目
の
あ
た
り
。
孟
宗
竹
の
笋
は
。
雪
と
き
へ
行
胸
の
中
チ
。
氷
の

上
の
魚
を
取
ル
そ
れ
は
王
祥
。
是
は
他
生
の
縁
と
縁
。
黄
金
の
釜
よ
り
逢
が
た
き
。
其
子
宝
を

切
リ
離
す
弟
が
慈
悲
の
ど
う
よ
く
と
。
兄
が
不

孝
の
孝
行
は
我
日
の
本
に
一
人
リ
の
勇
士
。
今
に
。
名
高
き
山
本
氏
。
武
田
の
家
の
礎
と
事
跡

を
。
世
々
に
残
し
け
る
（
孝
六
十
七
ウ
）

母
は
一
間
の
一
巻
た
づ
さ
ヘ
。「
不
孝
と
見
へ
し
勘
助
は
却
て
父
の
名
（
孝
三
切
三
十
五
ウ
）
を

上
る
。
廿
四
孝
に
ま
さ
り
し
孝
。
器
量
も
そ
ろ
ふ
二
人
リ
の
子
供
。
軍
法
伝
授
の
此
一
巻
。
サ

*0
1

て
う
た
い
し
や
」
と
さ
し
お
け
ば
。
勘
介
取
て
お
し
い
た
ゞ
き
。「
ハ
ヽ*0

2

父
の
め
う
じ

を
給
は
れ
ば
勘
介
が
身
の
き
ぼ
は
立
ツ
。
母
方
の
氏
を
つ
ぐ
弟
直
江
が
母
へ
の
（
孝
三
切
三
十
六

オ
）
孝
。
其
と
く
に
よ
つ
て
此
一
巻
は
其
方
に
下
さ
る
ゝ
ぞ*0

3

。
御
恩
を
忘
れ
ず
な
を
此
上

孝
行
怠
る
事
な
か
れ
。
景
勝
の
忠
臣
は
我
ガ
胸
中
に
て
つ
し
た
れ
共
。
心
へ
が
た
き
は
親
謙
信
。

君
に
弓
引
逆
心
な
ら
ば
。
汝
も
し
た
が
ふ
サ*0

4

心
や
い
か
（
孝
三
切
三
十
六
ウ
）
に
。」「
ホ
ヽ
ヽ
ヽ

*0
5

言
に
や
及
ぶ
。
我
ガ
子
を
切
ツ
て
二
君
に
仕
へ
ぬ
此
山
し
ろ
。
兄
と
は
言
ハ
さ
ぬ
敵
味
方
。

此
三
略
の
恩
を
仇
一
合
ツ
せ
ん
仕
ら
ん
。」「
ホ
ヽ
ヽ
ホ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヤ*0

6

さ
も
有
ら
ん
ム
ヽ*0
7

出

か
す
〳
〵
。
我
レ
又
主
君
に
仕
ふ
る
甲
斐
の
。
天
目
山
に
た
て
籠
。
出
合
所
は
川
中
島
。
う
ん

に
（
孝
三
切
三
十
七
オ
）
乗
じ
て
越
後
の
出
城
。
す
は
の
城
ま
で
お
し
寄
。
〳
〵
さ
も
目
ざ
ま
し

き
勝
負
を
せ
ん
ぞ
よ*0

8

。」「
ホ
ヽ
ウ*0

9

い
さ
ぎ
よ
し
去
な
が
ら
。
仮
に
も
一
ツ
た
ん
景
勝
に
。

請
た
る
恩
は
サ
ア*1

0

何
と
〳
〵
。」「
ヲ
ヽ
日
ツ
月
ツ
に
た
と
へ
た
る
。
右
の
眼
コ
は
越
後
へ
し

ん
上
。
二
タ
心
な
き
勇
士
の
か
た
め
。（
孝
三
切
三
十
七
ウ
）
は
ゝ
に
あ
た
へ
し
か
た
し
の
げ
た
。

か
げ
勝
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
。
す
つ
る
は
武
士
の
道
な
ら
ず
」
と
。
ひ
た
り
の
あ
し
に
し
つ
か
と
は

き
お
り
た
つ
。
に
は
の
た
か
ひ
く
も
。
み
ち
は
ゆ
が
ま
ぬ
ゆ
み
と
り
の
。
す
ぐ
な
る
た
け
の
ね

も
と
よ
り
。
は
つ
し
と
（
孝
三
切
三
十
八
オ
）
き
つ
た
る
は
た
ざ
ほ
は
。
せ
い
う
ん
め
で
た
き
大

し
や
う
の
。
さ
そ
う
は
か
し
こ
き
御
ゑ
が
ほ
。
ね
ふ
れ
る
は
な
の
。
死
か
ほ
に
。
だ
い
て
ゆ
ぶ

つ
て
す
か
し
て
も
。
か
へ
ら
ぬ
む
か
し
も
ろ
こ
し
の
廿
四
か
う
を
ま
の
あ
た
り
。
も
う
そ
う
ち

く
の
竹
（
孝
三
切
三
十
八
ウ
）
の
子
は
。
ゆ
き
と
き
へ
ゆ
く
む
ね
の
中
。
こ
ほ
り
の
上
の
う
を
ゝ

と
る
夫
レ
は
わ
う
し
や
う
。
こ
れ
は
た
せ
う
の
ゑ
ん
と
縁
。
こ
が
ね
の
か
ま
よ
り
あ
い
が
た
き
。

そ
の
子
た
か
ら
を
き
り
は
な
す
弟
が
じ
ひ
の
ど
う
よ
く
と
。
兄
が
ふ
か
う
の
孝
（
終
丁
オ
）
行

は
わ
が
日
の
も
と
に
ひ
と
り
の
ゆ
う
し
。
い
ま
に
。
名
だ
か
き
や
ま
も
と
う
ぢ
。
た
け
だ
の
い

へ
の
い
し
ず
へ
と
じ
せ
き
を
。
世
々
に
の
こ
し
け
る
（
終
丁
ウ
）


